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序章『その悲鳴は誰にも届かない -Rerum Memoria-』




　黒く染まる首都東京の夜空。

　寒々しい十一月の風が吹き荒れる中、関東でも有数の繁華街である新しん宿じゆくの上空を飛ひ翔しようする一つの影があった。

　月を背に浮かび上がるシルエット。

　それは、背中から純白の翼を広げた少女だった。

　嘘うそか幻想か──信しんじ難がたいことに、小さな体たい躯くには不釣り合いなほどの大きさを誇る翼を携えて、星一つ見えない漆黒の空を悠然と舞う。その姿を見る者がいたならば、天使を連想したかもしれない。それほど現実味を帯びない美しさを纏まとっていた。

「…………」

　天使のような翼で天翔かける少女の影は、徐々に高度を下げる。

　煌きらびやかな新宿の街を見下ろすように眺めながら、そのまま音もなく、超高層ビルの屋上へと片足ずつ降り立つ。

「指定座標に到達。これから対象を探すわよ」

　夜風で流れる雲間から零こぼれた月明かりが、少女の姿を照らす。

　齢よわいは十四歳と云いったところか。ルベライトのような真紅のケープコートを羽織り、コルセットスカートで華きや奢しやな腰を絞っていた。

　頭を覆ったフードで表情こそ陰に隠れてしまっているが、その奥から覗のぞく蒼そう月げつのように澄んだ瞳は刃やいばのように鋭い。些いささかパンクな外け連れん味みが否めないものの、まるで御お伽とぎ噺ばなしの世界から現れた『赤ずきん』を彷ほう彿ふつさせる格好であった。

「新たな《脅威アルス》を視認したわ」

「────、──」

「はぁ？　あんた、誰に言ってんの？　どんなに不服でも、ちゃんと命令には従ってあげるわよ。だって、あたしは──」

　赤ずきんの少女は、首元に捲まかれた白銀の金属製チョーカーに触れながら呟つぶやく。




「《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番：アスモデウス》なんだから」




　黒革の厚底ブーツと短いスカート丈。その合間からは、真珠のように的てき皪れきたる輝きを帯びる健康的な太ふと股ももが露出している。冬の冷気に白い素肌が晒さらされていると云いうのに、彼女は寒そうな素振り一つ見せずにほくそ笑む。

　蒼あおい瞳は遥はるか下層──新しん宿じゆく駅南側・線路に架かるデッキテラスへと向けられた。

　見つめる視線の先には人影があった。どうやら慌てて駆けているらしい。ちらり、と上空で停滞する一機のヘリを確認してから彼女は言い放つ。

「あたしに不可能は存在しない」

　それが合図だった。自らを『アスモデウス』と称した少女は、地上二四〇メートルの屋上から躊ちゆう躇ちよなく飛び降りた。

　急降下──一切の減速なく、自由落下に加えて翼でさらに速度を倍加。巡航ミサイルが標的に向かって飛ぶように、ほんの数瞬で悪魔の名を冠した少女は人影の眼前へと音もなく着地する。

　突然の襲来に、人影は足を止めてしまう。

　真紅のケープコート、その舞い広がった裾が収束する様に目を奪われてしまった。

　それが間違いだった。硬直する人影が次の行動を起こすよりも疾はやく、絶対的な正しさを象徴した天使を思わせる純白の翼が力強く唸うなる。

　フードの奥から覗く蒼い瞳には、竦すくみ上がる人物が映し出されていた。

　それは『脅威』なんて言葉は似合わない──どこにでもいそうな女子中学生。ファッション雑誌に紹介されていた格好を真ま似ねしてみました、と云わんばかりの私服に身を包んでいる十代の少女だった。

　そんな至って普通の少女に、容赦なく悪魔の一撃が及ぶ。

「────え？」

　悲鳴を上げる暇さえ与えなかった。

　欠片かけらの温かみも優しさも窺うかがえない視線を向けながら、アスモデウスは背中の翼を大きく羽撃はばたかせて烈風を浴びせる。

　ただの少女が烈風を受ければどうなるか。

　答えは簡単だ。風圧で煽あおられた小さな身体からだは、いとも簡単に上空へと吹き飛ぶ。

　そのままゴルフボールのように空を山なりに舞い、オレンジに彩られた国道二十号線の新しん宿じゆく駅南口前へと叩たたき付けられた。

「……痛っ、…………？」

　だが、少女は大おお怪け我がを負わなかった。

　何が起こったのか、きっと彼女は理解出来なかっただろう。

　堅いアスファルトへと叩き付けられる直前で、不自然な跳ね返りを受けたのだ。まるで不可視の落下防止ネットによって優しく受け止められたみたく。

　不思議に思いながら、少女は恐る恐る顔を上げる。

　その視界に映った光景に、再び絶句することになるとは思いもせずに。

　巨大時計塔が示す時刻は二十時。本来ならば凄すさまじい量の車が行き交い、人でごった返しているはず──それが少女の知る新宿駅南口前。

　しかし一体どう云いう訳なのか。首都の大動脈とも云える新宿駅が、片側三車線の甲州街道が──もぬけの殻。乗り捨てられたように車はハザードが焚たかれたまま放置され、道路にも改札口にも駅構内にも、人の気配すらなかった。

　そんな異様な光景を目の前にして。

　ただただ怯ひるむことしか出来なかった少女へと、急接近する一つの影。

　陸橋の下を突き抜け迫ったソレは、彼女の肩を掴つかみ、手首も掴んで腕を引き、問答無用で頬ほおを地面へと押さえ付けて捕獲を完了する。

　正体は他でもなく、天使のような純白の翼を広げた悪魔──アスモデウス。

　直後、その背後に爆風を吹き散らかしながら降下するヘリが現れた。




「僕は超常現象規制機関の監理官──紫し門もん詠えい哉やです。怖かったよね、ごめんね？」




　交差点の真ん中に着陸したヘリの中から、降りる人影が一つ。

　交通規制が敷かれた路上でその少年──紫門詠哉は、手にした携帯情報端末Personal Data Assistantを掲げながら二人の少女の元へと歩み寄る。

　端末の画面には『超常現象規制機関』の徽き章しようが表示されていた。

「ひぃっ!?」

　まるで本物の悪魔でも見てしまったかのように、少女が恐怖の表情で固まる。

　対して、紫し門もんは冷静だった。無駄のない動きでＰＤＡを操作しながら、もはや無抵抗に取り押さえられた少女の元へと辿たどり着く。

「識別照会センターが、この周辺で『因子』の跳躍的増加を計測したんだ」

　その声色は、不気味なほどに優しかった。

「超常現象規制機関はこれを新たに覚醒した《脅威アルス》だと断定し、対応マニュアルに基づき対処することを決定した。本件の最有力嫌疑者は君だ。検査の為ために、特定因子解析研究所までご同行願えるかな？」

　煌こう々こうと照らされた路上のド真ん中。

　少女に向かって突き付けられたＰＤＡの液晶画面には『未登録因子反応』の文字が警告表示と共に映し出されていた。

　アスモデウスに捩ねじ伏せられた少女は、紫門を恨めしそうに睨にらむ。

「そ、そんなの見せられたって……私にはさっぱり──」

「おやおや、瞳孔が開いてしまったね。表情筋が強こわ張ばり呼吸もわずかに速い。嘘うそを吐つき緊張して息苦しく感じている証拠だ。おっと、他人が話している最中に後あと退ずさりとは感心しないな。僕の言葉が図星だから、居心地が悪くて逃げ出したくなっちゃったかな？」

「違うの。そんな、私、逃げてなんて……。だって、違うしありえないから……っ」

「下手な演技は止よそうよ。君は『因子』を保有してしまった。そのことに気付いたからこそ怖くなって闇雲に走り続けていた。これが君の身に起こったことの顛てん末まつだ。何か一つでも訂正箇所はあるかい？」
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「全然だし、違うし、そんなんじゃないし……っ！」

「なら、それを確かめよう。検査を受けて、体内に『因子』が確認されなければ君は自らの潔白を証明することが出来るからさ。でもね、本当に残念だけれども──」

　すべてを見透かしてしまうような慧けい眼がんを光らせて。

　有無を云いわせぬ口調で、紫し門もんは少女にとって残酷な一言を放つ。




「君は《観測者アルテフエクス》になってしまったんだよ」




「そんなの違うよ……？」

「これが現実だ」

「違う……」

　嗚咽おえつを零こぼしながら首を左右に振る少女に対して、

「だったら、どうしてマンホールの蓋が浮いているんだい？」

　次の瞬間。

　取り押さえられていた少女の顔が歪ゆがむ。

　同時に、紫門の足元でわずかに浮かんでいたマンホールの蓋が彼を襲った。

　マンホールの蓋が見えざる手によって引き上げられたように上空へと上がり、そのまま殴り付けるかのように紫門の後頭部へと迫る。

　だが。

　つまらなそうに状況を眺めていたアスモデウスが翼を動かす。

　ただそれだけで烈風が巻き起こり、マンホールの蓋だけが弾はじき飛ばされた。

　まるで砲弾のように吹っ飛んだそれは、交差点に停車していたアド・トラックに大穴を開けて爆発を引き起こす。

　取り押さえられたままの少女の顔は引ひき攣つっていた。

　一方の紫門は平然とした様子で、

「危ないじゃないか」

　とだけ呟つぶやく。もしも直撃でもしようものなら即死は免れなかっただろうに、あまりにも彼はノーリアクションだった。

　そんな異様としか言えない光景を目の前にして。

　ぷつり、と。

　何かが切れた音がした。

「いやぁっ、いや、いやだよッ」

　身を引き裂かんばかりの悲鳴だった。

「私、まだ、したいこといっぱいあるのっ！　やだやだやだやだ、ヤダヤダヤダヤダヤダヤダヤダヤダヤダヤダヤダッ」

　それは、年端も行かぬ少女による精一杯の懇願だった。

「行ってきますって、また明日って、そう言ったっきりで──ちゃんとしたお別れなんてしてないし……っ、このままがいい、私は普通だよ、ほっといてよッ！　私はバケモノじゃないッ！　バケモノじゃないっつってんでしょッ!?」

　と、そんなパニックを引き起こす少女を傍かたわらに。

「いつまで女の子を拘束させる気？」

　素っ気ない声がした。

　暴れる少女を組み伏せるアスモデウスの声だった。

「まさかあんた、本気で厭いやがる女子中学生を虐いじめて興奮しちゃってんの？」

「それこそまさかだよ。そんな低劣な性癖を拗こじらせているとでも？　冗談にしてはセンスが壊滅的だね、アスモデウス」

「え、イキってんの超ウケるんですけど？　あたしがいなきゃ何も出来ないくせに」

　反抗期真っ盛りな女子中学生よろしく、悪魔が悪態を吐つく。

　せっかくの整った顔が、気け怠だるさ丸出しの仏頂面のせいで近寄りがたい雰囲気を全方位へと撒まき散らかしていた。

「バケモノッ、バケモノッ、放せよバケモノッ！」

　怒りに溢あふれた瞳で睨にらまれてもアスモデウスは気にしない。

　ただ退屈な三流コントを眺めるような、興味のない目で見下すだけ。

「お前らみたいなバケモノと一緒にしないでよッ、私は違うの、こんなの……違うの、私は人間だよッ、バケモノなんかじゃないんだからお家うちに帰してよッ、放せっ、放せっつってんでしょバケモノがぁぁああああッ！」

　いやだよ、と。

　誰か助けて、と。

　お願いやめて、と。

　そこから先は耳を塞ぎたくなるような悲鳴の嵐だった。痛ましい叫びは、まるで生きたまま火ひ炙あぶりにされた少女が、自らの命と引き換えに最期まで冤えん罪ざいを訴えかけ、それでも誰の心にも届かなかった無念を孕はらんだ断末魔そのもの。

　こんなにも助けを求めているのに。

　声帯を壊してしまいかねないほど叫んでいるのに。

　誰一人として少女の願いを聞き入れ、救ってくれる者などいなかった。

　そんな少女へと紫し門もんはゆっくりと手を伸ばし、言った。




「ようこそ、特殊能力統轄学院リガートウルへ……『入学』おめでとう」




　まるで死刑宣告のように、はっきりと発せられた言葉を耳にして。

　その絶望を、少女は受け入れきれなかったのか、この世のすべてが終わってしまったかのような声をあげた。しかし抵抗も虚むなしく、アスモデウスが羽撃はばたくと同時。驚くほどあっさりと、新しん宿じゆく上空の夜闇へと吸われるように消え去った。




　妄想を具現化する『因子』を保有してしまった少女の運命は一つ。

　常識外れの《脅威アルス》を撒まき散らかす存在──《観測者アルテフエクス》として統制される。

　理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scopeを持つ者を配下に従えるのが『超常現象規制機関』と云いう国家組織であり、彼らは掲げた理念「特殊能力を正しく理解し、秩序を保つ」の為ためならば如い何か様ような手段も厭いとわない。




　斯かくして、今こ宵よいも一人の少女にとって大切な『日常』が奪われた。





第一章『特殊能力統轄学院 -Ligatur-』





　　　　１



　ずがーん、と。

　凄すさまじい爆音と衝撃で、紫し門もん詠えい哉やは目を覚ます。

　耳を劈つんざくようなその轟ごう音おんは、彼を夢の世界から叩たたき起こすには十分過ぎる威力を誇っていた。心なしか未いまだに空気がビリビリと振動している。

　時刻を確認すると、まだ午前六時前。

　起床には早過ぎる時間だ。

「……、またか」

　普通と云う尺度が一体誰にとってかはさておいて。

　同じ状況に見舞われたら十人が十人とも驚きよう愕がくするであろうハプニングに対し、特に慌てる様子もなく紫門はベッドから起き上がる。

　当然の話だが、彼が朝に弱くて鉄筋コンクリートの建物を揺さぶるレベルのトンデモ目覚まし時計を愛用している──なんてオチではない。夢の中だと高を括くくっている訳でなければ、ましてや寝ぼけて正常な思考を放棄している訳でもない。

　知っているのだ。その音の正体を。

「やっほー、しぃっち★」

　声がしたベランダの方へと目を向けると、そこにいたのは少し派手目な女子高校生。

　どう考えてもまともではない。その証拠に、彼女は断りもなく窓を開けると、そのまま暢気のんきな顔をして室内へと侵入して来るではないか。確認しておくと、ここは紫し門もんの部屋であり必然的に彼女は住人ではない。

　だが、紫門は気に掛けることなくクローゼットへと向かう。

　早朝の不法侵入者を咎とがめたり、文句を垂れたりする様子はなく──ただ一言。

「おはよう」

「ひゃー……しぃっち、リアクション薄くない？」

「毎朝のように叩たたき起こされていれば否いやが応おうでも慣れるだろ」

「そんなもんかな？　環境の変化に適応出来ないと滅んじゃう進化論的な感じ？」

　煌こう焚たき烽ほう火か。

　それがこの少し派手目な女子高校生の名前である。

　腰まで届く黒髪をワンサイドアップで結い、ルビー色の瞳を輝かせる少女だ。

　全体的に雑な着こなし。大胆にはだけたブラウスの襟から、慎つつましくない胸部の膨らみが激しく存在を主張していた。そして当然のようにスカート丈はかなり短い。

　えらく着崩した制服は生活指導室からの注意を免れないレベルだが、さらに左手首には赤々しい大きなシュシュをつけていた。その姿はまるで、とてつもなく大きい蝶ちよう々ちようを手首にでも従えているようである。

　そんな問題児・烽火は、

「しぃっちのベッドふかふかっ」

　とか言いながら、さっきまで紫門が寝ていたベッドへとダイブ。小さなお尻で低反発マットレスを楽しむように身体からだを揺する。

　流石さすがにこれには「やめなさい」と紫門も注意を促すが、

「えー、なんでー？　烽火様に教えてー？」

　燃えるように赤い目をぱちくりさせて、ゆるーい特徴的な甘い声で問う。

　自分のことを「名前＋様」で呼んでしまう系女子の烽火は、そこら辺に転がっている美少女と持て囃はやされている逸材でさえも霞かすんでしまう魅力を放つ、正真正銘『可愛かわいい』の権化だった。

「……そんな短いスカートで、こっちに足を向けながらバタバタするな」

「でもさー」

　烽火はサイドテールの先を指先でクルクルと回しながら、

「しいっちの視線が烽火様のスカートに釘くぎ付づけなのバレてないと思ってる？」

「目の前で危なっかしくスカートの裾が跳ね上がれば、いくらなんでも気にするに決まっているじゃないか。むしろ一切目を向けない方が失礼まである。それが健全なる男子高校生たる者の心得ってもんだ。だから仕方ないね、うん。仕方ない」

「残念でした、この下はスパッツでーす★」

「見えても大丈夫だからって、無防備にスカートの裾を摘つまみ上げるなよっ！」

　ところで当たり前のようにベランダから入って来た烽ほう火かだが、そもそもここ──紫し門もんが住む部屋は寮の三階だ。ベランダは非常用梯子はしごがあるだけで階段はなく、そして梯子は使われた形跡などない。

　では、どうやって烽火は妙な闖ちん入にゆう者しやとして登場したのか。

　その答えは単純にして明快である。きちんとベッドを整えると、彼女は腰に手を当て得意げに笑いながら言い放つ。

　轟ごう音おんの正体を。

「やっぱり早朝の飛翔は最高だよねー」




　烽火が手で梳すくサイドテールの先には、小さな火が灯ともっていた。




　そう。

　そのまさかである。
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　烽ほう火かは、側頭部から垂れるサイドテールの毛先から業火を噴射し、縦横無尽にロケットブースターで飛び回る女子高校生なのだ。

「……また今日も雲に大穴開けて来たんだろ？」

「そだよ。雲に風穴ぶち抜くの気持ち良いからさー。どうして解わかったの？」

「いつも烽火は早起きだ。寝坊していないことは、そのバッチリ決まったメイクからも明白な事実。シャワーを浴びてドライヤーで乾かす時間はあった。そんな君の毛先が湿ってトリートメントの甘い匂いがするのは水蒸気の塊に突っ込んだから。何か訂正は？」

「ひゃー、今日も絶好調だねー。しぃっちのひけらかしっ！　名探偵っ！」

　ソファに座りながら機関銃の如ごとく推論を並べ立てる紫し門もんに対し、彼の御お家いえ芸げいとも云いえるその衒げん学がく的てきマシンガントークを烽火は囃はやし立てる。

「絶対それ、馬鹿にしているよな？」

「そんな怒んないで。イイコトしてあげちゃうから」

　大きな赤い瞳で、じっと見つめれば許してもらえると云う慢心の烽火が一言。

「朝ごはんを作ってやんよっ★」
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　そもそもの話。

　朝食を作りに来てくれる通い幼妻の真ま似ね事ごとがしたいだけならば、烽火が早朝六時前に来る必要はない。別の意図があるのだ。

　それは、

「すごかったねー、さっきの映画」

　朝食を食べながら一緒に大画面テレビで映画鑑賞。

　これが二人の日課だった。それ自体は紫門とて構わない。毎日律儀に朝食を作りに来てくれるので、むしろ文句を言えるような立場ではないことも理解している。

　だが、問題が一つあるとすれば。

　映画一本の時間を考えてみれば明白だが、およそ二時間もテレビを観みていては毎日が遅刻未遂の連続なのである。

　烽火を置いて先に部屋を出るなど論外。

　常識を欠片かけらも備えていない彼女を一人で残すなど、それは無謀を履き違えた酔狂に等しい愚行だ。きっと男子高校生の聖域たるベッドの下を「発掘調査しちゃうぞー★」なんて恐ろしい掛け声とともに漁あさり始めるに違いない。

　なので付き合う他なく、今日もこうして遅刻しない限界の時間帯に烽火と歩調を合わせて通学路を進む。そんな紫門のジレンマなどどこ吹く風で、隣を歩く烽火は口元までグルグル巻きにしたマフラーに顔を埋うずめながら上機嫌。歩くたびに長く伸びたサイドテールが元気に跳ね回っていた。

「一つ根本的な疑問なんだけれども……面白いのか？　早送りや早戻しのオンパレードでストーリーなんて理解出来ないだろ」

「ん？　出来ないよ、全然。そもそも興味ないし」

　当たり前でしょ、とでも言いたそうな表情で烽ほう火かは首を傾かしげる。

「烽火様たちの《脅威アルス》は結局のところ、妄想を具現化する特殊能力でしょ？　なら映像作品をいっぱい観みた方がインスピレーション湧くじゃん？」

「……いつか業界の人にぶん殴られるぞ、わりと本気で」

「ひゃー怖っ！　でもでも、感謝はしてるし？　映像技術の進歩ってすごいよね。あれだけ美麗エフェクト撒まき散らすんだもん。だからこそ思っちゃうんだよねー」

　少しだけ不満そうにピンク色の唇を尖とがらせ、

「神は天才な烽火様に、二つの才能を与えてくれなかった辺り意地悪い」

　不遜にも「神」には敬称を付けずに、あっけらかんと烽火が言った次の瞬間。

　轟ごうッ！

　サイドテールに業火が渦巻き、蛇のように動く。

　烽火からすれば、この程度の《脅威》など容易たやすいことだった。

　ただ、起こって欲しい現象をイメージする。それだけで妄想を具現化する『因子』を宿す《観測者アルテフエクス》は、心象風景を現実に反映させてしまう。

　身も蓋もない言い方をすれば、妄想を現実の世界でも本当に起こっていると信じて疑わないレベルまで昇華させてしまった結果、何の因果か知らないが思い描いた情景を目の前に発現させる特殊能力を得たのだ。

　だが烽火の言った通り、天は二物を与えなかった。

「まぢで神ひどくない？　泣いちゃうかも。三日三晩ずっと泣きじゃくって『涙で雨を降らす』現象まで起こしちゃうかもよ？」

「それは無理だろ」

　目尻を涙でウルウルさせた烽火を、紫し門もんは一蹴する。

　理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scopeを示す指標hidden indicator──の頭文字を略して『因子INShi』と呼ぶ通り、引き起こせる現象には個人差こそあれど、覆ることのない絶対的なルールが一つだけある。

「どんなに優れた《観測者》でも、一人につき一系統が限界だ」

　あらゆる現象を自在に起こせる訳ではなく、信じて疑わないレベルまで思い込む許容範囲が存在し、限界値を超える現象を起こすことは不可能だった。

　烽火の《脅威》が、発火現象に限られているように。

「ちぇ、いいじゃん。けちー」

　頬ほおを膨らませて駄だ々だを捏こねる烽火。

　しかし、紫し門もんからしてみれば知ったこっちゃない。

　常識を弁わきまえた人間ならば、そもそも『因子』など宿していないと云いうのに、たった一人でいくつもの系統が観測可能だとしたら。

　それは超越的な精神の持ち主──創造主クリエイターの領域だろう。

「こちとら神よりも偉い烽ほう火か様だよ？」

　一体全体どんな厨ちゆう二に病の拗こじらせ方をすれば、こんな暴言が吐けるのか。

　あるいは、その域にいるからこそ、煌こう焚たき烽火と云う少女は《観測者アルテフエクス》になってしまったのかもしれない。

「それにしても寒くなってきたよねー」

「それだけスカートを短くしていれば寒いだろうさ」

「いいじゃん、可愛かわいいんだし。お洒落しやれの為ためなら少しだけ我慢するの」

　などと言いながら烽火は掌てのひらから業火を零こぼした。

　蛇が塒とぐろを巻くように、業火は歩く彼女の足元をぐるぐると回りながら追従する。

「あったかー、ほわほわー」

「我慢しないのかよ……小ぼ火や騒ぎを起こすなよ？」

「大丈夫っしょ。なんたって烽火様は『カテゴリ５』なんだぞっ★」

　誇らしそうに烽火は腰に手を当てながら胸を張った。

　自己を過大評価しているようにしか聞こえないかもしれないが、その自信はあながち間違いではないので紫門も強くは言えない。

　妄想を具現化する《観測者》は、保有する『因子』に応じて区分される。

　災害クラスの《脅威アルス》を齎もたらす『カテゴリ７』を頂点とし、ほぼ無害の『カテゴリ１』を最低等級とした七段階評価。

　その人口比率は綺き麗れいなピラミッド型であり、上位ほど激減する。具体的な例を挙げるならば『カテゴリ２』以下が《観測者》の過半数を占めており、最上級ランカーたる『カテゴリ７』は、わずか五名しか存在しない。

　その中で、烽火は『カテゴリ５』と云う格付け。

　性能で云えば文字通り、戦闘機と互角に空中戦を繰り広げるだろう。

　信しんじ難がたいかもしれないが、スカート丈を校則よりも短くした少し派手目な女子高校生・烽火は、そこら辺の戦場で使用されている爆弾よりも、はるかに大規模な被害を与えられるレベルの《脅威》を引き起こせてしまうのだ。

　そして紫門は、昨晩のことを思い出していた。

（あの悪魔の名を冠した少女──アスモデウスの格付けは『カテゴリ６』だ）

　昨夜の新しん宿じゆくでの光景は、冗談抜きに惨むごたらしかった。

　その《脅威》によって行われた一方的な蹂じゆう躙りんは然さることながら、絶望に溢あふれた悲鳴が脳裏から離れない。

　良心の呵か責しやくに苛さいなまれなかったのかと問われれば。

　答えは決まっている。罪悪感を覚えずにはいられなかった。当然だろう。

　それでも紫し門もん詠えい哉やには非情に徹してでも、成し遂げなければならないことがあった。

　他の願いは、何一つとして叶かなわなくても良い。どんな代償を払ってでも、あらゆるものを犠牲にしても良いとさえ、心の底から本気で思っていた。




　かつて規制機関に拐われた少女に誓った『約束』を果たす為ためならば。




　そんな思案をしていると。

「しぃっち、今、他の女の子のこと考えてたでしょ？」

　烽ほう火かが行く手を塞いで、人差し指をこちらへと突きつけていた。

「こんなに一いち途ずな烽火様がいるのに、しぃっちは非情にも他の子のことで頭がいっぱいになって烽火様のお話を聞き流すなんて……」

　しくしく、と。

　烽火は、わざとらしく擬音付きで器用に泣く。

「仕方ないよね、しぃっちの周りには可愛かわいい女の子いっぱいいるし、烽火様みたいな宇宙で一番可愛い美少女が隣にいたとしても、たまには目移りして摘つまみ食いしたくなっちゃうもんね。仕方ないよね、うん……大丈夫、烽火様は理解してあげられるよ？」

「どんな冗談だよ、ふざけてんのか」

「冗談なんかじゃないよ」

　笑い飛ばす紫門の袖口を烽火は掴つかんだ。

　そのルビーのように赤い瞳は、烽火にしては珍しく真剣だった。

「あの夏休みの出来事を、烽火様は一生忘れない」

　ぎゅっと、その手に力が篭こもる。

「あの日、しぃっちに救われていなければ、烽火様はきっと死んでいた。今、ここにいられるのは、こうして笑顔で毎日を過ごせるのは、当たり前のことなんかじゃない。全部しぃっちのおかげなんだよ。烽火様は、しぃっちの為に生きるの。そう決めたの」

「烽火。大おお袈げ裟さだよ、僕は──」

「だって、しぃっちは決定的に違うじゃん」

　と、烽火に遮られる。

「烽火様たちと違って、しぃっちは自分の意志でこの場所に来たでしょ。だから何か思惑があるのは知っているの。烽火様は何も教えてもらえてないけどね」

　その瞳は見返りを求めない、純粋な好意に満ち溢あふれていた。

「別にいいよ、しぃっちが何を企たくらんでいようが」

　まるで仔こ猫ねこのように烽ほう火かから見つめられて、

「烽火様は、どんなことがあっても」

　無む垢くな言葉が紫し門もんへと突き刺さった。

「しぃっちの味方だから」

　きっと在りし日の少年の身に起こった顛末を打ち明ければ、煌こう焚たき烽火と云いう少女は本当の意味で理解を示してくれるだろう。結局のところ帰結するのは、掛け値なしに理不尽に掻かっ攫さらわれた大切な少女との約束を果たす物語なのだから。

　だが、紫門詠えい哉やは。

　ごめん、とだけ心の中で小さく呟つぶやく。

　何な故ぜなら彼は、もう引き返せないほど道を踏み外してしまった──だから欺ぎ瞞まんを貫く以外の方法が残されていない。
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「他ひ人と様さまのお金でパフェを食べたい気分なんだよねー」

　教室に着くなり、問題児の烽火がふざけたことを言い出したので、考えるまでもなく紫門は理解するのを放棄した。

「少し落ち着こうか」

　学校に登校したばかりだと云うのに。

　なんなら朝礼すら始まっていない時間である。

　にも拘かかわらず、どうして既に帰ろうとしているんだ？

「どうしてそんな思考に至ったのか、釈明があるなら聞こうじゃないか」

「あれぇ？　ひょっとして、しぃっち。パフェじゃなくてアップルパイの方が好き？」

　そんなことは聞いていない。

　だが、烽火は紫門の視線など完全に無視して机の上に座ってしまう。

「いやほら、あれだよ」

　黒いニーソックスを穿はいた細くて綺き麗れいな脚を組み、

「ぶっちゃけさ、変わり種の新作って自分のお金で食べるには地雷じゃん？」

「お行儀悪いぞ机の上に座るな。降りろ」

「はいさーっ」

　と、返事だけは明るく調子が良い。

　烽火は机の上から降りず、ニコニコしながら美脚を組み直す。

　この問題児に言って従わせるなど、百人と同時にチェスの対局をして、全勝──それも投了ではなくチェックメイトを決めるよりも難しいだろう。

　なので紫し門もんも真面目まじめに注意するのは諦めていた。

「で？　なんでパフェなんだ？」

「いや。ほら。もうすぐ期末テストでしょ？」

「そうだな。そうだとも──であれば勉学に励まなきゃ嘘うそだよな？」

「あっはっは、大丈夫っしょ。億が一でも落第点どころか、そもそも平均点以下なんてことは絶対にありえないし。それこそ、キリストがロンギヌスの槍で刺されたまま蘇らなかったレベルの歴史的大事件になっちゃうよ？」

　さも当然かのような口ぶり。

　あまりに傲慢極まりない物言いにも思えるが、彼女の成績表を見たことがある紫門は一概に否定することは出来なかった。

「烽ほう火か様、天才だし★」

　この少女は、偏差値なんて指標では表せないレベルで頭が良い。

　弱冠十五歳の高校一年生でありながら、崇高な学術書をファッションではなく純粋な知識欲を満たす為だけに読み解く。

　態度や服装は呆あきれるほどいい加減だが、自らの《脅威アルス》を高めることに関しては、他の追随を許さないほど熱心なのである。最近は量子力学に興味があるらしく、暇潰つぶしに読む文庫本感覚で海外から取り寄せた論文をロッカーに突っ込んでいた。

「深しん淵えんなる知識を得る為ために科学と魔術を極めなきゃじゃん？　だから『コペンハーゲン解釈』だの『エヴェレットの多世界解釈』だとか面白くてオススメ★　古代魔術書『ピカトリクス』はちょっとだけ難解だったけどねー。烽火様、あましオカルト興味ないし」

　神には「様」を付けない烽火が可愛かわいらしく威張る。

「で？　君の天才っぷりとパフェがどう関係あるのか説明してくれるかな？」

「パーフェクトに天才な烽火様としては特に危機感とか抱いてないし、やっぱり浮かれたついでに他ひ人と様さまのお金でパフェを食べたい気分なんだよ。おっけー？」

「一体どう云いう思考をしているんだ、君は」

「え？　しぃっちが頑張る烽火様にご褒美でパフェを奢おごってくれるって？」

「話を聞けよ……てか、それはご褒美とは言わないだろ」

「ひゃー、なんでダメなの？」

　パチクリ、と。

　烽火は顎を引いて上目遣い。

　その赤い瞳に紫門は自分の顔を見る。

「なんでもいいから奢ってよー、しぃっちぃ」

　机から降りると、烽火は手を後ろで組みながら紫門の表情を下から覗のぞき込むように顔を近づけてくる。

　必然的に至近距離で目が合う。

　その距離、一〇センチどころじゃない。少しでも烽ほう火かの方へと身体からだを動かせば、ぷくりと膨らんだ桜色の唇に触れてしまいそうなほどの大接近。

「しぃっち、一緒にパフェ食べに行こ？」

　吐いた息が首筋にかかってしまう距離での会話。

　甘いバニラのような香りに鼻び腔こうを擽くすぐられ、紫し門もんの脳内は処理落ちを始めていた。もはや思考の放棄だ。それほど強烈に魅了されかけていると、

「ていっ……！」

　脳みそがとろけていた額に、慎つつましい声と共にチョップが炸さく裂れつする。

「こんな色仕掛けに引っかかる紫門くん。ちょろい」

「……、はっ！　なんだ、僕は一体!?」

「紫門くん、残機一つ減った」

　我に返った紫門の前に、やる気のない表情で美少女が立っていた。

　ダウナー系な雰囲気を醸し出す彼女は、沖おき泉いずみ琉る海み。

　騒がし過ぎるお調子者の烽火とは異なり、声のトーンが一定で感情の起伏が上う手まく掴つかめない子である。

「もしかしなくてもドＭの変態さん？」
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　ゆるふわのショート髪を揺らして、琉る海みは無言で首を傾かしげる。

　髪色こそ淡い水色のメッシュが入っているものの、制服は手本のようにきっちり着用していた。ブラウスの第一ボタンは無論、準指定──事実上の自由に選べる靴下すら標準の黒いハイソックス。

　受ける印象は、校則を律儀に守っているお悧り巧こうさんの代表格。

　とは云いえ、年頃の女子高校生の矜きよう持じとしてか、スカートは短く穿はきこなす。

　その微妙なギャップがハイソックスまでの露出をさらに引き立て、洗練された脚線美が眩まぶしい。烽ほう火かが赤く煌きらめくルビーならば、琉海は深い透明感のあるアクアマリンだ。この性格も容姿も真反対な二人は、何な故ぜか意気投合するらしく、よく一緒にいる。

　透き通った水のような、完全に抑揚のない棒読み発音で琉海が言った。

「火遊び、だめ」

「人聞き悪いことを言うなよ。別に火遊びなんて……」

「烽火ちゃんと毎日一緒に登校。仲良し。これは同どう棲せいを疑われても仕方ない」

「おいおいおいおい、聞き捨てならないぞ琉海。クラスメイトの女子と同棲なんて思春期男子高校生の夢、幻想、ありえない。三拍子揃そろってもはやファンタジーの領域だ」

「烽火様的にはおっけーだけど！」

　話をややこしくすることに関しては右に出る者はいない烽火が、一緒に暮らすと本当に言い出しかねない笑顔を向けてくる。

　それだけは絶対に回避しなければならない。

　なんせ相手は烽火。この常識を微み塵じんも備えていない、鳥人間コンテストに出場したら歴代記録をぶっちぎって殿堂入りしてしまうような人間ロケットブースターとの共同生活なんて良識が破綻してしまうだろう。

　そんな危惧の念を抱く紫し門もんに対し、琉海からのさらなる追い撃ち。

「じゃあ朝のお目覚めから登校は烽火ちゃん。下校からお眠の時間は私とする？」

「なんだその甘美な響きは」

「一緒に下校。同じお家うちに帰る。肩並べて宿題して、夕ご飯食べて、お風呂は恥ずかしいから別々に入るけど……添い寝なら？」

　こてん、と人形が首を傾げるように琉海は頭を倒す。

　その少しの気恥ずかしさを孕はらんだ表情に、ドキッとしてしまい言葉に詰まる。

　これを見逃す琉海ではない。

「私なら紫門くんの腕に抱き着きながら寝るの上手かも。ちっちゃいから」

　ちっちゃい？と思案。

　紫門の目線は自然と琉海の胸部へと向けられ、その断崖絶壁を見てしまう。これはこれで需要はあるだろう。無限に広がる可能性に期待と云ったところか。

「どこ見てるの……ちっちゃいの身長だよ？」

　まるでゴミ屑くずでも見るような冷たい視線が向けられた。

「紫し門もんくん、えちえちな想像しちゃった？　どうなの変態さん」

　恐ろしいまでの棒読み＆無表情で、琉る海みに淡々と責め立てられる紫門であった。

　おとなしい外見、口調も物静か。礼儀正しく麗しい深窓の令嬢を絵に描いたような少女だが惑わされてはいけない。まるで人形みたいな容姿に騙だまされがちだが、烽ほう火かと気が合う大親友。それだけで一癖どころか難癖だらけ。

　テンションの起伏が解わかりにくいだけで、琉海は策士型のトラブルメーカーだ。

「紫門君はすぐに騙されちゃいそう」

「絶賛現在進行形で騙した君が言うなよ……」

「これは予行演習。えっへん。だから授業料欲しい、かも？」

　完全に感情が乗っていない棒読み。

　消え入りそうな声色と首を傾かしげる仕し種ぐさは実に奥ゆかしい。

　仮にこれが計算で狙った演技だとしても、紫門の心臓はバクバク。熱いビートを刻んでトキメキを感じていた。

　結局、琉海は助け舟などではなくパフェ奢おごられ隊の伏兵な訳で。

「そうと決まれば、今かられっつごーぅっ！」

「いっえーい（棒）」

「せめて放課後にしようぜ!?」

　紫門が叫ぶと同時にチャイムが鳴り響いた。

　名残惜しそうに烽火や琉海たちは自分の席へと向かう。あれはきっと、またあとでたかられるだろうと、紫門は経験則で知っていた。

　紫門も自らの席へと着席する。他の生徒たちも、チャイムが鳴り終わる頃には席に座っていた。宿題の見せ合いっこや読書に勤いそしんでいる者もいたが空席はなく、クラスメイト全員が新たに始まる一日を迎えようとしていた。

　それは、どこにでもあるような──ありふれた普通の平和な教室の光景だろう。

　だが。

　明らかに紫門詠哉と云う存在が浮いていた。

　この学院は、ある特殊な事情を抱えている。それは一目瞭然で圧倒的に女子生徒の数が多いのだ。比率などと云いう次元ではなく、総勢三十名ほどのクラスに対して、教室内には紫門を含めて男子生徒は五名ほどしか見当たらない。

　そして特記すべきは襟元。

　すべての女子生徒の首にあるもの。




　少女たちには、例外なく白銀の金属製チョーカーが捲まき付けられていた。




　それはまるで冷たく光る首輪だった。

　烽ほう火かや琉る海みも例に漏れず、当然のように嵌はめられていた。

　そんな日常に紛まぎれ込んだ異質から目を逸そらすように、紫し門もんは教室の窓から校舎の外の光景へと目を向ける。

　そこには空の下に広がる見渡す限りの海。

　別に、この学院が海を望める沿岸部にある訳ではない。

　この学院は、太平洋に浮かぶ人工浮島の上に建造されていた。

　海洋上。絶海の孤島。悲鳴をあげても誰にも届かない隔絶された世界。

　ここは超常現象規制機関によって設立された教育施設──特殊能力を保有してしまった少女たちの『保護』と『養成』を目的としている。しかし同時に、それは《脅威アルス》を解明する研究検体として囚とらわれているに等しく、つまりは強制収容施設リガートウルである。




　その名も、超常現象規制機関・関東管区支局附属──特殊能力統轄学院。
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　監理官とは。

　広義的には《観測者アルテフエクス》を監督・管理する規制機関の職員のことだ。

　だが、監督・管理と一ひと括くくりに言っても、単なる中間管理職的な役割ではない。

　そもそも、この場所が学院と銘打っている以上、収容されている少女たちは全員が生徒と云いうことになる。

　つまり監理官は、少女たちを導く教員的な役割も担う。

「お前らは《観測者》として覚醒したが、別に悲観することはない。他人には出来ないことを可能にする手段を得ただけだ」

　時期を問わず新たに覚醒した《観測者》が編入する性質上、統轄学院では月に一回のペースで基礎的な『入学』講義が行われる。紫門たちのクラス──高等部一年Ａ組を担任するのは、時雨しぐれと云う監理官だった。

「今、自分が起こせる《脅威》に満足してない奴やつ……正直に手を挙げてみろ」

　その言葉に、クラスの大多数が手を挙げた。

　烽火もその一人だった。

「だろうな。どうせ手に入れた力だ。そのチャレンジ精神は評価する」

　無論、そう考えない生徒も一定数はいる。

　例えば、琉海は手を挙げなかった。単に面倒なので手を挙げなかったのか、何かしらの理由があって挙げなかったのかまでは定かではないが。

「高次元の先を目指すならば、重要になるのは『設定』の構築だ」

　想像力が豊かな少女たちは知識欲に餓うえている。

　日夜問わず、あらゆる手段を駆使して、自らの設定資料集アイデイア・ノートの構築に勤いそしむ。それこそ烽ほう火かが連日のように深しん淵えんなる知識とやらを手に入れる為ために、日本の高校生には難解極まる海外の学術論文を読み漁あさるように。

「超常現象規制機関としても理念『特殊能力を正しく理解し、秩序を保つ』べく、理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scope──つまり、どの程度の《脅威アルス》を観測することが可能なのか測定する義務がある。だからお前たちも全力で『設定』の構築に励め」

　では、と一旦区切って問う。

「『設定』の特徴を挙げてみろ、紫し門もん」

　時雨しぐれに指名され、紫門は起立して答える。

「一つに、自然物理法則を無視する可能性があります」

「よろしい。座れ」

　女子生徒は皆が《観測者アルテフエクス》だが、紫門を含むクラスにいる数人の男子生徒は例外だった。

　その身分は候補生──正式な呼称は、仮採用監理官。

　優秀な男子高校生を《観測者》の学まなび舎やへと招き入れ、正規雇用の基準を満たす『監理官』として育て上げる制度に選ばれた精鋭たちである。

　何な故ぜこんな制度が生まれたかと問われれば、誰もが六年前に発生した忌まわしき事変を脳裏に浮かべることだろう。現状、規制機関が抱える深刻な監理官不足の問題は、この一件が齎もたらした最悪の事態を起因とする。

　痛ましくも、規制機関に属していた監理官の半数以上が殉職した。

　たった一人の《観測者》が覚醒と同時に制御不能の暴走に陥った結果、宇う都つの宮みや市全域を廃はい墟きよと化したのだ。世論は《脅威》を危険視し、それまで隔離に難色を示していた反対派すら容認に転じる始末。中には統轄学院から『卒業』した──妄想を具現化する力を失って普通に暮らす『カテゴリ０』にまで風評被害を広げる過激派まで現れた。

　そんな状況を嘲あざ笑わらうかのように、新たな《観測者》は次々と覚醒し続けるのだから規制機関としても人材確保は急務となった。

　数多あまたの監理官たちと、一つの県庁所在地を地図上から消滅させることで、ようやく事態が収束した通称『宇都宮事変』を経て、統轄学院を監理官の養成施設と兼ねる『仮採用監理官制度』が整えられた──と云いう経緯がある。

「自然物理法則を無視する具体例を『設定』と絡めて答えられる奴やつ、いるか？」

　はいさー、と。

　気が抜けるような声と共に、烽火はサイドテールに炎を観測した。

「烽ほう火か様の炎は『恒星に匹敵する』からさ、ぶっちゃけ太陽フレアなんだけどさ」

　などと平然と烽火は言って退のける。

「でも今、烽火様が観測している炎は太陽フレアと同等の摂氏百万度なのに、みんな無事でしょ？　実際の太陽フレアがこの場で起こったら、この教室どころか統轄学院もろとも地球上の海水は一瞬で蒸発だよ」

　まるで他ひ人と事ごとのように烽火は語る。

「それに太陽フレアは熱エネルギーだけじゃないし。放射能はもちろん、高エネルギー荷電粒子による電磁パルスで、あらゆる電子機器は破壊・機能喪失、送電網にも影響が出て大規模停電。文字通り、死の大地と化すって感じ」

　しかし、それは起こってない。

　明らかに自然物理法則を無視した現象が起こっていた。

「上出来だ。では煌こう焚たき、何な故ぜそれが起こらないか理由を答えろ」

「烽火様には、死の大地を観測するだけのＩＮＳ領域がないからねー……」

　この時ばかりは少し悔しそうだった。

　妄想を具現化する《観測者アルテフエクス》だが、なんでも思い通りに異常現象を引き起こせる訳ではない。重たいバーベルを持ち上げるには相応の筋力が必要なように、妄想を具現化するにも然しかるべき想像力が必要となる。

　それこそが、理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scopeのもう一つの境域。

　系統の異なる現象を起こすことが出来ない──一人一系統の原則の他にも、自身の想像が及ばない現象は起こすことが出来ない──方量観測値の原則が存在する。制御不能の暴走に陥ってしまえば話は別だが、そんなことが起こらないように《観測者》を統制するのが規制機関の役割である。

「あ～ぁ、烽火様が最上級ランカー『カテゴリ７』なら余裕で世界を滅ぼせるのに」

　唇を可愛かわいく尖とがらせているが、烽火の眼めは本気だった。

　そんな恐ろしい《脅威アルス》を起こされたら堪たまったものではないが、神よりも優れていると自負している烽火としては「限界」と云いう概念が純粋に悔しいらしい。

　ここまでは基礎中の基礎。




「では紫し門もん。今の煌焚の『設定』を聞いて、お前なら監理官として何が出来る？」




　再び紫門へと向けられる鋭い視線。

　明らかに『入学』講座とは別レベル──まるで試すかのように。

　その問いに対し、予測していたみたいに紫門は少しも滞ることなく答えた。

「観測が烽火の考えた『設定』に基づいて行われる以上、彼女が持つＩＮＳ領域の範はん疇ちゆうで拡大解釈します。具体的には小規模な電磁パルスＥＭＰ攻撃の提案です」

「炎系統の煌こう焚たきに光電効果や電離作用を起こさせる、とでも言うのか？」

「原理なんか不明でも、烽ほう火かの炎は太陽フレアの性質を持ちます。災害クラスの電磁パルスそのものを発生させるのは無理でも、例えば雷撃を威力減衰させる磁場フイールドなら『設定』の運用次第で実装可能だと考えています」

　その言葉に、烽火は目を輝かせる。

　余程嬉うれしかったのだろう。喜ぶ烽火に呼応するが如ごとく、炎を宿したサイドテールも嬉き々きとして跳ね回っていた。

「あくまでも一人一系統の原則は《脅威アルス》であって、自然現象は除外される。別系統の現象そのものを観測することは不可能に近くても、引き起こした現象が齎もたらす二次的な被害ならば、この限りではありませんからね。方量観測値の原則にも抵触しません」

「上等だ。煌焚の『療養』をお前に任せて正解だったな」

　短く褒めて『入学』講座を再開する。

　このクラスの生徒は時雨しぐれ監理官によって監督・管理されているのだが、一部の生徒のメンタル管理──『療養』を仮採用監理官が実習の一環として請け負っていた。

　紫し門もんの記念すべき一人目の『療養』こそ、烽火なのである。

　だからこそ失敗は許されない。

　すべての《観測者アルテフエクス》が格付けされているように、仮採用監理官にも『評定平均』によって順位付けされたランキングが存在する。それは単なる成績の優劣のみならず、与えられる課題や学院理事会からの評価を大きく左右するものだ。

　紫門が統轄学院の高等部に『入学』してから半年。正義と信じ励む者、危険に見合った破格の御給金を動機とする者──各々の理由を掲げて監理官を目指す同期の中には、規定を満たせずに退学処分が下った者もいた。

　いくら人材不足の規制機関とは云いえ、ボーダーラインを下回る生徒を監理官に採用するほど甘くはない。あくまでも監理官としての適性を試されている仮採用監理官は、自らの有能さを示し続けなければ学籍を抹消されてしまうことだってある。

　毎日が考査。

　行動すべてが査定対象、一度の失敗で不適格者の烙らく印いんを押される。

　だからこそ、先ほど時雨に向けられた問いに答えられなかった場合──もしかしたら文字通りの意味で紫門の机が教室から消えていたかもしれない。
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「パフェ食べに行くって約束してくれたのにーっ！」

「そんな約束していないぞ、勝手に記憶を都合の良いように書き換えるな」

「いーけないんだ、いけないんだ。烽ほう火かちゃんを泣かせた、せんせーに言っちゃお」

　琉る海みの棒読みが紫し門もんに突き刺さった。

　統轄学院の授業は、正午過ぎ──四時限目で終わる。

　となれば待ち受けているイベントは容易に想像出来るだろう。

「お昼ご飯を抜くのは感心しないなー。しぃっちスタイル良いしダイエットの必要はないと思うし。だからさー、一緒にパフェ食べに行こーよー★」

「……これでも僕は健全なる男子高校生だぞ？」

「だから？」

　不思議そうに琉海が首を傾かしげた。

　これには、声を大きくして異を唱えたい紫門であった。

　甘いものさえあれば生きていける女の子と違って、野郎の胃袋はガッツリとした食い物が必要なのだ。そのことを微み塵じんも理解していらっしゃらないとお見受けする。時間がないならジャンクフードでも良い。揚げ物万歳。間違っても生クリームとフルーツてんこ盛りパフェなんぞ食べたところで、腹は満たされても気分は満たされない。

「じゃあ今から学食行く？　きっと手遅れだと思うけどなー」

　廊下へと目を向けた烽火の視線を追う。

　そこには、まるで世紀末のような地獄絵図が広がっていた。

　廊下を走るなんてレベルでは済まされない。この統轄学院の生徒たちの大多数は《観測者アルテフエクス》が占めていることから、ダッシュにも《脅威アルス》が炸さく裂れつする。

　学食はメニューも豊富で安価だが、席数に限りがある弱点が存在する。早い者勝ちの熾し烈れつなレースが繰り広げられるのは必然のことだった。そして毎日のように起こる座席争奪戦は人気が殺到する学食を最初から捨てた戦術も構築されており、近場のランチに適した店の陣取り合戦にまで波及している。

　つまり、出遅れたら昼食に在り付くのは不可能だ。

「烽火様だけなら蹴散らして席を確保出来なくもないけどさ」

「それでも……男には覚悟を決めて挑まなきゃいけない戦いがあるんだよッ！」

「……無理ゲー……」

　ボソッと琉海が何かを言った気がしたが無視。

　凄すさまじい勢いで過ぎて行った一団を見送ったあとで、紫門は廊下へと出る。走りもせずに歩いているのは別に諦めているからではない──本当だ、嘘うそじゃない。

　その後ろに烽火と琉海も続く。

「えー、烽火様とパフェ食べようよー、奢おごってくれるって約束したのにー」

「まったく身に覚えがないんだが？」

「紫門くん、約束を反ほ故ごにするのは最低。一番下まで階段ダッシュ・ゴー。許して欲しかったら土下座、して？」

　階段を軽やかに降りた琉る海みが、くすりと悪い微笑を浮かべながら振り向く。

　ただでさえ小柄な琉海は、段差も相あい俟まって見上げる姿勢。すると当然ながら琥こ珀はく色いろの瞳は上目遣い。

　確かに、沖おき泉いずみ琉海は礼儀正しい。

　制服を着崩さず、言葉遣いも丁寧で態度も模範的だ。

　とは云いえ。

　問題児の煌こう焚たき烽ほう火かの悪友として名高い彼女には、当然ながら妙技がある。

　昇降口を雪のように白い指で指しながら、自動販売機に硬貨を突っ込む時よりも無表情で、さも発言した後に気付いたとでも言わんばかりに静かに零こぼす。

「土下座やっぱ、だめ。スカート短いから、かなりピンチ……」

　あざとい。

　ただ甘えて媚こびるだけではなかった。

　性悪としか思えない口調と、際立たせる言葉選びが持ち味なのだ。

「相手が僕で命拾いしたね、琉海。危ない、本当に危ない。僕ほどの精神力の持ち主でなければ、今すぐ琉海の指示通り階段ダッシュから秒速土下座からの視線ライジングをキメていたよ、いや本気で。冗談じゃないよ」

「変態……」

「だって拝みたいじゃないですか、それが見せる為ための下着だとしても！」

「……最低」

　氷のように冷たい瞳が紫し門もんに突き刺さる。

　どうやらスパッツでガードがバッチリな烽火と違い、琉海の方はスカートの中を覗のぞかれては困る事態に陥るらしい。若干内股にして、スカートの裾を摘つまんで押さえている様子からして間違いない。

　琉海の下着事情に関する考察をしつつ、

「君ら、僕のこと監理官だと思ってないだろ？」

「だったら紫門くんは冗談か本気か解わかりにくい返事やめた方がいい」

「何言ってんだよ、琉海。僕はいつだってマジ・モードだ」

「その辺でやめとこ？　ちょっと気持ち悪い」

「ぐはぁあっ！」

　紫門詠えい哉や。囁ささやきボイスで直球の悪口に大ダメージ。

「いやー、でもしぃっちは他の人と違って話しやすいって言うかさ。普通に監理官とかじゃなくて友達感覚なんだよねー」

「それは僕に適性がないって遠回しにディスってる？」

「えぇ、そんなことないって。良い監理官だよ。ねーっ、るみちぃ？」

「当然。紫し門もんくんはとても怖い監理官。逆らえない。エロいことされまくりそう」

「……絶対馬鹿にしているよな、それ」

　どう云いう理屈で、その監理官の財布でパフェを食おうとしているんだ。

　紫門は半ば本気で小一時間問い詰めてやろうとも思った。

　そんな微笑ほほえましい光景に、




「紫門仮採用監理官」




　冷たい声が響く。

　敢あえて「仮採用」を強調した小生意気な声だった。

　声の主は、紫門たちよりも少し上の、階段が左右に分岐する踊り場に立っていた。

　声の主は、周囲の女子生徒とは様子が異なって、学院制服を着用していない。

　声の主は、パンク感が否めない『赤ずきん』の格好をした金髪蒼そう眼がん。

　それは──

「アスモデウス」

　──悪魔の名を冠した少女だった。

「何を遊んでいるのよ。そんな暇あるの？」

　吐き捨てるように言うと、アスモデウスは階段を下る。

　紫門以外の人間など眼中にないらしく、全員を圧倒的なオーラで制するように階段の中央を突っ切り、烽ほう火かと琉る海みを含めて他の生徒が端に退どく始末。

　空間が凍いて付いたように固まる中で、

「時雨しぐれ監理官から招集よ。あんたを連れて来るように言われたの」

　アスモデウスが心底気け怠だるそうに吐き捨てた。

「なんで君が僕を……？」

「そんなのあたしが訊ききたいわよ。昨日は仮採用なんかに附帯されるし、まぢで意味不明なんですけど」

　アスモデウスは、蒼あおい眼めで鋭く睨にらみながら毒を吐く。

「首輪嵌はめられても笑ってられる馬鹿な連中と遊んで野垂れ死んだら？」

「「…………」」

　まさしく緊迫状態だった。

　琉海は愛想笑いを浮かべたが、あれだけ上機嫌だった烽火はにこりとも笑わない。

　この場にいる誰か──居合わせた生徒たちが、アスモデウスへと《脅威アルス》を放ってもおかしくないほどの敵意が場を支配していた。それでも忌避の眼まな差ざしが集中するだけで、誰も攻撃を仕掛けはしなかった。

「先に『バベルの塔』に行ってるから、早く来なさいノロマ」

　そんな渦中に晒さらされながらも、アスモデウスは無関心。微み塵じんも気に掛けない様子で階段を下り終え、そのまま昇降口を出て行ってしまう。

「バケモノ」

「誰かを悪く言うのは、だめ……」

「良いいんだよ、あんな隷属には何を言おうが」

　酷ひどい侮辱だが、この学院に在学している少女たち──《観測者アルテフエクス》のほとんどが、口外するかは別として烽ほう火かと同じ感情を抱いているだろう。

　それだけ特殊なのだ。

　同胞であるはずの少女たちから除のけ者ものにされ、心の底から忌み嫌われ、関わり合いたくない疎まれる存在となっていた。




　何な故ぜなら、その少女は悪魔の名を冠しているのだから。
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第二章『悪魔の名を冠した少女 -Amittimus-』
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　冬空の下、紫し門もんは海風に吹かれながら歩いていた。

　目指すは学院島の中心部に聳そびえ立つ三十階建ての高層ビル。

　天まで突き抜けるような姿から『バベルの塔』などとも呼ばれているそれは、関東管区支局附属・特殊能力統轄学院を統治する学院理事会の摩天楼──教務棟である。

「随分と楽しそうだったわね」

　一階のロビーに入るなり小生意気な声。

　柱に凭もたれ掛かる少女が、斬りつけるような視線を向けてくる。

　そこにいたのは悪魔の名を冠する少女。やはり赤ずきんにしてはパンクが過ぎる格好に紫門は戸惑いつつ、

「やぁ、アスモデウス。随分と機嫌が斜めみたいだな」

「一体誰のせいだと思ってんのよ」

　澄んだ空のように蒼あおい瞳が、さらに細まる。

　どこからどう見ても、絶賛不機嫌真まっ只ただ中なかだった。

「女の子を侍はべらして遊んでいるなんて呆あきれるわ。仮採用監理官のくせに」

「別に侍らせていた訳じゃないよ。あれは揶揄からかわれていたと云いうか、なんと云うか」

「あんた仮にも監理官の候補生でしょ。自覚が足りないんじゃないの？　たかが半人前の仮採用の分際で、有頂天になってんじゃないわよ」

「取り敢あえず落ち着こうか。はい、これ待たせちゃったお詫わび」

　そう言って紫門は小さな紙袋を手渡す。

「ナニコレ」

　とか不満そうに唇を尖とがらせつつも、ちゃっかり受け取るアスモデウス。

　袋を開けると湯気が飛び出す。小さな両手で軽く包み込むように握りながら少しずつ上に迫せり上あげていく。

　そして、そのブツが袋から頭を出した瞬間、

「ぎっ、ぎょるひょえぇえええええええええええええええええええ!?」

「え？　えぇ!?　何だって!?」

　何な故ぜか、アスモデウスが素っ頓狂な甲高い悲鳴をあげた。

　これには流石さすがの紫門も予想外で、アスモデウスの顔と袋の中身を往復四度も見返しては目を擦こする。

　そして確認を取るように紫門はブツの正体を口にする。

「……鯛たい焼やき、だよな？」




「　お　さ　か　な　き　ら　い　っ　！　」




　ぜーはーぜーはー、と。

　アスモデウスは肩を激しく上下させながら紫し門もんを睨にらむ。

「ドユコト!?　なんの嫌がらせ!?　よりにもよって、このあたしにお魚をっ！」

「いや、お魚って……鯛たい焼やきは別に魚介類入っていないはずだけれども？」

「お魚でしょ、どっからどう見てもっ！　いらないっ！　返すっ！」

　突き返される鯛焼き。

　触るのも相当しんどかったらしい。手放した途端、アスモデウスは肩を抱くようにしゃがみ込んだかと思えば、その場でガタガタと小刻みに震え出す。

　授業終了直後──即すなわち優雅にランチタイムと洒落しやれ込こむ余裕はなかったであろう、と云いう予測からの気遣いは、どうやら逆に迷惑だったらしい。まさか男子も女子も納得の軽食ランキング（紫門調べ）で上位に君臨する鯛焼きが嫌いだなんて盲点である。

「あー、ごめん。本当にわざとじゃないんだ……」

　紫門はわりと本気で困りながら、

「ほら、こんな諸悪の根源は僕がこの場でムシャバクしちゃえゔ──ッ、ゲホっがはっゴホゴヘッ!?　変なところ入っ、がはあぁっ!?」
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「ちょ、あんた……え？　えぇ大丈夫!?　お水買ってこよっか？」

「危うく死ぬところだった……なんだこのバイオテロ兵器は、やべえなオイ。とは云いえ僕は大丈夫だよ。むしろ涙目になって上目遣いとかやめてくれませんか、悪魔のアスモデウスさんや。あざと女子の琉る海みと違って君がやると本当にイジメているみたいで、ちょっと良心の呵か責しやくが耐えきれないと云うか、わりとシャレになっていないと云うかですね。なんと云いますか。あ、はい。これハンカチね。良かったら使って……」

　受け取ったハンカチで涙を拭いながら、アスモデウスは立ち上がる。

「洗って返す……」

「いや、別にいいけれども」

「るっさい。どうせあたしの匂いを犬みたいにクンカクンカしながら気持ちよく果てたいから返して欲しいだけでしょ、知ってるわよ？」

「この子トンデモねえこと口走りやがりますねえ!?」

「思春期男子なんてそんなもんでしょ」

　ハンカチをポシェットにしまいながら気を取り直したらしく、

「ったく。一体なんの用かしらね。こちとら昨日、あんたみたいな未熟で話にならない仮採用の任務に附帯されただけでも不愉快だってのに」

　すっと氷のように冷たい瞳孔が紫し門もんを映して、

「あたしは遊びで規制機関の隷属に成り下がったんじゃないわよ」

　むすっ、と頬ほおを膨らませるアスモデウスはそっぽを向く。

　同時に、控えめなベルの音がした。そのまま目もくれず、到着したエレベーターへと乗り込んでしまう。

「どしたの？　おいてくわよ？」

　まさしくその表情は意地悪な小悪魔。

　世界中の男を手玉に取ることも不可能ではない、限度知れずの傲岸と非常識なまでの不遜を纏まとった『可愛かわいい』の概念そのものだった。
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「はぁ？　こいつと《仮契約》を結べって……ドユコトっ!?」

　突き放すようにアスモデウスが甲高い声で言った。

「嘘うそでしょ。このあたしが仮採用に使役されろって云うの？　笑えない冗談、まったく承服しかねるわっ！」

　悪魔の名を冠しているが、それは鬼の形相と呼ぶに相応ふさわしかった。

　研ぎ澄まされた刃やいばのような眼めは殺気立ち、紫門に対する敵意を小さな体たい躯くから溢あふれさせていたのだから、これには流石さすがに怯ひるんでしまう。

　だが、

「学院理事会からの通達だ」

　不満を爆発させているアスモデウスとは対照的に、机を挟んで対面して座す男は極めて事務的な声色で短く応えるのみだった。

「あの……、時雨しぐれ監理官。どう云いうことでしょう？」

「どうした紫し門もん。お前も不満なのか？」

　革張りの椅子に座った時雨の視線が紫門へと向けられる。

　この男は、紫門のクラス──高等部一年Ａ組の学級担任であるが、それはあくまでも統轄学院における教員的な立場としての姿。本業は関東管区支局『監理課』の頂点に君臨する首席監理官と云う役職に就いている超常現象規制機関の職員だ。

　仮採用監理官とは、統轄学院に在籍しながら監理課から指導を受け『卒業』までに監理官を目指す生徒のことである。つまり、時雨は紫門の教官に該当する人物。そしてアスモデウスからしても逆らってはならないはずの存在だった。

　にも拘かかわらず、

「不満に決まってんでしょ!?　バカにしてるでしょ？　バカにしてるわよね？　バカにしてるならバカにしてるって素直に言いなさいよバカッ！」

　無礼千万にもほどがある暴言の吐きっぷり。

　冷たい夜に浮かぶ蒼そう月げつのような、鋭い眼光が容赦なく紫門を射抜く。

「なんであたしとなの？　あたしを誰だと思ってんの？」

　自信満々に、悪魔の名を冠した少女は胸を張って宣言した。




「あたしは脅威対策委員会《小さな王の鍵ゲーテイア》に名を連ねる《序列三十二番：アスモデウス》──十四歳の中等部二年生よ？　そのあたしが！　この『カテゴリ６』の悪魔が！　なんで仮採用なんかと《仮契約》を結ばなくちゃいけないの!?」




　非常にイタい発言だが、別に彼女はふざけている訳ではない。むしろ至って正気で大真面目まじめだからこそ余計に始末が悪い。

　脅威対策委員会──これが少しばかり特殊な組織なのだ。

　統轄学院にも、通常の学校と同じように複数の委員会が存在する。この生徒自治機構は生徒会執行部を頂点としていた。

　唯一の例外、脅威対策委員会を除いて。

　他の委員会とは異なり、統轄学院における最高決定権を持つ学院理事会の直属。学院島内の風紀と治安維持に務める当該委員会だが、その最大の特徴は監理官と《契約》を結ぶことで、構成メンバー全員が悪魔の称号を冠している点だろう。

　謂いわば、独立した風紀委員会のようなものだ。

　所属する生徒たちはその特別待遇から、従属特待生と呼ばれていた。

　体内に『因子』を宿したからなのか、あるいは拗こじらせているからこそ宿してしまったからなのか定かではないが、妄想を具現化させてしまう少女が集う統轄学院の中でも、極めて特権的な立場と云いえる従属特待生の言動は──超ちよう弩ど級きゆうにイタい。

　その例に漏れず、アスモデウスは驕きよう傲ごうな態度で続ける。

「いくらなんでも仮採用が《仮契約》する相手なんて『カテゴリ４』で十分でしょ。昨日は緊急で、しかもワンナイトだけだって言うから随伴してあげただけだし。稀き少しような『カテゴリ６』が仮採用なんかに同行してあげるだけでも珍しいのに、ズルズル引ひき摺ずられて《仮契約》なんて前代未聞なんですけど？」

　まさか、と。

　まるで余り物でも見るような目で、

「他の子に空きがないから、あたしで埋め合わせる気？」

　劣等生を見下す嘲笑と侮蔑の視線が、容赦なく紫し門もんへと向く。

　紫門には悪魔を名乗る少女の思考回路が一ミリも理解出来なかった。

　すぐにでも「は？　黙れよ、クソ生意気な女子中学生め」と罵倒が口から出そうだったが、学級担当の教諭──時雨しぐれの前で暴言を吐いたら評定に響くと思い留とどまる。

　無害な笑顔を浮かべて沈黙する紫門の代わりに、時雨が口を開いた。

「ここが俺の執務室で命拾いしたな」

「はぁ？　ドユコト？　あたしに発情するの？」

「附属学院の敷地内にいる限り行動は監視されていると思え。監視カメラも録音機材もないのはここ──教務棟くらいだ。今の態度を学院理事会が知ったら、どう判断するか……少しは悧り巧こうに考えろ」

「知ったこっちゃないわよ、滅びちゃえ超常現象規制機関リガートウル」

「調子に乗るな」

　時雨は重要性を強調する為ために一旦台詞せりふを区切る。

「例の襲撃事件が、未いまだに解決していないことは知っているだろう？」

「一ヶ月くらい前から、仮採用監理官が立て続けに襲撃されてるとか云う超ウケる不祥事のこと？」

「超常現象規制機関は現在、正常に機能しているとは言い難がたい。あの忌まわしき『宇う都つの宮みや事変』で監理官の半数が殉職したんだぞ。紫門のような将来有望な生徒を失うリスクを減らすべく、学院理事会が過保護になるのは無理のない判断だろ」

「誰が殺されようが関係ない。あたしの知らないところで死に晒さらせば？」

　驚きのあまり声が出ないとはこのことか。

　目の前で繰り広げられる問答に、紫し門もんは頭を抱えていた。

　統轄学院の生徒にとって監理官の命令は絶対だ。紫門は当然ながら、ましてや脅威対策委員会に属する少女が楯たて突いて良いはずがない。

「俺の命令に従えないなら《契約》を不履行にしてもいいんだぞ」

　その言葉にアスモデウスの表情が凍り付く。

　脅威対策委員会に属する──即すなわち従属特待生には、一般生徒とは決定的に異なる点が存在する。

　それは超常現象規制機関に隷属する対価。

　課せられた『義務』を果たせば、どんな望みでも叶かなえてもらえる『権利』を欲して彼女たちは監理官と《契約》を結び従属特待生となったのだ。

　つまり、アスモデウスにとって、これはもはや脅しに他ならない。

「卑ひ怯きよう者もの……」

　肌で感じ取れるほど明白に雰囲気が変わった。大切な玩具おもちやを取り上げられそうになった少女──と云いうには、あまりにも強い殺意が混じった蒼あおい瞳で、まるで人質に向かって銃口を向けられたみたくアスモデウスは、声を絞り出して時雨しぐれを罵った。

「こっちは《契約》に従っているでしょ。だから、あたしが『義務』を果たしたら、あんたに『権利』を与えてもらうわよ。都合よく忘れたら殺すから」

「悪魔との《契約》を反ほ故ごにするかよ」

「どうなんだか……っ」

「誰がその馬鹿げた『設定』を監修してやったのか忘れるな……アスモデウス」

　この少女にも、かつては可愛かわいらしい容姿に似合う名前があったのだろう。しかしながら紫門は、彼女のことを悪魔の名で呼ぶ以外の術すべを知らなかった。

　何な故ぜなら《契約》を結ぶと、隷属の証あかしとして監理官から称号を与えられるからだ。

　同時にそれは、本名を名乗る権利を喪失することを意味する。

　つまり──本名を奪われてしまったのだ。




　なんの冗談でもなく、アスモデウスは時雨と《契約》を結んで悪魔となった。




　一人の少女が、別の存在として生きることを選んだ。

　その事情を紫門は微み塵じんも知らない。自らの存在証明とも云える本名を代償としてまで欲した『権利』とは何か。推し量ることすら出来なかったが、アスモデウスの鋭い眼光が只ただならぬことだけは物語っていた。

「それに少々勘違いしているようだが」

　時雨しぐれはそう前置きし、自らの教え子を誇るように言う。

「紫し門もんの名誉の為ために否定しておこう。彼は優秀な成績を修めている。仮採用監理官評定平均ランキングは歴代を遡っても第一位だ」

「はぁ？　この喉に鯛たい焼やき詰まらせるオモシロ芸人が？」

「ははは……アスモデウスは手厳しいなぁ」

　なんとかポーカーフェイスを保つが、紫門の堪忍袋の緒は限界ギリギリだった。

　悟りの境地に至った仏ですら三度まで。ただの男子高校生では一度だって許すのが限界だと云いうことを、この小生意気な女子中学生は理解していないらしい。

　目を吊つり上げるアスモデウスに対して、言いたいことは山ほどあった。

　だが、そのすべてを飲み込んで誠実に応じる。

「ごめんね、アスモデウス」

「ドユコト……？」

　目付きの悪い蒼あおい瞳が睨にらんできた。

　名前を呼ばれたから、仕方なく応えましたと言わんばかりに。

「足を引っ張って迷惑を掛けちゃうと思うけれども、最大限の努力は惜しまないよ」

「自分は優秀だと信じて疑わない典型的なナルシストの発言よね、それ。まぢで超ウザいんですけど？　心にもないくせに何言っちゃってんの？」

「……気に障ったなら謝るよ」

「土下座でもしてれば？　ヒールでグリグリしてあげよっか？　むしろ悦よろこぶ？」

　正直な話。

　今にもド突き倒したい衝動に駆られていた。

　内心ではハラワタが煮え繰り返るレベルの憤慨をしつつ、態度には出さない。

（すべては評定平均……そしてあの『約束』を果たす為に耐えろ……ッ）

　この程度でブチギレていたら適性が低いと時雨に思われてしまう。

　それだけは避けたいので、努めて冷静に、仮採用監理官として能力的にも人格的にも優秀だと評価される毅き然ぜんとした態度を決め込んだ。

「ごちゃごちゃ吐ぬかしている暇があれば《仮契約》を結べ」

　未いまだに不服そうなアスモデウスに対して、時雨はテーブルの上に置いた携帯情報端末Personal Data Assistantへと手を触れる。

「従わなければどうなるか。アスモデウス、お前は承知しているはずだ」

　室内に、なんとも形容しがたい重圧が生じる。

　時雨は暗に言っている。従わなければ《契約》を不履行にする、と。

　規制機関と云う組織の中で、首席監理官の座へと登り詰めた男だけが纏まとう圧力は尋常でない。胃が締め付けられるようなハイプレッシャーに見舞われ、あまりの緊張に紫門は胃の内容物を床へと嘔おう吐としかけそうになるが、なんとか耐え忍ぶ。

　だが、アスモデウスは時雨しぐれに対して強気な表情一つ変えず。

　紫し門もんの方へと向き直ると、白くて細い指先を力強い目元へと添えて、

「あっかんベーっ」
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「ったく、どうして『カテゴリ６』のあたしが、仮採用監理官なんかと……っ」

　時雨が出て行った扉を睨にらみながらアスモデウスは憤慨していた。それは文字通り、長年の怨うらみを吐き捨てるような表情だった。

　その不機嫌そうな蒼あおい眼めが紫門の方へと向く。

「……で？　あんた、なんでぼさっとしてんのバカなの？」

　口をへの字に曲げたまま、アスモデウスは羽根ペンを押し付けてくる。

　それは時雨の机の上から引っ手繰ったブツで、当然ながら良識をきちんと持っている紫門からすると彼女が何をしたいのか、さっぱり解わからない。

「してあげるわよ。それともあたしと《仮契約》したくないの？」

「ありがたい話だし、僕からすれば光栄なことだけれども……本当にいいのか？」

「別に。あくまでもあたしは時雨と《契約》を結んだ悪魔であって、その時雨があんたとの《仮契約》を命じるのならば嫌でも従うしかないじゃん」

　どうやら、時雨からの脅しが相当に効いたらしい。

　少女に悪魔の名を与えて『権利』を褒美に隷属させる《契約》に対し、《仮契約》とは本来の《契約》を結んだ監理官以外と結ぶ──レンタルのようなものだ。

　規制機関は深刻な人員不足に見舞われている。

　監理官もそうだが、従属特待生も別の理由から足りていなかった。

　任務を受理した監理官に同行し、対象の《脅威アルス》との交戦も想定される性質上、その選抜は『カテゴリ４』以上の《観測者アルテフエクス》に限定されている。

　この基準が、あまりにも厳しい。

　覚醒する七十五％が『カテゴリ３』以下であることを鑑みれば、大多数の者が選抜対象になる以前のボーダーラインで足切りに遭う。

　加えて、望まずして《観測者》へ覚醒してしまった少女にとって、ずっと続くはずだった平穏を奪った規制機関は憎むべき対象だ。そんな組織への隷属なんて誰が好き好んで快諾してくれるだろうか。




　全国四万人とされている《観測者》に対し──従属特待生は、わずか一％だ。




　七つの統轄学院の中で最大規模──在籍学生数一万五千人を誇る関東管区支局附属の統轄学院ですら、従属特待生の数は百名ほどしかいない。

　半数が殉職したと嘆かれている監理官でも、五千人。言わずもがな、すべての現職の監理官が少女を隷属化──《契約》を結んでいる訳もなく、必然的に任務の内容に合わせて適した従属特待生が随伴するシステムになっている。

　自らが《契約》を結んだ相手とは『設定』を監修、及び性能を把握していることが考慮され、ペアを組む確率が高い。そして誰とも《契約》を結んでいない監理官でも、長期任務や性格の一致など学院理事会が特別に必要だと認めた場合に限り、優先的に特定の従属特待生と組むことが《仮契約》を結ぶことで許可されていた。

　今この状況は、半人前の仮採用監理官に『カテゴリ６』と云いう高位級の従属特待生が拘束されることを意味する。

　任務に随伴してもらうのとは重みが違う。

　露骨にアスモデウスが嫌がるのも理解出来なくはない。

　だが、あまりにも露骨なその態度に、評定平均を稼ぐ為ためならば、どんな猫でも被かぶる紫し門もんは開いた口が塞がらない。

（ここまで本音と建前を使い分けない子も珍しいよな……）

　捉えようによっては素直な子とも云えるが、単にワガママなだけとも云える。

「えーっと、僕はどうすれば良いんだ？」

「バカみたいに突っ立ってれば？　リアクション芸人枠」

　そう言ってアスモデウスが紫門の正面へと立つと、こう続けた。

「あたしは『カテゴリ６』の悪魔、《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番：アスモデウス》よ」

　悪魔を名乗る少女の周囲に魔法陣が浮かび上がる。

「あんたのフルネームは？」

「紫門。紫門詠えい哉やだ。関東管区支局附属・統轄学院の高等部一年Ａ組」

「変な名前。あんたと《仮契約》を結んであげるから、死ぬ気で頑張れば？」

　非常に腹立たしい物言いだが、実際のところアスモデウスのような『カテゴリ６』ともなれば、そのＩＮＳ領域は一線の向こう側に逝ってしまっている。

　だからこそ疑問が尽きず。

　実を言うと、紫門としても違和感を覚えていた。

　昨日、新しん宿じゆくで行われた任務は、紫門にとって初の学外活動だ。

　いくら仮採用監理官適性試験に合格しているとは云え、高校生に不安要素のある事案を学院理事会が担当させるとは考えにくい。

　つまり、絶対に成功させる為に『カテゴリ６』などと云う規格外の悪魔が附帯されたのだとばかり思っていたが……。こうして再び引き合わせて《仮契約》のお膳立てをされている状況ともなれば、別の意図が隠されているとしか思えなかった。

　ならば。

　任務の達成など主題ではなく。

　学院理事会から与えられた──本当の課題は。




（コレを懐柔しろ……ってことかな？）




　紫し門もんの目がわずかに細くなる。

　こんな問題児、手に余るとしか思えない。

　だからこそ、むしろ確信する。学院理事会の課題は無む茶ちやを超えた先にある。

　目の前にいる少女を、まるで陳列棚に並ぶモノのように眺める。その商品価値を見定めるように、紫門は冷たい視線を向けていた。

　浮かび上がった魔法陣が光り輝き、ゆっくりと回り出す。

　紫門とアスモデウスは、その円環の中。

　二人の距離は吐いた息が届くほど近い。

「で。あんたは、あたしのどこを好きになっちゃったの？」

　この言葉に、紫門は言葉を失った。

　好意を抱かれていると信じて疑わない無む垢くなる瞳に、じっと見つめられる。

　その新月のように凛りんとした蒼あおい瞳は、瞳孔を覗のぞいた者を引ひき摺ずり込んでしまう水晶のような魔力を秘めていた。

　普通なら、こんな距離感で小悪魔美少女に熱烈な視線を向けられたならば、ドギマギ不可避の心音バクバク、思春期男子特有の「あれ、この子もしかしなくても好意を抱いてんじゃね？」症候群を発症していただろう。

　現に紫門の鼻び腔こうを刺激するのは、乾燥する冬場に女の子が身体からだ中じゆうに塗りたくっているボディバターの甘ったるい香り。金糸のように細くて煌きらめく髪からは、心まで洗われるようなシャンプーの匂いが漂っていた。

　だが、相手は不遜な小悪魔美少女中学生アスモデウスだ。

　パチクリと、黒曜石のように鋭く尖とがったまつげを上下させて首を傾かしげる彼女に、紫門はきっぱりと言い放つ。

「いや、別に僕は君のことを可愛かわいいとは思うけれども恋愛対象としては──」

「はぁ？　ナニソレ？　信じらんないんですけど？」

　こっちの方が信じられんわボケ、と紫門は真顔でガン垂れる。

　だが、アスモデウスはお構いなく吐き捨てた。

「どんな事情があるのか知らないけど、あんたは『カテゴリ６』のあたしと《仮契約》を結べるのよ？　しかも可愛かわいい女の子。物事を下半身で考える男子高校生なら、物陰に引ひき摺ずり込む妄想くらいしてもおかしくないわ。常識的に考えて」

　アスモデウスは自らの稀き少しよう性を誇るように、

「あたしに欲情しないとか、あんた機能不全なの？」

「君は自分が何を口走っているのか、ちゃんと理解しているのかな？」

「当然。だって、あたし『カテゴリ６』だし」

　その時。

「あっ……っ!?」

　ちょっとした事故が起こった。

　端的に云いうと、詰め寄ろうとしたアスモデウスがコケた。

　紫し門もんからしてみれば、突然、腕の中にアスモデウスが飛び込んで来たのだ。

　密着した瞬間、アスモデウスの小さな体たい躯くが雷に撃たれたみたく、びくんっとわずかに跳ね──そうして時間が止まった。

　あまりにもアスモデウスが硬直しているので、

「ちょ、な……どう云うことだよ──」

　と言いかけて、紫門は息を呑のむ。

　眼前には少女の顔。恥ずかしくなってフリーズでも引き起こしたのか、あるいは別の人格に体躯を乗っ取られてしまったのか。雪のように白い肌は仄ほのかに赤く火照り、下から覗のぞき込むように物欲しそうな瞳が向けられていた。

　ドキッとした。

　おそらく世界中で動揺しない者はいないだろう。

　そのまま背を伸ばすように爪先立ちになり、さらに顔の距離が近づく。煩うるさい鼓動が響き、どちらの心音なのか判別が付かなくなっていた。

「お、おい。ちょっと待て、いきなりどうしたんだよ……？」

　もはや。

　誰が見ても疑いようもない。

　妙に色っぽくなったアスモデウスの桃色の唇が、迫る。

　微み塵じんも理解が追い付かなかった。あまりにも不意打ち過ぎて思いがけず心が跳ね、動どう悸きが乱れる。熱っぽい吐息を感じながら心は掻かき回されていた。

　至近距離だからこそ再認識させられる。

　アスモデウスは、全人類を虜とりこにするレベルの美少女だ。

　きめ細やかな白い肌も、絶対零度の蒼あおい瞳も、金糸のように煌きらめく髪も。

　自我を持つ生命体の理性を殺さつ戮りくするには、過剰戦力も甚だしい。きっと紫門も生きる理由なく自堕落に呼吸を繰り返すだけの、ごく普通の高校生だったならば──心を一瞬にして奪われていたに違いない。

　神が創りし最高傑作の美少女に、誰もが欲情するだろう。

　だが、この状況はなんだ。

　極振りのツンから急転直下のデレを迎えたとでも云いうのか。

　それとも悪魔的にはキスが《仮契約》の儀式とでも云う気なのだろうか。

　何かが変だ。こんなことは異常だ。おかしくなってしまったことは確たる自信を持って解わかるが、何な故ぜにおかしくなってしまったのかがまるで解らない。

「落ち着けって、まだこっちは心の準備が……っ!?」

　紫し門もんは互いの唇が接触する直前で英断する。

　自らの口を塞ぐように手で覆った。間一髪とはこのことか。次の瞬間、アスモデウスのピンク色に光沢を帯びる唇が接触──同時に光が収束し、唇が触れた手の甲へと魔法陣が吸い込まれるように溶けた。

「……んっ？」

　パチクリ、と。

　紫門の手へとキスをした格好のアスモデウスは、不思議そうに瞬まばたきをしていた。

　超至近距離に迫った互いの瞳を見つめ合い、そのまま呼吸することすら忘れて石像みたいに身体からだを止めてから約十秒。

　目を見開き、頬ほおがさらに紅潮し、肩まで震えだして。

　この時点で紫門は悟る。

（あ、これは冗談抜きでヤバい）

　その予想は、残念ながら外れなかった。

「ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　唇が温かいだとか、めちゃくちゃ柔らかかっただとか、そんな不ふ埒らちな感想を抱いている場合などではなかったのだが時既に遅し。

　凄すさまじく眩まぶしい光がアスモデウスの指先に収束した直後。

　不可思議な斥力を全身に受け、紫門の身体が軽々と吹っ飛ばされた。

　爆風が巻き起こり盛大にスカートが捲めくれ上がったが、キリモミ回転でぶっ飛ぶ紫門には認知どころか視界にすら映らない。

「まぢで信じらんないっ！」

　その姿は、もはや小悪魔ＪＣではない。

　魔性の変態を見下すような、目尻に涙を浮かべて喚わめく少女だった。

「あんた、や、や……っ、やっぱりそーゆー趣味だったの!?」

　床に転がる紫門を見下し、あたふたしながら頬まで真っ赤に染めて腰が引けていた。口元を押さえながら、自らの華きや奢しやな体たい躯くをプロテクトするように抱いて後あと退ずさり。

（　イ　ミ　ガ　ワ　カ　ラ　ナ　イ　ッ　！　）

　紫し門もんは、心の底から叫びたかった。

　しかし口を開こうものなら睨にらまれるので抗議も敵かなわない。

「あたしはこんなケダモノと《仮契約》を結ばされたってゆーのっ!?」

「ご、誤解だ！　と云いうか、キスを迫ったのは君の方だろ!?」

「るっさいッ、独りで愉快に悦に入って死に晒さらせばッ!?」

　あまりにも理不尽ではないだろうか。

　こんな我の強い子と、果たして良好な関係が築けるのか甚だ疑問である。

　無理難題の一言で諦めてしまうのは簡単だ。だが、紫門には、ここで投げ出す訳にはいかない事情があった。

　彼の目的は、ただ一つ。

　拐さらわれた幼おさな馴な染じみの少女に誓った『約束』を果たすこと。

　それは──再会。不条理で理不尽な世界から、必ず彼女を救う。

　規制機関のどこに囚とらわれたかすら解わからない彼女を奪還すべく、あらゆる情報へのアクセス権を持つ監理官を目指して評定平均を稼ぐ。




　まずは、学院理事会からの課題──悪魔の名を冠した少女を懐柔する。
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　学院島の住人は、その大多数を十代の少女が占めていた。

　つまり午前中は皆が授業を受けている。必然的に校舎エリア以外は人の影など見ないレベルで閑古鳥が鳴く。

　その反動と言わんばかりに、放課後ともなれば歓楽エリアが大混雑。

　島外に出る生徒はほとんどいない──と云うより、特別な許可がなければ出られないので、全員がそっくりそのまま集中してしまうのは必然のことだろう。

「あー、死にたい……」

　寒空の下、アスモデウスは白い息を吐きながら、短いスカートから覗のぞく内股を擦こすり合わせて紫門の少し前を歩いていた。

「こんなヤツにキスしちゃうとか自殺ものよ……」

「……そんなに落ち込まれると、僕も傷付くのだけれども」

「はぁ？　あたしの唇を奪っておいて、よく言うわよ変態。ケダモノ」

「誤解を招く言い方はお願いだからやめてもらえますかねアスモデウスさんや」

「どうせ『うひょー、小悪魔美少女の唇に触れられたぜ☆』とか、下げ衆す極まりない思考で悦よろこんでるでしょ。キモチワル」

「……君の中で僕はどんなキャラになってんだ、本気で」

　これがもしも、笑顔が素敵で人柄もポジティブな、クラスメイトどころか他学年からも人気が集中するような──隣を歩くだけで羨望の眼まな差ざしを向けられてしまう学園アイドル的な存在に告白をされた後にキスを迫られたとあらば、未いまだに幸せな余韻に浸っていたかもしれない。

　だが、さっきの出来事は、冷静さを取り戻した今になっても不可解。

　手順どころか流れすら無視した、あまりに強引過ぎる展開。しかもキスを迫った本人の方が意気消沈とは何事か。

　周りが放課後の活気に溢あふれるのとは対照的に、気落ちして歩く二人。

　完全にお通夜モードである。

「にしても。体内に宿した『因子』が、いつ暴走してもおかしくないから、こうして絶海の学院島リガートウルに隔離されてんのに。ここが遊園地とでも勘違いを拗こじらせてんのかしら。もしくは現実逃避で過剰に楽しんでいるだけかしらね？」

　うんざりしたようにアスモデウスは吐き捨てた。

　そんな言葉を聞いてか、それとも最初からそのつもりなのか。道を行き交う一般生徒たちは誰もが避けるように道を譲る。

　対して、アスモデウスは歩みを止めずにその間を突っ切る。憎悪と怒りが混濁した敵意にも似た視線を向けられても、周囲を見下す澄まし顔を崩さない。

　これが従属特待生の現実だった。

　誰一人として、彼女に対して友好的な態度を取る生徒などいなかった。

　もしも規制機関が存在しなければ。あるいは、従属特待生が身を砕くような激務をしていなければ。こうして謂いわれなき偏見や差別を受けず、楽しく笑って学校生活を送れる箱庭的な統轄学院など成立しないと云いうのに。

　きっと頭では理解しているのかもしれないが、感情がそれを拒んでいるのだ。

　だって、憎むべき組織の隷属に成り下がった相手なのだから。

（どうして君は従属特待生となる道を選んだ……？）

　その理由を、紫し門もんが知る由もない。問い糺ただす権利などない。

　規制機関の隷属となる道を選んだ《契約》の相手は時雨しぐれ監理官であって、あくまでも紫門は《仮契約》を結んだに過ぎないのだから。

　それでも、

「何その悲しそうな表情……同情でもしてくれちゃってんの？」

　この時ばかりは、懐柔だとか抜きにして単純に一個人として『アスモデウス』を名乗る少女に対して疑問を抱いた。

「いくら怨うらまれようが、どんなに忌み嫌われようが、従属特待生は一般生徒を守らなければならない。だから暴走状態に陥ったら《脅威アルス》で捩ねじ伏せて、正気に戻してあげる。それが規制機関に命じられた『義務』の一つだから」

「別に《脅威》で捩じ伏せるだけが方法じゃないだろ？」

　紫し門もんは諭すように言った。

「こうして学院島を見回るだけでも防げる暴走だってある。理解してもらうのは確かに大変なことかもしれないけれども、必ず彼女たちの為ためになっていると思うよ」

　だが。

「あたしは脅威対策委員会に属している悪魔なのよ？」

　悪魔の名を冠する少女は、つまらなそうに素っ気なく言い放つ。

「暴走者を《脅威》で蹂じゆう躙りんする方が、よっぽど性に合ってるんですけど」

　残虐性が覗のぞく微笑。それは間違っても、守る対象に向ける言葉ではなかった。

　まるで一般生徒のことを、ただのサンドバッグとしか見ていないような──ストレスを発散する捌はけ口として一方的に叩たたき潰つぶすことを悦楽としている口振り。

　完全に歪ゆがんでいるとしか思えない。

（これは「懐柔しろ」って課題で間違いないな……）

　紫門は確信していた。

　その為に学院理事会は、アスモデウスとの《仮契約》を許可した。

　ならば、いつまでもアスモデウスのワガママ好き放題を放置していては「監理官としての適性なし」と見み做なされてしまうだろう。それだけは避けなければならない。

　思考を次のフェーズへ移す。

　課せられた「アスモデウスの懐柔」に対して、具体的に何をすれば「懐柔した」と評定されるだろうか、と。

（……自分の『設定』を語らせるか）

　すべての《脅威》は、己が決めた『設定』に基づいて観測される。

　メジャーな発火現象を一つ例に取っても、その『設定』は《観測者アルテフエクス》によって基礎となった背景や原理が全く異なる。

　例えば、発火能力者パイロキネシス──と云いう『設定』。

　例えば、古代炎属性魔法を魔術教典から学んだ──と云う『設定』。

　どちらも《観測者》自身が「そうだ」と思い込んだことにより現象として起こる。

　だからこそ科学的にありえないこと、魔術的に不適当なこと、物理法則を無視することすら可能──たとえ誤った知識による『設定』だとしても、本人が信じてさえいれば《脅威》は成立してしまう。

　つまり『設定』を誰かに話すと云うことは、手の内を明かすに等しい。

　脆ぜい弱じやく性せいの露顕にも繋つながる故に、従属特待生の『設定』は秘密保持が徹底されていた。

　好き勝手に《脅威アルス》を撒まき散らす少女たちを、場合によっては《脅威》で捩ねじ伏せなければならない脅威対策委員会なので、セキュリティが厳重なのは当然だろう。不意な情報流出で対策されては元も子もない。

　現に《仮契約》を結んだアスモデウスの『設定』ですら、仮採用監理官の紫し門もんでは内容にアクセスする権限が与えられていなかった。

　だからこそ一つの仮定を立てる。悪魔の名を冠するくせに、天使のような純白の翼を背中に生やす少女から、ひょっとしたら命よりも大切にしている『設定』を自身の口から語らせたら──それは「懐柔した」と見み做なされるのではないか？

　気付けば、開けた場所へと辿たどり着く。

　そこは五つの大通りが交わる円型の広場である。

　放課後、人でごった返す歓楽エリア、その中心部──繁華街の五差路ともなれば数多あまたの女子中高生で賑にぎわっていた。

「つかれた」

　アスモデウスは断りを入れる訳でもなく、ベンチへと腰を下ろしてしまった。

　なので紫門は、近くの自動販売機で飲み物を買って彼女の隣へ。楽しそうに放課後を満喫する生徒たちが大勢行き交う広場のベンチに二人して並んで座る。

　が。

　すすっ、とアスモデウスは距離を取るようにお尻を移動させた。

「……なんで距離を取るんですかね、アスモデウスさんや」

「別に妄想の中なら、あたしにナニしても特に文句言わないけど……あたしのこと、ほんとに襲った人の隣に座れとでも？」

「誰も襲ってないだろッ！　てか、妄想の中でもダメだろッ!?」

「……ダメなの？」

「何な故ぜそこで不思議そうな顔になるッ!?　普段、君の頭の中で何が起こってんのか、本気で心配になってきたぞ……馬鹿なこと言っていないで、ほら。ココアとブラック珈琲コーヒー、どっちが良い？」

　ことん、と。

　紫門は二つの缶飲料を、アスモデウスとの間に並べて置く。

「ふぇ？」

「なんで間抜けな顔をしてんだよ」

　まるで予想外と言わんばかりにアスモデウスは目を丸くしていた。

「申し訳ないけれども、好みなんか知らないからレパートリーに関しての文句はなしで」

「いや、そうじゃなくて……あたし別に買ってなんて頼んだ覚えはないけど？」

「僕が飲みたかったから買った。そしたら『アタリ』で出てきたんだよ」

「嘘うそ吐つき。さっき二本分の代金を入れて買ってたでしょうが」

　あんた嘘が下手過ぎでは？とジト目が向けられる。

　見てたのかよ、ならば最初から言えよ、と紫し門もんは言いたいことを嚥えん下げしてブラック珈琲コーヒーを手に取った。缶飲料ごときに拘こだわりなどなく、無難に甘いココアの方をアスモデウスへ渡す当初の予定通りの選択。プルタブを引き上げ一口飲んだところで、

「ああああああ!?」

「なんだ、どうした、今度は何事だ!?」

「なんでそっち飲むの!?　あたし、ブラック選ぼうとしたんですけど！」

「　知　ら　ん　が　な　！　」

　これには流石さすがに紫門もキレるしかない。

　そんなに飲みたい方が決まっていたのなら文句を垂れる前に受け取れ、と紫門はわりと本気で憤慨する。

「んじゃ、こっちあげるから──」

「はぁ!?　あんた、今度は間接キスを要求する気っ!?」

「めんどくせえな！　ならもう一本ブラック買えば良いのか!?」

「いっ、いや……、別にココアで良いわよ……。ブラック苦いし………」

　立ち上がって再び自販機へと突き進む紫門の姿を見て、慌ててアスモデウスは残った缶飲料を手に取った。

（苦いのが駄目なくせに意味もなくブラック珈琲を選ぶなんて……）

　素直じゃないと云いうか、捻ひねくれていると云うか。

　紫門は、真意を測りかねていた。ワガママなことには違いないのだが、悪気はないらしく悪意も感じられない。さっき紫門が喉を詰まらせた時も、慌てて水を買ってきてくれようともしていたし。

　言動こそは過激だが、そこまで残虐な性格でもないらしい。

　おとなしくココアのプルタブを引き上げたので、ベンチへと座り直す。

　隣のアスモデウスに視線を向けると、アスモデウスは両の手でココア缶を包むようにして暖をとっていた。

　この子、中学二年だったよな？と紫門は呆あきれながらＰＤＡを操作する。

　だが、案の定と云うべきか。アクセス権限が厳しく階層ごとに分けられておりアスモデウスの情報は特Ａランク機密扱いだった。

　中等部の二年生であること。

　そして関東管区支局附属・統轄学院『脅威対策委員会』に所属していること。

　それらが簡素に表示されるだけで、他の情報はエラーと警告を吐く。それ以上のことを知りたければ、開示請求の稟りん議ぎ書しよを提出しなければならない。

（にしても……）

　特Ａランク機密扱いの正体がコレかぁ、と紫し門もんは何とも微妙な表情を浮かべる。

　こくこくと喉を鳴らして美お味いしそうにココアを飲む姿に、

「ココアを美味しく飲む悪魔、ねぇ……」

「────っ！」

　アスモデウスはベンチから立ち上がると、顔を真っ赤にして睨にらんでくる。

　とは云いえ、片手にココア缶を持っているので威厳などない。どこの世界にココアを飲みながら凄すごむ悪魔がいるだろうか。

「ココア好きなんでしょ？　覚えておくよ」

「う、うぅ……、るっさいわねっ！　あんた本当に殺すわよッ!?」

　ワガママな小悪魔女子中学生様は「不覚。こんな姿を見られてしまうなんて！」と悔しがっていらっしゃった。

「あたしは『カテゴリ６』の悪魔よッ！」

　と、睨まれたところで可愛かわいらしい。もしも彼女が本気で《脅威アルス》を撒まき散らかせば、戦略核兵器に匹敵する戦果を残すことも可能で、都市の一つは軽く滅ぼしてしまうだろうが──もはやそれもギャグにしか聞こえなくなってくる。

「超ムカつくッ！」
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　その不機嫌そうな姿は、少女そのものだった。

　再びベンチへと座り脚を組んでそっぽを向いてしまう。

　本革製の編み上げブーツのヒールが、太陽光を浴びて黒光りを放つ。

　最初の印象は無礼で、極振りのツンで、クールと云いうより毒舌マシンガントークが尽きないドＳ小悪魔美少女だったが。話せば話すほど化けの皮が剥はがれたと云うか、素を曝さらけ出したと云うか……すごく残念な子だと解わかる。

「あ、でも……」

「ん？　まだなんかあるのか？」

　アスモデウスは言いにくそうに口を動かす。

　紫し門もんが耳を澄ませていると、アスモデウスは確かに斯こう言った。

「えっと、ココア……、ありが、と…………」

「わー、お悧り巧こうさんなことで」

「お礼くらい言えるわよバカにしてるでしょっ!?」

「いや、なんて云うかさ。アスモデウスってキャラ的に高飛車お嬢様で、礼儀作法とか知らなそうじゃんか？」

「あんたの方がよっぽど失礼よ!?」

「あははは、いやいや、本当に。冗談抜きで」

「あたしに喧けん嘩か売ってるわよね？　絶対そうよね!?　買うよっ!?」

「常識の範はん疇ちゆうにいる僕が、妄想一つで核弾頭級の壊滅を観測しちゃう君に喧嘩を？　売る訳ないだろ常識的に考えて」

「まぢで蹂じゆう躙りんされたいのかしらっ!?」

　半ば自や棄けで手足をバタバタ動かし抗議するアスモデウスを見ながら、

「でも……そんな君に、改めてお礼を言っておくよ。昨日の新しん宿じゆくでの『保護』任務、ありがとう。君のおかげで無事に完了したようなものだから」

「……おかげで寝不足よ」

　ふわぁあっ、と眠そうに欠伸あくびを咬かみ殺す。

　血色が良い肌で目元にクマなんて微み塵じんも見当たらないが、きっとそれは化粧で上う手まく誤ご魔ま化かしているのだろう。

　気け怠だるそうな態度は眠いからだったのかもしれない。

「どうせすぐに寝なかったんだろ？　統轄学院に帰投したのは二十一時だったし」

「あんた、バカでしょ……こっちは帰ってすぐ寝たわよ。夜更かししたら肌が荒れるでしょうが。それくらい解んないの？　バカなの？　バカよね？　ウケるんですけど」

「……イマドキの小悪魔ＪＣが日付変更前に就寝とかありえんだろ」

　思いの外、性根の部分ではかなり真面目まじめなのかもしれない。

「ドユコト？　もしかして、あたしのこと口説いてんの？」

「いや、別にそう云いうつもりは……」

「だったらゴメンナサイ」

「話聞けよ!?」

「性的興奮しちゃった？　抑えきれない？　当然よね。あたし可愛かわい過ぎちゃうから欲情しないとか機能不全なんですかって疑うレベルだし」

　なんたる自意識過剰っぷり。もう既に「アイタタタタ」と身を捩よじりたくて仕方がなかったが、さらにアスモデウスは平然とした顔で、とんでもないことを口走る。

「ま、あたしに釣り合うなんて全人類の中でも一人だけだし」

「さいですか……」

「彼は全人類を超越してるの」

「すごいっすね、そのスーパーマン……」

「正義の味方じゃないわ、あたしだけの『王子様』よ？」

　あぁ、やっぱりこの子はものすごくイタい。

　普通の会話ではあり得ない黒歴史級の展開のさせ方に、紫し門もんの表情が固まる。

　自己愛に満ち溢あふれ過ぎている厨ちゆう二に病を患った《観測者アルテフエクス》の少女──アスモデウスの言葉に絶句する他なく、驚きを軽く通り越してノーリアクションだった。

「で、あんたの場合──恋愛対象外」

　アスモデウスの細くて白い指が、真まっ直すぐと紫門へと向く。

「てか、むしろ驚いちゃった。まさかあんたみたいな嘘うその吐つき方も知らないような優等生ちゃんが、この小悪魔級に可愛いあたしに好きになってもらえるとでも……本気で思っちゃってたの？　自意識過剰で超ウケるんですけど」

　どうやらフラれたらしい。

　よく解わからないが、告白したことにされてしまった。

　これには流石さすがの紫門も表情筋が震えだす。今すぐにでもＰＤＡのボイスレコーダーを起動させ、アスモデウスの一言一句を記録してやろうかと本気で思う。体内から『因子』が消滅して学院を『卒業』する二十歳以降──いや、三年後でも良い。ハイレゾ音源で聞かせたらどうなるか。

　そんな紫門の鬱憤などには微み塵じんも気付く素振りも見せず、

「あんたを『王子様』と比べるのも可哀かわい想そうだけど」

　アスモデウスは桃色の唇を尖とがらせ、

「軽く五千兆億万倍も劣るわ」

　その瞬間。

　耳を劈つんざく荒々しいアラートが、紫門のＰＤＡから鳴り響いた。
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　携帯情報端末Personal Data Assistantからアラートが鳴り響く。

　不吉な予感を抱かせる音に、放課後を満喫していた生徒らも顔を顰しかめたと思いきや、すぐに不安げな表情へと切り替わった。

　刹那、広場に面した一つのテナントの窓ガラスが粉々に砕け散る。

　明らかに爆発だった。だが、それは爆弾によるテロ事件でもなければ、ガス漏れが原因の単なる事故でもないことをＰＤＡのアラートが告げていた。

「出番よ、紫し門もん仮採用監理官」

　とても冷たい声だった。

　そこには既に、理想の『王子様』を語る少女の姿などない。

　ブーツのヒールを高く鳴らすように、赤ずきんの少女はベンチから立ち上がる。飲みかけのココア缶は丁寧にもベンチの上に置かれていた。

　従属特待生であるアスモデウスにとって、このアラートは合図だった。

　学院島は《観測者アルテフエクス》の隔離施設だ。自己愛に満ち溢あふれた観測で世界を捻ねじ曲げてしまう少女たちは、いつ妄想が暴走してもおかしくない。

　だからこそ白銀のチョーカーを首輪のように嵌はめている。

　それは体内の『因子』を計測する医療器具。いつ如い何かなる場合においても着用義務が課せられていた。唯一の例外があるとすれば入浴時くらいだろう。見境なく暴れ回る前兆──異様な数値が検出されれば、周辺の監理官が持つＰＤＡへと警告する。

　つまり、そのアラートが響くと云いうことは。

　現在進行形で暴走状態に陥っている《観測者》がいることを意味する。

「どうするの？」

　アスモデウスは爆発したテナントへと目を向けた。

「あんたと《仮契約》を結んでいる以上、今はあんたの指示に従うわ」

「まずは学院理事会からの伝令を待つ。暴走者のカテゴリも系統も解わからない現状では下手な刺激は厳禁だと僕は考える。最優先は避難誘導だ」

「手柄を立てようとして先走ったりしないの？」

「それで被害を拡大させたら元も子もないだろ。例の『宇う都つの宮みや事変』があんな結果に至ったのも、一部の監理官が功を焦ったからだって言うじゃないか」

「ふーん……あんた、超つまんない」

　そんな掛け合いに第三者の声が割り込む。

『無駄口を叩たたいているところ申し訳ありません』

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを軽く通り越していた。

　もはや敬語を遣っているだけの罵倒が脳裏に直接響く。

　それに驚く訳でもなく、紫し門もんはＰＤＡの画面を操作しつつ応じる。

「あぁ、サポート宜よろしく頼むよ。ヘカテ」

　コードネーム《天頂に座す者ヘリオス・最古の三相女王：ヘカテ》。

　超常現象規制機関・情報局『識別照会センター』に所属する従属特待生だ。

　叙事詩『神統記』によると『ヘカテ』は、最高神直々に「海洋・地上・天空において自由に活動する」権能を許された冥府の女神である。

　ギリシア神話『オリュンポス十二神』には含まれていないものの、別格の扱いを受けている女神の名を冠しているこの少女は、全国の《観測者アルテフエクス》に関する全データを扱う『識別照会センター』の中枢を担っていた。

『貴方あなたたちの近くで「因子」の跳躍的上昇を計測しました』

　少女たちが嵌はめられた首輪にも全地球測位システムが内蔵されているが、あくまでも首輪の位置を特定するものだ。だが、ヘカテは《観測者》が宿す『因子』そのものを感知すること──他人のＩＮＳ領域を探知することに優れたレーダーと云いえよう。

　その《脅威アルス》から、彼女は非常に優秀な管制官として機能する。

『超常現象規制機関は当該事象を暴走と見み做なし「鎮圧」に移行します。紫門仮採用監理官と《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番》は可及的速やかに《脅威》を排除して下さい』

　ヘカテの落ち着き払った声が脳裏に響く。

　対照的に、気が違えたかと思わせるような痛々しい悲鳴が響き渡った。

　音源は褐色肌の女子高校生。テナントから現れた彼女は広場の中心へと躍り出て、自身の周囲に不自然な風を撒まき散らしていた。

『特定因子区分は「カテゴリ５」で系統は突風型。識別番号KNT18-3056。基盤は「『風が巻き起こる』現象を観測する」ですが相手は高位級ですので規模スケールも射程レンジも強度インテンスも高水準です。お気を付けて』

　流れるような口調で情報共有を図るヘカテ。

　紫門のＰＤＡにいくつものウィンドウが開いていく。表示されるデータの数々は、識別照会センターから送信された暴走中の少女に関する生徒情報である。

　だが、そこには、ある情報がない。

　規制機関では《観測者》のことを識別番号で管理している。

　個人情報保護の観点からなどと謳うたい、生徒手帳にすら本名の記載はない。

　煌こう焚たき烽ほう火かや沖おき泉いずみ琉る海みだって、紫門はその名を彼女らから聞いただけ。それが戸籍上の正式な名前なのか、学院島に収監されてから名乗り始めた偽名なのか解わからず、必要もないと判断され知る権利など与えられていなかった。

　目の前で苦しんでいる少女の名前さえ、今の紫し門もんには開示されない。

「『カテゴリ５』の『鎮圧』？」

　一方で、怪け訝げんな声をあげたのはアスモデウスだった。

「ねぇヘカテ。一応確認しておくけど、彼は仮採用監理官よ？」

『その通りですが何か』

「いくら学院島内とは云いえ、正規の監理官ですら最初の『鎮圧』は『カテゴリ２』か、せいぜい『カテゴリ３』でしょ？　それだけ暴走は危険を伴う。なのに、実戦経験が皆無の仮採用監理官に暴走状態の『カテゴリ５』を『鎮圧』させる気なの？」

　正気を疑うわ、と毒突くアスモデウス。

　だが、ヘカテは流りゆう暢ちような口調で淡々と決定事項を告げる。

『存じ上げています。昨晩の新しん宿じゆくにて行われた任務において紫門仮採用監理官の立ち回りは実務でも通用するレベルでした。学院理事会も高く評価しカリキュラムを早める方針に切り替えるそうです。なお本件はクラス担当監理官によって承認済みです。以上で説明を終了します。おめでとうございます』

「誰の承認ですって？」

『ですから時雨しぐれ首席監理官です』

「万全を期す為ためとか言ってあたしと《仮契約》させておきながら、なんで危険な目に遭わせようとすんのよ……あの痩型狸たぬき親父おやじッ！」

　今にも不満が爆発する勢いだった。

　だが、憤慨こそすれど緊張の面持ちなんて窺うかがえない。

　まさしく呆あきれていた。まるで、なんともない光景を眺めるような退屈そうな表情で、柔らかな金糸の髪を掻かき上げ暴走者を一いち瞥べつする。

「こんな茶番劇、一瞬で終わらせるわ。あんたは隠れてれば？」

「それじゃ多分ダメなんだよ、アスモデウス。仮採用監理官が従属特待生と《仮契約》を結ぶなんて、僕も聞いたことがない……つまり、きっと試されているんだ。君のような高性能の『カテゴリ６』をどれくらい制御出来るか、ね」

「あんた、まさか……冗談でしょ？」

「君が対象を無力化した後に僕が出しゃばっても、ただの昨日の再演じゃないか。そんなことをさせる為に学院理事会が《仮契約》を結ばせたとは考えにくい。既に対応力に関しては十分だと判断されたのならば、僕がすべきことは次のステップに進むこと」

　これも課題の一つに違いないと確信し、紫門も覚悟を決める。

「アスモデウス──君に《接続アドホツク》する」

「常識ぶっ飛ぶわよ？」

　どこか冷めたアスモデウスの声を耳にしながら、それでも紫門は迷うことなくＰＤＡをタップした。

　戦闘幇ほう助じよ行為《接続アドホツク》。

　それは《観測者アルテフエクス》と意識を統合するシステムだ。

　監理官に支給されたＰＤＡにのみ搭載されたこの機能は、他人の認識を知覚することを可能にする。

　二人の認識が瞬く間に同化した。

　より正確には、アスモデウスの認識が紫し門もんの中へと雪な崩だれ込む。

　アスモデウスの思考、五感が受けた刺激、そして彼女自身が観測した情景。そのすべてが紫門の認識と混ざり合う。

　もしも彼女が誰かに怒り、あるいは何かを目撃して恐怖すれば、同様の感情が紫門にも芽生える。たとえまったく別の感情を紫門自身が抱いていたとしても、相反する感想を持っていたとしても、問答無用でアスモデウスの感情も認識させられてしまうのだ。

　他人が認識した世界を、脳内に直接叩たたき込まれるような暴力。

　自分とは異なる人格が暴れ回っていると表現しても差し障りないだろう。

　不可視のラインで繋つながる精神的ダメージに顔を歪ゆがめる紫門を横目に眺めながら、アスモデウスは相変わらずの冷たい口調で突き放すように言う。

「あたし、忠告はしたわよ？　それでも選んだのはあんただからね？」

「僕は君と《仮契約》を結ばせてもらったんだ。だから、君を守る役割を果たすよ」

「格好付けてバカみたい。あたし一人で大丈夫なのに……」

　妄想を具現化する《観測者》は、世界に対して意図的な誤認を繰り返す。

　故に、エスカレートし過ぎると彼女たちは『還かえるべき現実』を見失ってしまう。

　現実と観測の区別が付かなくなり、どこまでが観測による現象なのか、世界が本当はどんな法則で成り立っていたのか──解わからなくなってしまうのだ。

　なので、監理官は現実と観測を線引く。

　意図的な誤認を繰り返す《観測者》に代わって境界を定義し、どんなに自己愛に溢あふれた改変で世界が歪められてしまっても、最終的には『還るべき現実』まで彼女たちを引ひき摺ずり戻すサルベージこそが《接続》先である監理官の存在意義である。

　つまりは命綱だ。

　リミッター解除とも云いえよう。

　監理官と《接続》することで従属特待生は、惜しみない全力を以もって《脅威アルス》を排除すべく《脅威》を撒まき散らす。

　しかし、それは同時に諸もろ刃はの剣でもある。

「でも、ほんとにヤバいと思ったら、迷わず《接続》は切って」

「なんだ心配してくれるのかい？　これは予想外だ。存外優しいんだね」

「るっさい」

　万が一にも、監理官の認識が《観測者アルテフエクス》の誤認に塗り潰つぶされたら、敢あえて言及するまでもなく『還かえるべき現実』に引き返す手立てを二人は失う。

　それは観測と現実の狭間はざまに囚われることを意味する。

　それを承知で、紫し門もんは《接続アドホツク》を起動した。

　ここから先の戦闘は、従属特待生のアスモデウスへと主役を譲ることになる。

　でもそれは、戦域から退くことを意味しない。紫門詠えい哉やは『楔くさび』として、アスモデウス自身の絵空事から『還るべき現実』を死守する役割が与えられているのだから。





　　　　２



　実は、アスモデウスは心配で仕方なかった。

　彼女の『還るべき現実』を死守する『楔』としては、仮採用監理官などあまりにも非力なのだが──懸念はそこではない。

　戦闘幇ほう助じよ行為《接続》。

　どんな原理なのか詳しいことは明かされていないが、他人の感覚を傍受する《脅威アルス》を応用して、精神感応テレパスなどの超感覚的知覚Extra Sensory Perceptionを使用者に対して付与するらしい。

　本当に疑ぎ懼くすべきは、規制機関によって開発されている点にある。

　年端も行かぬ少女たちを、まるで実験動物か稀き少しよう疾患者のように扱って、こんな誰の目にも届かない絶海の孤島に隔離している組織が、どんな理念を掲げていたか覚えているだろうか？

　規制機関の理念は「特殊能力を正しく理解し、秩序を保つ」ことである。

　覚醒してしまった《観測者》を監督・管理することは当然ながら、彼女たちが撒まき散らす《脅威》のメカニズム解明も使命としていた。そして、擬似的な《脅威》の再現もその一環に含まれている。

　超心理学をベースにした仮説ありきの《接続》は、不完全な試作品と云いえよう。

　一緒に誤認の奈落へと転落してしまう危険の他にも、制御中に精神崩壊を招きかねないショックを受ける者もいる。何名の監理官候補が克服出来ずに脱落したか、敢あえて言及するまでもないだろう。

　彼らは、いつ如い何かなる場合においても成果を優先する。

　その証拠に、数多あまたの犠牲者が出ようとも、この機能に安全装置が実装される様子は一切ない。どんな悲惨な事故が起きようが、サンプルの研究データが集まったくらいにしか考えていないのだから。

　もしもアスモデウスが全身全霊の観測を行えば、文字通りの意味で紫門の自我など一瞬にして崩壊──言語すら理解しない肉片と化すだろう。

　そのことを彼は知らないのか、あるいは知っていてもなお成果を残すべく危険も承知で挑んでいるのか。

（……ほんとバカじゃないの？）

　必然的に、アスモデウスは制限を設けた観測を強いられる。

　それは自らのＩＮＳ領域を部分否定することに等しく、性能を下方修正ナーフする行為だ。あまりにも痛過ぎるハンデを背負った上で、激しく暴走した『カテゴリ５』の『鎮圧』を成し遂げなければならない。

　どう考えても厳しい悪条件。

　だが、アスモデウスに焦りはなかった。

　自身が『カテゴリ６』であることも理由の一つだが、それだけではない。

　そもそもの話。この悪魔の名を冠した少女は、暴徒化した《観測者アルテフエクス》の撃破を本懐とする従属特待生なのだ。

「すべての《脅威アルス》は《脅威》で去いなす」

　それが脅威対策委員会の神髄にして本懐であり、戦術概念。

　臆することなく蒼あおい瞳が細まった。視線の先──広場の中心では、暴走状態の『カテゴリ５』が言語化不能の悲鳴を空に向け吠ほえていた。

　そんな暴走者に──きっと友達なのだろう、十数人もの女子高校生たちが何かを叫び続けていた。必死に正気へ戻そうと試みているのは明らか。だが、闇雲に《脅威》を撒まき散らかす彼かの者に届くはずもなく。

「直ちに一般生徒は退避してくれ……ッ！　君たちに暴走検体との交戦権は一切認められていない、指示に従わない者は校則違反で補導するぞ！」

「無駄よ。あたしたちがいることすら気付いていないわね、あの様子だと」

「……無事に『鎮圧』出来そうか？」

「あたしを誰だと思ってんの？」

　素っ気なくアスモデウスは吐き捨てると振り返り、新月のように蒼い瞳に非力な少年の顔を映して呟つぶやく。

「バカにしないで。あたしに不可能は存在しない」

　落ち着き払った様子で、広場の中心へと一歩を踏み出す。

　特になんの《脅威》を楯たてにする訳でもなく、まったくの無防備で暴走者の真正面へと華きや奢しやな体たい躯くを晒さらす。

「それに」

　まるで目の前にいる相手を侮辱するような口調で、

「たかが『カテゴリ５』の暴走検体なんて、悪魔たるあたしなら蹂じゆう躙りん確定よ」

　正真正銘、言い訳のしようがない、どうしようもないレベルで明白に嘲あざ笑わらう表情を浮かべながらアスモデウスは徹底的に見下した。

　直後のことだった。

　明白な敵意を帯びた両者の視線が激突すると、比喩表現ではなく火花が散った。

　どうやら暴走者は標的をアスモデウスだけに絞ったらしい。周囲の人間を横殴りの強風で吹き飛ばすと、新たな《脅威アルス》を観測する。

　その場にいた誰もが疾風を抑えることなど出来ず、まるで砂さ塵じんが舞うように薙なぎ払われていった。渦巻く風は、可視化された鏃やじりだった。螺ら旋せんを描くように回転し続ける疾風の鏃は暴走者の周囲へと次々に出現し、その数は全部で十にも達する。

　だが、アスモデウスは。

　一斉に放たれた疾風の鏃に対して。

　顔色一つ変えず、その場で立ち止まって一息吐つくと、




「【統べる王の指輪アニユラス】」




　愛いとおしそうに呟つぶやく。

「──典拠《小さな王の鍵ゲーテイア・序列十四番：レラジェ》」

　アスモデウスの呼びかけに応じるように、模様が虚空へと浮かび上がる。

　それは『紋章ペンタクル』と呼ばれるものだった。おまじないに使う魔法円ウイツチクラフトではなく、力を示す印シギルとしての魔術的図像が不気味なほどはっきりとした輪郭を伴って体現する。

　二つの重なり合う円環の内周に並ぶ『LERAJE』の文字。

　さらにその内側には、鳥の髪飾りを被かぶるヒトのような象形文字が描かれていて、手には弓と共に鋭利な矢が握られていた。

　この『紋章』が示すのは、魔道書『ゲーティア』の十四番──戦いと論争を引き起こす力を秘めている悪魔『レラジェ』に他ならない。

　これらの知識は、直前まで紫し門もんが知らなかったことだ。

　すべては《接続アドホツク》が齎もたらしたこと。アスモデウスがネットや書物を読み漁あさり蓄えてきたイタい知識と、それを自己愛に溢あふれた解釈で構築した『設定』の一部を、紫門は言葉交わさずとも脳内に直接流し込まれる形で知るに至る。

「あたしの《脅威》に怯おびえなさい」

　浮かび上がった『紋章』は収縮していく。

　一点に向かって収束して、黄金に光り輝く小さなものを象かたどっていく。

　小さくなるほど濃縮されたような溢れんばかりの光が明滅して、しまいには光り輝く小さな円環を生んだ。

　それは指輪の形をしていた。

　宝石を嵌はめ込んだ豪ごう奢しやなものとは程遠く、表面に記号やら文字が刻まれただけの質素な環状の装飾品。

　指輪はアスモデウスの頭上に浮かぶ。掴つかむどころか、指先で触れることすら叶かなわない程度には距離もあった。その光り輝く小さな円環を求めるように、彼女が病的なまで白く華きや奢しやな手を伸ばす。

　それだけで戦況が動く。

　まるで主人に求められた結果と云いわんばかりに、光り輝く小さな円環は右手の人差し指へと素直に収まり、自らを誇示するかのように一段と輝きを増す。

　そうこうしている間にも可視化された十の鏃やじりが迫る。

　それでも動じない。虎こ視し眈たん々たんと云う様子は微み塵じんもなかった。

　本当にどうとも思っていないのかつまらなそうな目で押し迫る《脅威アルス》を眺めながら、

「【偽ギ典テン：凱旋する十二宮の射手レライカ・メテオストーム】」

　たった一言。

　次の瞬間には空気に変化が生じた。

　黄金の指輪を填はめた指先が障害を払い退のけるように虚空を薙なぐと、宙で小さく風が渦巻いた。自らを圧縮するかのように捻ねじれ続けるそれは、さながら回転するドリル。同様の現象が次々に発生して、あっと云いう間にその数は三十六。

　敢あえて喩たとえるなら、可視化された烈風の矢による横殴りの雨。

　殺到する十本にも及ぶ疾風の鏃は、三十六もの烈風の矢と真正面から激突。互いに爆散し、周囲一帯に不規則な風が吹き乱れた。

「…………ッ!?」

　暴走者の表情が強こわ張ばった。

　十の鏃と相殺されなかった残りの烈風の矢が、彼女へと殺到する。

　直撃だった。爆雷を抱えた爆撃機を敵勢へと向けて送り出したはずが、数の暴力を体現した対空ミサイルの弾幕によって撃墜された挙句、無傷のミサイル群が面と向かって艦橋に迫るが如ごとく絶望的な状況。もはや回避など不可能だった。

　音速の三倍で突っ込んで来た戦闘機に吹き飛ばされる三角コーンみたいに、暴走状態に陥った少女の体たい躯くは、あまりにも呆あつ気けなくぶっ飛ぶ他ない。

「ほら、ね？　所詮は『カテゴリ５』なんて高位級の成り損ないなのよ」

　あまりにも残酷な言葉。

　悪意の毒針で突き刺したように、倒れ伏せる暴走者を冷たい蒼あおい瞳で見下し、アスモデウスは徹底的なまでに屈辱的な罵声を浴びせて煽あおる。

　これに、

「アアアァアアアアアああああああああああッ！」

　暴走者が完全にキレた。

　褐色肌の女子高校生は転がっていたガラス製テーブルを風の力で宙に浮かべると、強力な竜巻を水平方向に打ち出し、アスモデウスへと目掛けて放つ。

「悪くない判断ね」

　アスモデウスは感心したように小さく頷うなずく。

「【偽ギ典テン：凱旋する十二宮の射手レライカ・メテオストーム】は、最初に複数の《脅威アルス》を同時に観測した。最大同時観測可能数は三十六。対して、あんたの最大同時観測可能数は十のみ。だから『風』による直接の干渉合戦は不利だと判断してテーブルを投げた、と」

　だが。

「同系統に対する分析だけなら及第点をあげても良いわよ」

　感心しただけだった。

　状況は完全にアスモデウスに不利だと誰もが思う。

　テーブルの飛来は観測が直接的に生み出した《脅威》ではない。

　その本質は、あくまでも「竜巻が吹き荒れる」現象による二次的な被害。

　解わかりやすく話を置き換えるなら。

　あくまでもダイナマイトによる爆発が《脅威》であって、爆破された岩壁が周囲の草木を薙なぎ倒すのは物理現象が齎もたらす余波である。

　紫し門もんが烽ほう火かに提示した──太陽フレアを応用した小規模電磁パルスＥＭＰ攻撃と同じ。

　なので、この場合。

　アスモデウスが再び烈風の矢で竜巻を引き裂いたとしても、物理現象として突っ込んで来るテーブルが霧散することもなければ止まりもしない。そのまま慣性の法則でアスモデウスの小さな体たい躯くに直撃し血ち飛沫しぶきを齎すだろう。

　それでも、悪魔は動じることなく。

　表情一つ変えることなく。

「だからって──」

　華きや奢しやな指先から、光り輝く円環『LERAJE』が零こぼれ落ちると同時に。

「──あんたの対策に嵌はまってあげなきゃいけない道理なんて存在しないわよね？」

「……ッ!?」

「【統べる王の指輪アニユラス】、典拠《小さな王の鍵ゲーテイア・序列七番：アモン》」

　新たな『紋章ペンタクル』が浮かび上がる。

　業火が広がる様が描かれた外周には『AMON』の文字。

　光は収縮して、再び黄金に光り輝く指輪を具現させた。吸い込まれるように指先へと収まると、すぐさまに彼女は詠唱する。

「【偽典：火を以て制すフアイア・ウオール】」

　直後の出来事だった。

　轟ごうッ！と、何もなかったはずの空間が眩まばゆい光と共に爆発する。

　光の正体は炎。それも赤く燃え滾たぎる火炎ではなく、焼き尽くすような白はく焔えん。

　眼球の裏側まで痛みが走るほど暴力的な白い焔ほのおが、悪魔を守護する絶対の壁となって立ち塞がっていた。

　そんな白焔の壁へ、豪速で突っ込むガラス製のテーブル。

　横殴りの竜巻により推進力を付与され続けることで、その衝突時における運動エネルギーは絶大な破壊を齎もたらすだろう。

　陽炎かげろうのように揺らぐ非物体で防ぐなど、実現不能な現象だった。

　だが、その白焔の壁に触れた途端、テーブルは飴あめ細工の如ごとくひしゃげる──どころか一撃で粉々に溶け散り消えてしまう。

　件くだんの白焔は、竜巻の直撃を受けても静かに揺らいでその場にあり続けた。

　本来、ガラスは液体の性質を持った固体である。摂氏一五〇〇度で融解し、摂氏三〇〇〇度に到達してもなお溶けたままの状態を維持するはずだ。それを、白焔の壁は一瞬にして蒸発させてしまった。

　つまるところ、その白焔は摂氏何万度の世界。

　擦かすりでもしたら一堪たまりもない。

「嘘うそだろ……」

　思わず声を零こぼしたのは紫し門もんだった。

　驚きよう愕がくどころの話ではない。しかし驚きは、白焔の壁の凶暴性に起因しない。

　大前提だが《脅威アルス》は「その現象が現実で本当に起こっている」と妄信していなければ起こらない。だからこそ原則があったはずだ。基本的に《脅威》の観測は一人につき一系統だとされているのではなかったか？

　にも拘かかわらず。

「『烈風の矢』と『白焔の壁』……、だって？」

　アスモデウスは、二つの異なる系統の《脅威》を観測した。

　二系統や三系統を自在に操る《観測者アルテフエクス》など、あの天才の煌こう焚たき烽ほう火かですら嫉妬して憧れる存在だ。

「君、多重能力保有者だったのか……？」

　しかし。

「バカにしないで。んな訳ないでしょ」

　これもまた、おかしそうに首を傾かしげながらアスモデウスは否定する。

「その程度の考察しか出来ないから、あんたみたいな仮採用風情にあたしはオーバースペックなのよ」

　アスモデウスは、理解力の乏しい劣等生を見下す優等生の顔で答えた。

「こちとら五年前に覚醒して以来、すべての《脅威アルス》を《脅威》で迎え撃ってんのよ？　高位級《観測者アルテフエクス》同士の戦闘は、相手の『設定』を看破して対策するのが基本。仮にも脅威対策委員会のあたしが、ただ単純に二系統の観測が可能なだけだと思う？」

　その時、

「赦ゆるさないよ……」

　不穏な声が現場に響いた。

　アスモデウスは眼球だけをギロリと動かして、声のした方へと視線を向ける。

　そこには学院制服姿の少女がいた。その数は一人にあらず。先程まで必死に暴走者を正気に戻そうと奮闘していた少女たちが佇たたずんでいた。

　彼女たちは悪魔に蹂じゆう躙りんされそうになっている同胞へと駆け寄ると、一列に並ぶ。まるで不当な暴力に反発するデモ隊のように悪魔と対たい峙じし、その最前列に並ぶ少女の手には氷で作られた細剣が握られていた。

「あんたたちさ、紫し門もんの退避命令が聞こえなかったの？」

「解わかってる。これが校則違反だってことも、私たちじゃ暴走を鎮められないし、悪魔に敵かないっこないことも。なんの役にも立てない力不足だなんて、ほんとは自分たちが一番嫌ってほど自覚しているんだよ……」

「蹂躙されると解って立ち向かうとか、ひょっとしてバカなの？」

「たとえ罰則を受けることになったとしても」

　氷の細剣を構えた少女が、震える身体からだを必死に堪こらえて声を絞り出す。

「簡単に見捨てられないよ……だって、まだ奪われていない大切な友達だものッ！」

「超ウケるんですけど」

　明らかな敵意にアスモデウスは溜ため息いきを吐つく。

　興ざめと云いわんばかりに、大げさに光の指輪を外すように手を振るう。

　遠心力に吹っ飛ばされ、指輪を象かたどった光は抜けるように蒸発した。同時に、ガラスをも蒸発させてしまう白はく焔えんの壁が爆散する。

「イキるのも大概にしたら？」

　くすくすっ、とアスモデウスはわざとらしく嘯うそぶく。

　一体どう云う意図があってか紫門にはさっぱり理解出来なかったが、アスモデウスは煽あおり立てるような冷笑を浮かべ、とんでもないことを口走る。




「雑モ喉ブの分際で、あたしに簒奪してもらえるなんて光栄なことでしょ？」




　その一言で十分だった。

　現場にいた総勢二十人は下らない少女たちに激震が走る。憎悪と敵意の感情が剥むき出しとなった瞳が、一斉にアスモデウスへと向けられた。

　同時に、ＰＤＡがけたたましく鳴り響く。

　その画面に『因子暴走反応』のウィンドウが乱立し、赤く染まった。

　間もなく、信しんじ難がたい悪夢のような事実が、ヘカテによって告げられることとなる。

『不安定な「因子」の波及を確認しました。集団暴走と断定します』

　声色に珍しく緊張が滲にじむ。

『トリガーは恐らく《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番》です。彼女たちは全員が過去に暴走を起こした際に当該従属特待生によって「鎮圧」された記録があります。個人的な雪辱を果たしたい欲望が抑えきれなくなったことが起因だと推定します』

　二十名以上の《観測者アルテフエクス》に波及した集団暴走事案。

　少なくとも紫し門もんは聞いたことがなかった。一人の暴走者を『鎮圧』するのとは、あまりにも勝手が違い過ぎる。中には一人で複数の『鎮圧』を敢行してしまう対集団戦に特化した従属特待生も存在するらしいが、どんなに優秀でも一対一が基本だ。

　しかし、どこか愉たのしむようにアスモデウスは嗤わらっていた。

　退屈な予定調和に、イレギュラーでも紛まぎれ込んだことを発見したような──無邪気にも似た期待で満ちる眼まな差ざしだ。

　黄金に光り輝く小さな円環を掌てのひらに具現化させる。

　同心円によって囲まれた領域が輝くことで生成された指輪は、その場にいる者すべてを嘲あざ笑わらうように神々しく煌きらめいていた。

　少女たちは言っていた。

　まだ奪われていない大切な友達だ、と。

　つまるところ、彼女たちは悪魔によって既に何かを奪われた、と云いうこと。

　その言葉がどうしても紫門は気になってしまった。規制機関に本名を奪われているアスモデウスが、一体何を奪うと云うのだろうか。

「アスモデウス。君は一体……何を奪ったんだ？」

　そんな疑念に対して。

　悪魔の名を冠した少女は指輪を握って、少しだけ寂しそうに嗤う。

「とても大切なもの」

　誰が、どう考えても状況は絶望的。

　性能を下方修正ナーフしなければならないハンデを背負った状態で、総勢二十名以上の《観測者》による集団暴走を『鎮圧』しなければならない。

　それでも、彼女は微み塵じんも臆することなく悠然と君臨していた。

　何な故ぜならば。

　アスモデウスは、悪魔を名乗ることが許されている。

　それは古くから多くの『設定』が付与され続けてきた存在の名だ。

　その名を冠することにより、語り継がれてきた伝説上の存在と自身を同一視して「同等の力を再現する」ことを可能とする。

　それこそが、本名を奪われる真の理由──同一視再現フアクシミレ。

　従属特待生は自らの正体を作為的に誤認することで、歴史的価値のある文献や伝承によって担保されている存在の『権能』や『逸話』に基づいた現象ならば、観測を可能とする破格の《脅威アルス》を撒まき散らす。




「あたしは簒さん奪だつ者──【統べる王の指輪アニユラス】によって万物の存在意義を奪う悪魔よ」




　その手には、黄金に光り輝く小さな円環。

　まるで奇術師が衆人環視の中で「種も仕掛けもない」と謳うたうように。

　古代イスラエルの王が使役した『ソロモン王の七十二柱』──その三十二番目に紹介された悪魔の名を冠する少女は、白く華きや奢しやな指先で《脅威》を弄ぶ。





　　　　３



　依然として暴走者は、不規則な突風を撒き散らかしていた。

　必要なのは早急な終結。しかし行く手を阻むように、アスモデウスの周囲には二十人を超える《観測者アルテフエクス》たちが立ちはだかっていた。

　その最前列に立つ少女の手には氷の細剣。刃やいばは研ぎ澄まされたように鋭く光り、冷気を帯びている。暴風によって舞い上がった鉄製の看板が彼女へと迫ったが、険しい表情のまま一歩も動くことなく斬り落とす。

　他にも電撃を迸ほとばしらせる少女、周囲に舞った木の葉を停滞させている少女、念動力で自身を浮かせている少女など。その全員が少なくとも危害を加えるには十分な中位級『カテゴリ３』以上だと一目で解わかる。

　それでも、アスモデウスは特に危機感を抱かなかった。

「ほんとにバカね」

　蒼そう月げつの瞳に妖しい光を宿す。

「初撃を与える前から《脅威》を見せちゃうなんて……敵対者に手の内を晒さらして『どうぞ対策してください』てアピって、どうすんの？」

　返答はなく、一斉に《脅威》が放たれた。

　総勢二十名以上による集団暴走が、同時にアスモデウスへと殺到する。

　どう考えても蹂じゆう躙りんは確定だった。いくら高位級と云いえど、全方位からの波状攻撃を完璧に去いなすなんて不可能だ。

　すべての《脅威アルス》が当たるとは彼女たちも考えていないだろう。

　処理を追い付かせず、アスモデウスへと《脅威》を一つでも到達させれば、あとは連鎖的に叩たたき込む。二十人以上の同時観測による大洪水を狙っていた。

　だが、アスモデウスは一つの事実を知っていた。

「圧倒的な《脅威》は、緻密な戦術どころか戦略すらも無に還かえすのよ？」

　戦術なき衝動的な暴動が、戦略レベルの《脅威》を齎もたらす大量破壊兵器の前に立ち塞がるなど烏お滸こがましい。

　氷の細剣の切っ先はアスモデウスの整った顔へと迫り、木の葉のクナイは心臓目掛けて一直線。雷の狙撃が手足を捥もごうと迸ほとばしり、念動力に至っては見えざる手によって巨大な看板を叩き付けようと空から降り注ぐ。

　あと数センチ。その距離さえ詰めれば、一つでも当たれば致命傷。

　気迫は十分、足りないもの──格付けの差は殺意で補った。

　それでも悪魔はさして焦燥せず、

「【統べる王の指輪アニユラス】、典拠《小さな王の鍵ゲーテイア・序列四十三番：サヴノック》」

　大地に聳そびえ立つ防塞を表す『紋章ペンタクル』が浮かび上がり、『SABNOCK』の文字が刻まれた大きな円環は指輪の形に収束する。

　その円環が激しい光を放ちアスモデウスの指先へと填はまった。

　次の瞬間、

「【偽ギ典テン：おびたたしく大おおなゐ震ふること侍はべりき】」

　古典を読み上げるような畏かしこまった口調で、文言を唱える。

　その静かな詠唱とは裏腹に、地の底から唸うなり声を上げて煉れん瓦がが盛り上がった。

　アスモデウスの傍そばに「呼ばれたので頭を出しました」なんて気軽さで、土で固められた数十もの斜塔が豪快に飛び出る。高さはそれほどないが、背丈の三倍以上。そのいくつもの窓から、大砲の銃身のような円柱状の突起物が出現したかと思えば、

「全砲門開放・一斉掃射」

　すべての砲門から《脅威》が放たれる。

　大地が轟とどろき、頭蓋の大きさはあろう岩々の掃射が少女たちへと迫った。

「────ッ!?」

　一瞬でアスモデウスに迫った少女たち。

　それを一瞬よりも遥はるかに短い刹那の瞬間で迎撃した。

　氷の細剣を粉々に砕き、木葉のクナイを弾はじき、雷撃を爆散させ、巨大な看板を蜂の巣と化して跡形もなく消し飛ばす──武装解除。

「さらに──典拠、《小さな王の鍵・序列二十五番：グラシャ＝ラボラス》」

　指先から指輪が抜け落ちると同時に、大地の砦とりでも瓦解する。

　代わりに出現したのは『紋章ペンタクル』が収縮した、新たな指輪だった。

　その文字列は『GLASYA-LABOLAS』を刻む。アスモデウスの人差し指に吸い込まれるように巻き付くと、彼女の背中から驚くほど激しく白い光が溢あふれ出した。

「【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】」

　顕在したのは純白の翼。

　それは、悪魔のような禍まが々まがしい翼ではなく。

　とても幼稚で、安直に一対の、本当に稚拙な天使を思わせる白鷲わしの翼だった。

　それでいて──いや、だからこそ解わかりやすい力の象徴。両翼合わせて十メートルを超える巨大な純白の翼が力強く唸うなる。

　巻き起こされる烈風は、翼が空気を打つことによって発生した物理現象。奇襲を仕掛けてきた少女たちを一人残らず、足が届かない宙へと突き上げた。

　続けて、アスモデウスは翼を大きく広げ亜音速で上空へと舞い上がる。

　周囲の空気を巻き込んで飛ひ翔しようする悪魔と共に、少女たちの体たい躯くがさらに舞う。上も下も解らないレベルでもみくしゃにされる彼女たちに対し、純白の翼を携えた悪魔はさらに遥はるか上空。そこから一気に加速して急転直下──暴走者の真正面に着地する。

　まるで爆弾が炸さく裂れつしたかのような暴風が吹き荒れた。

　高速で落下したアスモデウスが纏まとった空気の層が下降気流となり、ダウンバーストを引き起こしたのだ。反旗を翻した総勢二十名の少女たちは、ノーバウンドでそのまま円形に並ぶブティックの窓を突き破り、店内へと吹っ飛ばされる。

　それは紛まぎれもなく一騎当千。

「あ……、あぁ……？」

　ただ一人だけ──暴走状態の少女だけが半開きの口で音を零こぼしていた。

　今、目の前で起こった現象が、あまりにも信じられなかった。

　絶句する他なかった。

　爆心地で純白の翼が天高く羽撃はばたいていた。自分を正義だと信じて疑わない天使が携えているような純白の翼は、見る者すべてを相対的に悪だと決め付けてしまう暴虐的な救世主さながらで、まさに《脅威アルス》以外の何物でもなかった。

　これだけでも恐ろしいことだが、紫し門もんはさらに我が目を疑う。

　何な故ぜなら、気絶している少女の身体からだにはカスリ傷一つなかったのだから。

　そう、あくまでも《脅威》は相手の観測を徹底的に潰つぶすだけに留とどめ、一度として直撃させることなく二次的な被害のみで『鎮圧』を終えてしまった。

（ダウンバーストで窓を破り、ガラスの破片すらも吹っ飛ばして、安全を確保した場所にこの子たちの身体を放り込んだのか？　誰も怪け我がさせないように二次的な被害すら調整したってことかよ……ッ）

　こんなものは、手加減なんてレベルではない。

　最初から計算し尽くした予定調和とさえ思える神業だ。

　結局のところ、暴走した『カテゴリ５』だろうが、二十対一だろうが、仮採用監理官との《接続アドホツク》で性能を絞らなければならない状況だろうが、アスモデウスにとっては幼児向きミニゲームを時間無制限の無敵バグでクリアするよりも退屈だったのだろう。

　それを証明するように、

「もう終わらせちゃって良いかしら？」

　悪魔の名を冠した少女が口にした言葉は、あまりにも残酷だった。

　自らの性能を魅せ付ける為ためだけにベンチマークを行うような気軽さで、規制機関の隷属は少女たちの本気を掃き捨てるだけのゴミのように扱った。

　これほど屈辱的なことはないだろう。

　これほど悔しいことはないだろう。

　これほど惨むごいことはないだろう。

「ぁ……、ぅぁ…………」

　褐色肌の女子高校生は言語でない音を口から零こぼす。

　その瞳に宿る感情は、恐れや怯おびえではなく──純然たる怒り。

　だからこそ、

「あアああァアああああァあぁぁあァあぁぁあぁあぁっっッッッッ!!」

　壊れた。

　言語機能を失ったような悲鳴をあげて、暴走状態の少女は《脅威アルス》を観測する。

　もしかしたら、タガが外れたのかもしれない。それまでの観測とは比べ物にならないほど強大な風の渦が巻き起こり、黒い暴風を撒まき散らかす。四方八方、三六〇度。全方向に対する無差別な《脅威》は、散乱していた物をことごとく舞い上がらせた。

　それらは凶器と化し、一つでも誰かに当たれば大惨事へと至る。

　しかも、さらに《脅威》の凶暴化は進む。転がされた二十人以上の無念に報いるように黒い暴風が虎となって、アスモデウスの華きや奢しやな身体からだをへし折るように牙を剥むく。

　完全に『カテゴリ５』の方量観測値を超過しているとしか思えない。なのに、周囲を見渡すと暴走者を憂えて見守る者や、従属特待生の観測を野や次じ馬うま根性丸出しで眺める者がおり、滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れ回る瓦が礫れきが一つでも直撃すれば悲惨な結果を齎もたらす。

「アスモデウス、全部撃ち落とせるか!?」

「るっさい。疑問形で命令しないで──あたしに不可能は存在しない」

　言葉と共に、天使の翼が木っ端微み塵じんに霧散した。

「【統べる王の指輪アニユラス】、典拠《天界軍九歌隊アンゲロス・第四聖歌隊を預かる熾天使セラフ：バラキエル》」

　空中に『紋章ペンタクル』が浮かび上がる。

　それが強烈な光を放つ指輪となって彼女の手に嵌はまった。

　刹那、アスモデウスの腰の辺り──コルセット背面の編み上げから火山が噴火するように三対の翼が噴き出す。

　そして詠うたう。

「【偽ギ典テン：Ars Almadel何故に罪深き者までも Salomonis〝SCORPIO〟救わねばならないのだ？】」

　反重力が如ごとくアスモデウスの身体からだが宙に浮かぶ。

　大きく広げた六枚の翼からは、幾千幾万もの羽が抜け落ちるように散布された。

　その羽は、一枚一枚が雷を帯びていた。その正確な数を、その場に居合わせた者は誰一人として主観的に把握出来なかった。なにせ六枚の翼からは、迸ほとばしるように羽が数十万単位で光の軌跡を残して放出され続けているのだから。

　万雷の嵐。

　凄すさまじい数の暴力だった。

　まるで恐れ慄おののくべき本数のホーミングレーザーを吐き出す光学兵器だった。

　バラキエルとは、七大天使の名だ。

　稲妻の天使として名を馳はせ、守護天使の首領を務める。

　そのバラキエルが従える守護天使と同じ数、四十九万六千にも及ぶ羽が飛び交う。
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　まさしく一枚一枚がそれぞれ自らの意志を持ったように、自由自在に軌道を描いて宙を舞う物体を次々に撃ち落としていく。空を埋め尽くし、空間を塗り潰つぶすほどの物量で万雷の嵐が縦横無尽に駆け巡る。

　その光景に、誰もが言葉を失った。絶望せずにはいられなかった。

　逆らおうと、抗あらがおうとすることすら馬鹿らしく思えるほどに──聖なる三対の翼を携えたアスモデウスの《脅威アルス》が、文字通り戦場を支配する。

　そんな空爆を掻かい潜くぐり突進する暴風の虎。

　対して、直上で天蓋を覆う万雷の嵐が一つの《脅威》として収束する。

　いと高き者が、地上の愚かなる人類へと下した裁きの雷──一億気圧にも達する爆縮で生じた核融合反応にも匹敵する天罰プラズマの照準は、自我を失って吠ほえ散らかす暴走者へと向けられていた。

　次の瞬間には直撃、決定的な敗北を暴走者へと齎もたらすだろう。

　だが、

「風系統なら、爆縮でプラズマの一つでも発生させる気概を示したらどうなの？」

　アスモデウスは微笑を浮かべて、それを棄却した。

　バラキエルの『紋章ペンタクル』から成る指輪は、呆あつ気けなく爆散する。

　ただ誇示するだけ。格の違いを思い知らせる為ためだけに《脅威》を起こし、あとはトリガーを引くだけで無力化することが可能であったにも拘かかわらず、ソロモン王の七十二柱に名を連ねる悪魔は放ほう擲てきしたのだ。

「舐なめプしてこそ、由緒正しき旧約聖書外典の魔神でしょ？」

　言葉と共に『紋章』が彼女を囲うように浮かび上がる。その外周には『ASMODAY』と刻まれ──まさしくそれこそ悪魔『アスモデウス』を示す印シギルであり、光り輝く黄金の円環に収縮すると同時、光の軌跡を残して『指輪』が上空へと消え去った。

　そして。

　ほどなくして。

　駛し走そうする暴風の虎に向かって、天空から毒々しいほど白い突つき槍やりが落ちた。

　白い突槍によって、暴風の虎は大地へと縫い付けられてしまう。不敵な笑みを浮かべて直立不動のアスモデウスが眼前どころか、あと少し顎を動かすだけで華きや奢しやな首を喰くい千切れそうだと云いうのに──もはや動きが停止する。

　それでもなんとか噛かみ付こうと、牙を立てようと、擦かすり傷の一つでも付けようと。

　暴風の虎が主あるじの想おもいに応えようと前足を踏ん張り、咆ほう哮こうと共にさらに迫る。

　おそらく観測の規模スケールなら『カテゴリ６』に届いていたかもしれない。

　それでも、

「これで終わりよ」

　白い突つき槍やりが、その姿を白い毒蛇へと変える。

　ゴゥガァアッ！と。

　無慈悲な爆音が炸さく裂れつして。

　白い毒蛇は、紙風船を引き千切るような気軽さで暴風の虎を噛かみ殺した。

「…………、……、────っ！」

　全身全霊を懸けた観測を打ち破られ、暴走状態にあった少女は声なき声で叫びながら冷たい路上へと倒れ込んだ。

　何も解わからず、判わからないまますべて終わった。

　正直な話、紫し門もんは最後の最後まで『設定』を理解出来なかった。

　知識が足りないのは百も承知だが、いくつもの《脅威アルス》を単騎で繰り出すメカニズムの片へん鱗りんすら掴つかめなかったのだ。

　ただ、紫門は確かに目撃する。

　こと切れて倒れる少女の指先から光が溢あふれ、それが円環となる光景を。

　そしてその小さな円環が、まるで見えない糸で吸い寄せられるようにアスモデウスの手中へと収まる現象を。

　それはまるで、少女から大切な『指輪』を奪う悪魔の姿だった。
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『保健委員会を向かわせますので被害状況をまとめておいて下さい』

　一方的な蹂じゆう躙りんが終わり、紫門の脳にヘカテの声が響く。

　先程まで猛威を振るっていた突風も暴風も、嘘うそのように静まり返っていたが、繁華街は爆破テロでも起こった現場みたく残骸が散らばっていた。

　紫門は被害状況を確認しながら、倒れた褐色肌の女子高校生へと近づく。特定因子解析研究所へ搬送する手配は済ませたが、寒空の下に放置するのも忍びない。せめてベンチの上にでも運んでやろうと思っての行動だった。

　だが、

『大変残念でしたね紫門仮採用監理官』

　などと言われたので、困惑を隠し切れなかった。

『おんぶですか。そうですか。そのまま誰の目も届かぬ密室で褐色ＪＫを余すことなく見放題触り放題ぶっかけ放題でしたか。そんな野望はヘカテが止めさせて頂きますのであしからず。えっへん』

「はぁ!?　ぶっかけってなんだよ!?　ふざけんな僕は変態か!?」

『ヘカテの目には気を失った小麦色に焼けたギャル系美少女の肌の触り心地を堪たん能のうしようとしている弩ど級きゆうの変態にしか映りませんけど間違いだったでしょうか。触り心地は最高だとヘカテは確信しています。艶つややかなもち肌体質ですからしゃぶり付きたくもなるでしょう。ですが監理官には理性も大変重要な要素です。ですから──』

　なんて与よ太た話をしている時のことだった。

「紫し門もんくん、生きてる？」

　声がした。

　振り返ってみると、そこには脱力系女子の琉る海みがいた。

　その横には、呑のん気きに手を振っている烽ほう火かまでいる。そう云いえば、烽火が大騒ぎしていたパフェ屋が近かったことを思い出す。

「どうした、野や次じ馬うま根性丸出しで見学しにでも来たのか？」

「しぃっちは人聞き悪いなぁ。たまたまパフェ食べてたらさ、近くで暴走者が出たって聞いたから。ちょっと様子見って感じ★」

「嘘うそ。紫門くんが『鎮圧』してるって聞いて、顔色変えてすっ飛んで行こうとしてた」

「ちょっ、るみちぃ!?　それ内緒にしとくって話だったじゃんかああっ!?」

「あれ、そうだっけ？　ごめん……あんま覚えてない。てへ」

「絶対わざとだよねぇ!?」

　殺伐とした広場が一気にかしましくなった。

　でも、そんな光景を眺めながら紫門の方も自然と笑ってしまう。

　彼女たち《観測者アルテフエクス》だって、ただの十代の少女たちだ。他人には出来ない手段で理想を叶かなえることが出来てしまえるだけの、ちょっと妄想癖が強い思春期の女の子。

　でも残念ながら、世界はそんな当たり前のことすら忘れてしまう。

　普通じゃない。理解の及ばない特殊能力をその身に宿す。ただそれだけの理由で世間から排斥し、絶海の孤島に隔離して、全寮制教育機関の呼称を楯たてに、彼女たちを二十四時間体制で研究検体として扱っている現実が今の世界だ。

　これは邪推かもしれないが、規制機関は《脅威アルス》のメカニズム解析を終えたら軍事転用して兵器として酷使しようとしているのかもしれない。

　だからこそ、紫門は憤りを覚えてしまう。

　幼おさな馴な染じみの少女との『約束』を果たすことが最優先だが、少なくとも自分が関わった少女たちには楽しく生きて欲しい。再会には多少遠回りになったとしても、絶対に無駄にはならないと確信しているから。

　そんな思いなど、きっと届いていないのだろう。

　二人のクラスメイトたちは、こちらに近付きながら馬鹿騒ぎをしている。どこにでもいる女子高校生のように。まるで集団暴走など最初から起こっていなかったかのように。

　そう、すべては終わった。

　なのに。

「ッ」

　紫し門もんの目に閃せん光こうが映った。

　それはダウンバーストで無力化されたはずの少女の仕業──破壊し尽くされたブティックの中から、朦もう朧ろうとした意識で挙げた指先からの狙撃だった。

　標的は、アスモデウス……のはずだった。

　しかし不幸なことに、その射線を塞ぐように琉る海みが立ってしまう。

　そして琉海本人は烽ほう火かとの話に夢中で《脅威アルス》に気付かず、その無防備な背中に向かって雷の狙撃が容赦なく突き進む。

　だからこそ身体からだが動く。

　琉海に飛びかかって突き飛ばした次の瞬間。

　紫門詠えい哉やの全身を、凄すさまじい音と共に雷の狙撃が撃ち抜いていた。

　そこから先の記憶は曖昧となる。霞かすむ視界の中で、誰かが悲鳴に近い声で紫門の名前を叫んでいた気がした。
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　目を覚ましたのは、ベッドの上だった。

　視界に広がる殺風景なほど白い天井を紫門は見上げて、

「────ッ」

　一瞬、思い出したくない記憶が蘇よみがえる。

　命に代えても守りたかった、失いたくないものを失った喪失感。

　あれは六年前。まだ世界が未知で溢あふれていた頃──幼おさな馴な染じみの少女が《観測者アルテフエクス》として覚醒してしまい、大惨事を引き起こした現場に彼は居合わせてしまった。

　直後のことだった。悍おぞましい被害を齎もたらした少女を『保護』しに来たと言い張る男が登場したかと思えば、次に目を覚ましたのは病院のベッドの上で、誰よりも大切に思っていた少女は統轄学院に『入学』させられていた。

　どれほど後悔したことか。

　どれほど自らの無力を呪ったことか。

　あの日、あの瞬間──あれ以降、少女とは未いまだに離別したままなのだから。

　でも、

「紫門くん……っ！」

　今回は違った。間に合った。

　その涙声を聞いて、ようやく紫門は安あん堵どする。どうやら特定因子解析研究所の保健室に寝かしつけられているらしい。負傷しても守りたかった子は、涙で顔をくしゃくしゃにしながら、ベッドの傍そばで手を握ってくれていた。

「良かった……琉る海みが無事で」

「良くない……っ！」

　紫し門もんが安あん堵どから吐露した言葉を、真っ向から否定する声が響く。

　大粒の涙が零こぼれ落ちる瞳を向けられ、胸倉を掴つかまれる。そんな珍しく感情を顕あらわにして訴えかけてくる琉海の姿を見たら、苦笑いを浮かべることしか出来なかった。

「心配した……とっても」

「大おお袈げ裟さだな、あんなの少し強いスタンガンじゃないか」

「全然少しじゃない。心臓だって一瞬止まっていた、もう戻ってこないかもって」

　きっと伝えたいことが山ほどあるのだろう。言葉が溢あふれ過ぎて、何から伝えたら良いのか整理出来ず琉海自身もパニックを引き起こしていた。

　だから紫門は慌てる琉海を遮って、もう一度繰り返す。

「琉海が無事で良かった……」

「しぃっち」

　反対側からは刺とげ々とげしい烽ほう火かの声。

　泣き腫らす琉海とは対照的な態度だった。徹底的に見下す、絶対零度のような眼まな差ざしが向けられている。

「もうあんな無む茶ちやはしないで」

　短い言葉に、すべてが凝縮していた。

　たとえ誰かを助ける為ためだったとは云いえ《脅威アルス》をその身で受けるなど、いくらなんでも危険が過ぎる愚行極まりない、と。下手をすれば本当に、なんの冗談でもなく文字通りの意味で死んでいたかもしれないのだから。

　しかし、

「その約束は出来ないな」

　紫門は、意図を間違いなく汲くんだからこそ受け入れなかった。

「目の前で不幸になろうとしている子がいて、手を伸ばせば届くのに見過ごして、平気な顔をして忘れるなんてこと……僕には絶対に無理だよ」

　そんな吐露に、烽火は暫しばらく黙ってしまう。

　ルビーのような赤い瞳に映る紫門の表情は、絶対に揺るがない。だからこそ、自分の願いが届かないことなど、聡そう明めいな彼女は最初から理解していたのだろう。

「だよね。しぃっちは、そう云うことを言っちゃう人だよね……。でも、これだけは覚えておいて欲しいな。誰かと自分を天てん秤びんに掛けて、間違いなく自分以外を優先しちゃう──そんな究極のお人ひと好よしのことを心配して待っている人がいるってことを」

　まるで心配させた仕返しと言わんばかりに。

　烽火はベッドに腰掛けて、そのまま紫門へと体たい躯くを預けるように寄りかかる。

「おいこら。こちとら一応、怪け我が人だぞ」

「これは罰だよ、しぃっち」

　抗議など完全に聞き流した烽ほう火かが、耳元で囁ささやく。

　反対側には、泣き腫らした目であざとい表情を浮かべる琉る海み。

「いけない子には……、お仕置き。必要」

　両サイドから異なる声質で囁かれて、背筋に擽くすぐったさを感じていた紫し門もんだったが、齎もたらされた言葉は実に彼女たちらしい形でハモる。

「「パフェ食べたい」」

「結　局　そ　れ　か　ッ　！」
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　空はすっかり暗くなっていた。

　ずっと傍そばにいてくれた烽火と琉海を学生寮まで送った紫門は、寮まで帰ると灯あかりも点つけずに窓際に佇たたずんでいた。

　その部屋は、高校生が一人で暮らすには十分な広さと家具が揃そろっている。

　もともとは監理官に用意された宿舎だ。学生寮と呼ぶより、単身用マンションの一室と云いった方が相応ふさわしいかもしれない。

　仮採用監理官は、そんな空室だらけの宿舎に住んでいた。

　まさか女子校と化している学院島に点在している学生寮のどこかに転がり込む訳にもいかないので、妥当な処遇だろう。

　闇夜に染まる学院島を眺めながら、紫門は静かに呟つぶやく。

「……ちくしょう、一体どこにいるんだ君は」

　その相手は幼おさな馴な染じみの少女。

　規制機関は《観測者アルテフエクス》を識別番号で管理し、外界と隔離している。

　外部からいくら調べようとしたところで、本名が載っている生徒名簿なんて公開されている訳もない。

　だから、紫門詠えい哉やは仮採用監理官として統轄学院に潜り込んだ。

　名前で呼び合っているコミュニティ──《観測者》たちの学まなび舎やに侵入し、見つけ出そうとした。あるいは権限を使って生徒名簿なり学外活動の記録を遡り、探し続けた少女に関する情報を掴つかもうとした。

　学院島内ですれ違えば、一目でお互いが判わかると信じていたのだから。

　しかし、そこには大きな誤算があった。運命の相手と偶然ばったり再会するなんて、御お伽とぎ噺ばなしの世界だけの話。現実はそんなに甘くない。

　しかも規制機関は想像以上に秘密主義を貫く組織で、各人に与えるアクセス権で閲覧可能な情報を徹底的に絞っていた。本名が登録されているデータベースなど、仮採用風情では閲覧不能だったのだ。

　なので残された方法は、ただ一つ。

　監理官として出世し、高次階層へのアクセス権限を取得する。

　すべての在校生の本名から素性までを知ることが可能な立場──ただの監理官では足りない、その権限を持つのは『監理課』のトップたる首席監理官だ。

　つまり狙うべきは時雨しぐれの席。

　その為ためだけに、紫し門もんは優秀な成績を修め続ける。

　勉学に励み、評定平均を上げ、情報開示権限を取得して、必ずや見つけ出す。

　六年前に《脅威アルス》として規制機関に拐さらわれてしまった少女。その、たった一人の少女と再会する為ならば、たとえ世界のすべてを敵に回したとしても構わない、と紫門詠えい哉やは本気で思う。

　だからこそ、悪魔の名を冠する少女の懐柔を超個人的な理由で目もく論ろむ。

　規制機関に大切な本名を奪われてしまった少女が、どうして自らを『簒さん奪だつ者』と称するに至ったのか──先まずはその謎を暴き立てようじゃないか。
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　同時刻。

　アスモデウスは学生寮のベッドに寝転んでいた。

「とってもつかれた……」

　天井を仰ぐように倒れ込み、四肢は力なく投げ出されている。

　ベッドは二つあるが、一つは衣類と書類が山積みの物置場と化していた。

　学生寮は監理官の宿舎と違い、二人部屋になっている。だが、従属特待生と好き好んで同じ部屋で暮らしたがる生徒などいない。

　従属特待生は閉鎖された学院島で孤立していた。

　本来ならば同胞であるはずの《観測者アルテフエクス》から疎まれ、避けられる。

　そんな生活を統轄学院に強制連行されてからずっと続けていれば、心が死んで当然だった。正気を失わない方がおかしい。性格が凶暴になる子もいれば、思考が憎悪に侵されて言動が激しくなる子もいる。人格破綻者になる子すらいた。

　そんな荊いばらの道を選んでも脅威対策委員会に在籍する理由は、ただ一つ。

　どんな代償を払ったとしても、欲する『権利』が彼女たちにはあるのだ。アスモデウスも、その一人だった。

「紫門詠哉……か」

　手にはハンカチが握られていた。バベルの塔で鯛たい焼やきテロを起こされ涙目を晒さらしてしまった際に渡された忌まわしき記憶を思い出しつつ、

「ただの鯛たい焼やきオモシロ芸人のくせに……バカじゃないの？」

　雷の狙撃が放たれた直後、彼は身を呈して学院生徒を守った。

　その反応速度から鑑みるに、おそらく身体からだが勝手に動いていたに違いない。あれは確か彼のクラスメイトだった気がするが、それにしても無む茶ちやが過ぎると思う。

「……少しだけ、ほんとにちょっと危なかった」

　アスモデウスは『指輪』を填はめて《脅威アルス》を観測する《観測者アルテフエクス》である。

　門外不出の極秘事項だが、プロセスを経て《脅威》を観測する以上、『指輪』を填める前は完全に無防備であり、奇襲を許してしまう弱点が存在する。

　あの時、アスモデウスは『指輪』を填めていなかった。

　つまり、あの場で雷撃から学院生徒を守れたのは、紫し門もんだけだった。

　偶然にも知り合いが流れ弾の被害者になりそうだったから、彼は動いたのだろう。

　しかし元の標的は、間違いなくアスモデウス。あの生徒がいなければ、直撃を受けて倒れていたのは自分かもしれない。

　それとも彼は、同じように身を呈してくれたのだろうか。

　いいや……そんなことをしてくれるはずがない、と首を横に振る。

「でも、結果的に守られちゃったわね。そんな意図はなかったと思うけど……」

　モヤモヤした気持ちで手にしたＰＤＡに映し出されたのは、何な故ぜか《仮契約》を結ばされた──紫門詠えい哉やの生徒データ。彼はアスモデウスの生徒データを閲覧出来ないが、アスモデウスには彼の成績情報どころか入試資料にすらアクセス権が与えられていた。

　そこには愚直にも、

「すべての《脅威》で苦しむ少女に寄り添う監理官を目指します……？」

　と、記されているではないか。

　こんな記入例みたいな志望動機を臆することなく書ける神経を疑う。テンプレからコピペするにしても、もう少しオリジナル要素を加えて捻ひねるだろうに。

　そして彼の経歴を眺めて、言葉を失った。

「…………え。あいつ『宇う都つの宮みや事変』の被害者なの？」

　既に六年が経過した災厄。

　たった一人の少女の覚醒が招いたとされる惨劇。

　民法では、不在者が七年間消息不明なら死亡と看み做なすが、これが戦争や災害、海難事故や墜落事故などの生存が絶望的な場合に於おいては、一年で失踪宣告として成立し法的に死亡が確定する。

　詳しく調べるまでもなく、紫門詠哉の家族構成欄には生存者がいなかった。

「何よ……《脅威》で酷ひどい目に遭ったのに、それでも《観測者》に肩入れするなんて……なんなのあいつ……、ほんとに……お人ひと好よしが過ぎるわよ……」

　妙な懐かしさをアスモデウスは漠然と感じていた。所謂いわゆるクラスの人気者。成績は良好だし、人格的問題も見当たらず。統轄学院に囚とらわれる少女たちのことを第一に考え、嘘が仰天するレベルで下手。理想的な人格者なのは間違いなかった。

　だが、

「あの人には五千兆億万倍も劣るけどね」

　そう呟つぶやく姿は紛まぎれもなく少女だった。仰々しい悪魔の名など似合わないほど、ごく普通の幸せに満ち溢あふれた屈託のない笑みを浮かべる女子中学生だった。

「まだかな」

　その瞳が潤む。

　いつだって、頭の中には理想が棲すみついていた。

　悪魔の名を冠した少女は、クッションを抱きかかえる。小さな体たい躯くで、か細い四肢で包み込むように、顔を埋うずめて小さく一言。

「早く逢あいたいよ」
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　翌日。

　もはや恒例行事と化した煌こう焚たき烽ほう火かの爆音を受けて目を覚まし、登校するなりあざと可愛かわいい沖おき泉いずみ琉る海みに揶揄からかわれ、授業では時雨しぐれからの厳しくも期待を込められた質問を捌さばき、ようやく訪れた四時限目終了を告げるチャイムの音。

　そこには、どっと疲れた仮採用監理官──紫し門もん詠えい哉やがいた。

「やっほー、しぃっち元気なさそうだねー？」

「最近わりと遅くまで起きて色々やっているからね。おかげで寝不足なんだ……」

「おっとー？　それはアレかなー？　アレですかなー？　愛いとしの烽火様に添い寝して欲しいフラグって捉えちゃっておっけーな感じ？」

「それは遠慮しておくよ、失敬」

　一刀両断する紫門に、烽火が「なんですとっ！　このこのっ、よくも烽火様の純情を弄んだなっ！」などと、他人が聞きでもしたら誤解しか与えないようなトンデモ台詞せりふを垂れ流し、さらには琉海が「ちょっぷ……っ」と紫門に制裁を下す。

「そんなに眠いなら寝ちゃえばいいのに、授業中」

「イケナイ子だね琉る海みは。予習で備えて、授業中には板書と疑問点の解消。帰宅したら復習する完璧なサイクルを崩す訳にはいかないだろう？」

「しぃっちって、たまに残念なことキメ顔で言うよねー……」

　などと騒いでいると、

「沖おき泉いずみ。話がある。教務棟に来い」

　クラス担任の時雨しぐれが、琉海を名指しで呼ぶ。

　彼は高等部一年Ａ組に在籍する生徒の監督・管理を任されているので、誰かを呼び出すことは珍しくない。なので琉海も「ちょっと怒られてくるかも？」などと冗談ぽく舌をぺろっと出し、教室を出て行ってしまった。

「んー、なんか最近よく時雨に呼び出されるよね、るみちぃ」

「そうか？　もうすぐ学期末試験だから、観測に関する個人面談か何かだろ？」

「だって時雨って、一般生徒を従属特待生にさせまくった功績で今の地位を手に入れたって噂うわさじゃん？　それってつまるとこ、幼気いたいけな少女を隷属させるプロフェッショナルってことじゃんか。なんか心配と云いうか……」

「それなら、先に『カテゴリ５』の烽ほう火かに声をかけると思うけれども」

「や。烽火様が規制機関の隷属に成り下がる訳ないじゃん。望んだら自力で掴つかむ、叶かなわないのならば身の丈に合ってない。ただそれだけのことなんだしさ」

「……、烽火らしいな」

「ま、しぃっちが心配してないなら大丈夫っしょ★」

　不安そうな表情が一転、けろっと烽火は笑顔を見せる。

　だが、その内心で紫し門もんも怪しんでいた。実際、時雨には黒い噂がある。三十と云う若さで首席監理官の地位まで登り詰めた前例が他にないことから、裏で相当エゲツない悪行を働いたイメージがどうしても付き纏まとう──が、火のないところに煙は立たない。

「一つ訊ききたいことがあるんだけれども、いいかな？」

「もちろんどうぞー、喜んで。烽火様に答えられることなら★」

　咲き誇る花畑を見つけた少女のように、烽火はクルクルと回り出す。だから紫門としても遠慮なく、お言葉に甘えることにした。

「アスモデウスについてなんだ」

　その単語で、教室の空気が凍り付く。

　それまで元気に動き回っていた烽火ですら、両手を虚空に浮かべたまま困惑した表情を浮かべていた。

「どうしてかな……？　どうしてここで、あの悪魔なのかな……？」

「僕は今、アスモデウスと《仮契約》している。ちょっと性格はキツいけれども、それでも関わったからにはさ……解ける誤解なら解いてあげたいじゃないか」

「……誤解？　しぃっちこそ、なんか誤解してない？　あの子が可哀かわい想そうに見えたの？　みんなに嫌われているから悲劇のヒロインに見えちゃった感じ？　だとしたら、それこそ誤解どころか見当違いの的外れだよ。全然違うから」

　紫し門もんの言葉に、少しだけムッとして烽ほう火かが言葉を返す。

　人知れず紫門の口角がわずかに上がった。相手に情報を語らすには、敢あえて真っ向から誤った反対意見をぶつける。何な故ぜなら人間は肯定よりも否定をしたがるのだから。

　案の定、烽火は怒ったように語り出す。

「あいつだけは絶対に赦ゆるせないって子、いっぱいいると思うよ？」

「それは凄すごい嫌われようだな」

「だって──」

　ここで言い淀よどむ。

　だが、語ってしまった以上は引き下がれないと悟ったのか。

　烽火は紫門の肩を指先でちょんちょんと叩たたく。首を傾かしげる紫門に対して至近距離で手招きし、口元で小さなメガホンを作って見せた。耳を貸せってことらしい。

「──あいつ、他の子の『設定』をパクるんだよ」
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「紫門くん、難しい顔してる。ちょっぷ。てい、ていっ」

「……なんでここにいるんだ？」

　何故か、隣の席には沖おき泉いずみ琉る海みが座っていた。

　ここは図書館。アスモデウスには「補習だから今日は別行動」と嘘うその連絡を入れ、文献漁あさりに引き篭こもっていたのだが……予想外の人物と鉢合わせしてしまった。

　その理由を琉海が語る。

「紫門くん、烽火ちゃんにアスモデウスのこと訊きいた」

　なんで私には訊いてくれなかったの、とでも言いたそうな瞳だった。

　ちょっとだけむすっとしているようにも見える。普段は感情の起伏がないに等しい琉海なので不思議に思っていると、

「これでも魔術や占星術、オカルト方面なら烽火ちゃんよりも詳しい……っ！」

　琥こ珀はく色いろの瞳をキラキラさせながらアピールされてしまった。

「そもそも烽火ちゃんに訊くのは間違い。超科学の曲解や旧ソ連時代の超能力開発を下地に『設定』を構築しているから。聖書や悪魔学は専門外」

「……琉海の方が得意分野ってことか？」

「いぐざくとりー」

　コクコクと頷うなずく琉海。

　まるで、こっちの事情をすべて知っているかのような澄んだ瞳で言う。

「紫し門もんくんはアスモデウスの『設定』を調べようにも、アクセス権限がない。でも、それはあくまでも脅威対策委員会の《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番》に関するデータ。従属特待生の情報が閲覧出来ないなら、図書館ここで伝説上の悪魔『アスモデウス』のことを調べようとするのは明白。違う？」

「すごいな、全部お見通しってことか……」

　その察しの良さには、素直に脱帽してしまう。

　烽ほう火かから訊きいたアスモデウスの『設定』に関する噂うわさ。衝撃的な内容だったが、不思議と驚かなかった。本来ならば《脅威アルス》は固有で、他人の『設定』を盗むなど一人一系統の原則から不可能に近いのだが、それでも彼女は「風」やら「火」やら「雷」などを自在に観測していたのだから。

　あの《脅威》が、すべて他人の『設定』をパクったものだとしたら。

　詠唱の命名法則に一貫性がないこと──オリジナルの固有名詞や命令文、古典からの引用を思わせる一節。他にもダジャレ、ラテン語。同じ人物が考えたとは思えないレベルで起こっていたセンスのブレにも説明がつく。

　そんな破格の《脅威》は、同一視再現フアクシミレによって為なせる技だ。

　であれば必ず伝説上の存在に因ちなむ。かの悪魔『アスモデウス』が登場する書物を読み漁あされば、時雨しぐれが監修した『設定』の片へん鱗りんを掴つかめると思った訳である。

　単刀直入に琉る海みが、いつもの棒読みで尋ねてきた。

「ずばり紫門くんは、どんな観測だと思ってる？」

「おそらくは、コピー系の能力。でも情けない話、図書館に来れば《観測者アルテフエクス》が好みそうな資料が蔵書されているから、何か解わかるかと思ったんだけれども……」

　あまりにもガチ過ぎる。

　翻訳者の解釈がノイズとなる和訳されたものではなく、ここには著者の真意が汲くみ取りやすいように聖書や黙示録、悪魔の辞典──すべての蔵書が原書なのだ。

　つまり、

「旧約聖書ヘブライ語なんか読めるか……ッ！」

「だと思った。しょうがないから手伝ってあげる。私と烽火ちゃんが」

　琉海が嬉うれしそうに言うと、紫門の真横に幾つもの書物が山のように置かれた。

　驚いて目を向ければ、問題児の烽ほう火かが立っていた。相変わらず着崩した制服から肌の露出が激しい。きちんと制服をお手本のように着ている琉海の隣で、烽火は少しだけバツの悪そうな表情を浮かべている。

「でも、どうして？」

「しぃっちがいなくなっちゃ、やだから」

　単純な問いかけには、実に単純な答えが返ってきた。

「監理官になって烽ほう火か様のこと、ずーっと面倒見て欲しいからね★」
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「これが魔道書『ゲーティア』」

　琉海の華きや奢しやな手が禍まが々まがしい書物を掲げる。

「旧約聖書に登場する『賢王ソロモンが使役したとされる七十二柱』の解説本。従属特待生は、自分を伝説上の存在だと誤認するから強い。統轄学院ごとに称号の出典が分けられていて、関東の脅威対策委員会《小さな王の鍵ゲーテイア》は──」

「主に『ソロモン王の七十二柱』が引用されている。この見るからに古めかしい本が、アスモデウスの『設定』の元ネタってことか」

　小動物のように、コクコクと琉海が小さく頷うなずく。

　つまり、これを紐ひも解とけば時雨しぐれが監修したアスモデウスの『設定』に迫る。

　どうして規制機関に本名を奪われた少女が『簒さん奪だつ者』を自称するのか──その謎についても『設定』は重要な手掛かりになるはずだ。

「アスモデウスは魔道書『ゲーティア』で三十二番目に紹介された悪魔。東方の悪魔軍を率いる大いなる王として名高い。源流はゾロアスター教の激怒と欲の『魔神』とされ、敬意を払ってヨイショすれば命令に従ってくれる。因ちなみに元天界の民で、敵対する前の天使階級は第二位の『智天使』だったとか……つまり堕天使、カッコイイ」

[image: ]

　ぐっ、と琉る海みが魔道書『ゲーティア』を掲げていた。

　普段通りの無表情だが、心なしか誇らしげで楽しそうだった。

「主な『権能』は、召喚者に秘宝の在あり処かを示したり、幾何学をはじめとしたあらゆる知識を授けたり。今風に言えば学問の神様かな──悪魔だけど。毒蛇の尾、そして手には軍旗と槍やりを持って、地獄の竜に跨またがり口から火を噴く。叡えい智ちを極めし者」

「褒めとけば調子に乗るのと、元々は激怒の魔神って『設定』はイメージ通りだな。すぐ怒るし。残りは、まぁ……どなた様ですかレベルなのはさておいて」

「あくまでも出典は『設定』の補ほ填てん。だから人格と一致しなくても不思議じゃない」

　紫し門もんの目が遠くなる。あの鯛たい焼やき如ごときに奇声を発したり、ココア缶を美お味いしそうに飲んだりする少女が「大いなる王」だの「叡智を極めし者」だの囲まれて賞賛されている現場に遭遇などしようものなら、腹筋を痛めるほど笑い転げてしまいかねない。

「魔道書『ゲーティア』に載っている悪魔『アスモデウス』については琉海のおかげで少し解わかったけれども。脅威対策委員会のメンバーは、対策防止として他の出典も絡めて同一視再現フアクシミレを行っているんだよな？」

「任せて」

　こほん、と可愛かわいらしく手を当てて咳せき払ばらいをして。

　琉海の視線が烽ほう火かの手元──別の分厚い書物へと移った。

「旧約聖書外伝『トビト記』。悪魔『アスモデウス』が美少女サラに憑ひよう依いして、人を殺しちゃう……てのを七回繰り返すエピソード」

「とんでもない内容だな……」

「だって悪魔だから。でも人間に化けた大天使『ラファエル』の知恵によって撃退、最終的にはエジプト奥地の洞窟に幽閉エンド。めでたし、めでたし」

　自称・オカルト専門の琉海によると、この二つが有名な出典らしい。

「でも困った。この二つの出典には、紫門くんが予想したコピー能力を彷ほう彿ふつさせる『権能』ないし『逸話』は存在しない」

　申し訳なさそうに項垂うなだれる琉海だったが、紫門は落胆しない。

　アスモデウスは、あの時雨しぐれが『設定』を監修した悪魔だ。そう簡単に対策を講じられてしまうような愚直な同一視再現を行っていないことなど織り込み済み。

　はいはーい、と専門外なので黙っていた烽火が手を挙げる。

「なんでも良いから思い出せることないの？」

　まるで刑事モノみたいな台詞せりふだった。

　だが、手掛かりがなければ探偵役は推論を構築出来ない。

　あくまでも同一視再現フアクシミレは、元ネタが存在しなければ成立しない。だから悪魔『アスモデウス』に相手の力をコピーする類の能力がなければ、アスモデウスの《脅威アルス》はまったく別の方向──コピーとは異なる可能性を考慮する必要も出てきた。

「魔道書『ゲーティア』なら紫し門もんくんでも読めるかも？　これは大英帝国の魔術師アレイスター・クロウリーが『俺すげえ魔術古写本を英訳したから読んでみ？』てドヤ顔で発表したものだから」

　その三十二番目に『アスモデウス』の名はあった。

「あれ？」

　ふと、そこで思い出す。

「そういえば、アスモデウスは詠唱してたんだよ」

　別にそれ自体は珍しいことではない。観測の補強材料として任意の文言を唱える者もいれば、特に理由なく「格好良いから」で唱える者だっている。

　だが。

「この七番目の『アモン』て、確かアスモデウスが唱えていたぞ？　そして多分、十四番目の『レラジェ』も言っていた気がする。あと二十五番目の『グラシャ＝ラボラス』て奴やつの他にも、四十三番目の『サヴノック』とかも。それに、そう──」

　言いながら、もう一つ思い出す。

「……あと『指輪』だ」

　アスモデウスの《脅威》は、観測される際に決まって黄金に光り輝く小さな円環が指先に填はめられていた。

「この悪魔たちの名前を唱えると、必ず『指輪』が出現していたんだよ」

「それ、すごいヒント」

　真っ先に食いついたのは琉る海みだ。魔術専門と謳うたっただけはある。

「アスモデウスの『逸話』には『指輪』が絡むエピソードがいくつか存在する」

　ジグソーパズルのピースを組み立てるように、

「『賢王ソロモンの指輪』」

　分厚い書物の一ページを机に広げて興奮気味に呟つぶやく。

「悪魔でありながら召喚者を欺いた──賢王ソロモンに反旗を翻したエピソード。そもそも賢王とは云いえ、人の子である彼が七十二柱もの悪魔を使役出来たのは、神から授かった『指輪』のおかげ。アスモデウスは、その『指輪』を賢王ソロモンから奪った。そうして一時的に悪魔の王として君臨を果たす」

「なるほど。アスモデウスは、ソロモン王から『指輪』を奪って王になった。だからソロモン王の『指輪』を観測することで、彼が使役していた悪魔の力を自在に使える。つまりその『称号』を持つ従属特待生の《脅威》を行える──とでも言いたいのか？」

　突拍子もない話だった。もしも他人の『設定』に基づく《脅威アルス》を自在に観測してしまう存在がいたとしたら……とんでもないチートに等しい。

「……残念だけど違うと思う」

　せっかく琉る海みが立ててくれた仮説だったが、紫し門もんは否定する。

「どうして？」

「七大天使『バラキエル』」

　背中に三対の翼を広げて四十九万もの雷を招来した現象を思い出しながら、

「アスモデウスは、悪魔だけじゃなく、天使の『指輪』も出現させていたんだよ。どんな天使なのか詳しくは知らないけれども」

　もしも仮説が正しいならば。

　アスモデウスが自在に使える《観測》は、ソロモン王が使役した七十二柱の悪魔の『称号』を持つ従属特待生のものでなければならない。

「んとさ。バラキエルって、別名で『ソロモン王の七十二柱』にいたりしない？」

　烽ほう火からしい鋭い指摘だった。

　紫門も詳しくは知らないが伝説上の存在と云いうのは、異なる時代や文化圏で解釈を行う際に誤訳や整合性を保つ為ために、混同が起こってしまうこともあるらしい。

　それこそ古代ローマ人がギリシアの影響を受け、古来より続いた独自の神話に「ギリシア的解釈」を施して、一つの神話体系として編へん纂さんすることで『ローマ神話』を創ったように。斯かくして、元々は異なるはずの『ギリシア神話』と同系統の『権能』や、酷似どころか共通する『逸話』を持つ神々ばかりが登場する神話となった。

　しかし琉海は首を横に振った。

「バラキエルは『第三エノク書』に登場する七大天使の一体。『第一エノク書』の堕天使バラクエルと同一存在だって説もあるけど、賢王ソロモンが使役した七十二柱の悪魔とは無関係。だから『指輪』を奪ったエピソードを転用して脅威対策委員会《小さな王の鍵ゲーテイア》に属する従属特待生の『設定』を自在に使う仮説は破綻する。残念……」

　そして、琉海の仮説では集団暴走に至った理由──アスモデウスが自らを『簒さん奪だつ者』と称することに合理的な説明が付かない。あの場にいた彼女たちは、悪魔の名を冠していない一般生徒だったのだから。

「うーん」

　流石さすがの烽火も頭を抱えていた。

「ちなみに、ソロモン王から奪った『指輪』ってどうなったんだ？」

「海で捕まえた魚の内臓から出てきた」

「…………はぁ？」

　あまりに琉海が平然と言うものだから聞き流しそうになったが、その結末に紫門は普通に驚いた。控えめに云いって意味が解わからない。

「海にアスモデウスが『指輪』を捨てたのが運の尽き。力を失った賢王ソロモンが意気消沈で魚を食べていたら、出てきちゃいました……みたいな。海の中に沈んだ『指輪』が手元に戻って賢王ソロモン復活万歳エピソード。面白い？」

「なんで海に捨てちゃったんだよ……」

「何それ笑える。そりゃ海がトラウマになっちゃうかも？　だって極端な話、盗んだ『指輪』を海に捨てちゃったから叛はん逆ぎやくは失敗しちゃった感じでしょ？」

　机に突っ伏し、立てた書物を睨にらみながら烽ほう火かがブツブツ。

「同一視再現フアクシミレって『逸話』で語られた弱点とかも引き継いじゃうって噂うわさじゃん？」

　それはイタズラを思いついた少女のような笑み。

「もしかして、泳げなかったりして」

　と、そこへ。




「失礼ね。泳げるわよ。足が付く場所なら」




　そこには、いた。

　悪魔の名を冠した少女が。
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　ぞわり、と。

　背筋に悪寒を覚えながら、紫し門もんは言葉を失っていた。

　一緒にいた烽火や琉る海みも同じらしく、パンク過ぎる赤ずきんの格好をした少女を目の当たりにして表情を強こわ張ばらせていた。

「なんの話かと思えば、随分と面白そうなことしてるわね？」

　そんな視線を一身に受けながら悪魔の名を冠した少女──アスモデウスは、あまりにも簡単な問題を解く優等生のように呟つぶやく。

「おかしいでしょ。学年首席サマが補習に引っかかるわけないじゃん。で、変だと思いながら【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】で探してみたら、ナニコレ。図書館で女の子とイチャ付きながらあたしの『設定』を暴こうとしてたってこと？」

　その背中には、天使のような純白の翼があった。

　二次的な被害のダウンバーストを引き起こす印象が強いが、新しん宿じゆくでの『保護』では常に観測していたことから察するに、どうやらお気に入りの《脅威アルス》らしい。

「その翼、レーダーだったんだな？」

「どちらかと云いえばソナーね。オリジナルの原典では音波を出して、その反響で空間を把握するグリフォンの翼って『設定』で運用していたし」

「原典では……？」

「いるのよ。あたしのことを倒そうと対策する連中は腐るほど」

　紫し門もんが発した疑問の声を完全に無視した上で、まるで数でも数えるかのような気軽さでアスモデウスは嘲笑を浮かべる。

「でも、大抵は『原理不明の模倣』で考察放棄しちゃうの」

　それは紫門も辿たどり着いた答えだった。原理は解わからないが、他人の『設定』を運用しているとしか思えない。

　だが。

「バカじゃないの？」

　紫門の仮説を根底からアスモデウスが砕く。

「仮にも『カテゴリ６』のあたしの《脅威アルス》が、劣化模倣な訳ないでしょ」

　それは、意味など微み塵じんも解らないが、とてつもなく侮辱的な宣言のように思えた。

「この【刺客なき反響翼アンチキル・エコー】だってそう。音響によって死角をなくしているから、こんな名前をしているらしいけど。あたしなら出典の魔道書に記載されている通り、悪魔『グラシャ＝ラボラス』の力──つまり権能『未来と過去を見通す』を再現可能よ」

「どう云いうことだよ……」

「不本意とは云え《仮契約》している相手に、隠れてコソコソ探られた挙句、勘違いされたままだと流石さすがに癪しやくだし──あたしの《脅威》は『設定』がバレたところで対策されてしまうほど雑ざ喉こじゃないから、別に教えてあげるけど」

　秘匿することが大前提の『設定』を、彼女は平然と口にした。




「あたしの同一視再現フアクシミレは『相手の大切なものを奪う』現象を観測する」




　絶句しかなかった。

　それは、あまりにも悍おぞましかった。

　烽ほう火かや琉る海みは当然、紫門でさえ、この時ばかりは少女が本物の悪魔に見えた。

「かの悪魔『アスモデウス』は、ソロモン王から『指輪』を奪った。それは、ソロモン王にとってどんなものだった？　そうよね、ソロモン王が大切にしていた『指輪』を奪ったエピソードでしょ？」

　これで、はっきりした。

　アスモデウスは『指輪の簒さん奪だつ者』だ。

　そこから同一視再現された《脅威》は疑いようがない。

　大切な『設定』を考案者たる原典から奪って、偽ギ典テンとして自らが観測してしまう。

　これがどんなに残酷な意味を持つことか。すべての《観測者アルテフエクス》にとって『設定』は存在意義そのものと云いっても過言ではない。

　それを、この悪魔の名を冠した少女は奪うと云うのだ。

「赦ゆるせない……」

　言葉を紡いだのは烽ほう火かだった。

「他の子の『設定』をパクるなんて……ッ！」

「あら？　パクる程度で済むなら劣化模倣と変わらないでしょ？」

　アスモデウスは、目を背けたくなるほど無邪気な笑顔で、疑いたくもなるような残酷な事実を告げた。




「奪った『設定』は、あたしの性能──ＩＮＳ領域で観測されるのよ？」




　たとえ同系統に覚醒した者でも、まったく同じ《脅威アルス》を引き起こす訳ではない。

　喩たとえば「発火する」と云う言葉に対して、ある者は「真っ赤に燃えるマッチの火」を想像する一方で、他の者は「蒼あおいガスバーナーの炎」を想像するかもしれない。もっと過激な者は「地殻変動レベルの大噴火」を思い浮かべるだろう。

　烽火の場合は、これが「太陽フレア」なのである。

　どれも等しく「発火する」現象だ。

　つまりはイメージの差。

　理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scopeが異なる為ために、応用力の規模スケール、影響力の射程レンジ、干渉力の強度インテンスによって性能──格付けが決まる。

　アスモデウスのＩＮＳ領域は『カテゴリ６』に存在していた。

「ずっと奇妙に感じていたんだ……君が観測した【偽ギ典テン：凱旋する十二宮の射手レライカ・メテオストーム】の矢の数──なんで十二宮なのに三十六本なんだ？」

　すると正解を言い当てた生徒を褒めるかのような口振りで、

「原典のレラジェは『カテゴリ５』だから、最大同時観測可能数は十二だったわ。あたしは『カテゴリ６』だから──規模も射程も強度も遥かに上回る」

　この悪魔は、他人の『設定』を自らの性能で観測する。

　一人一系統の原則は同一視再現の『指輪』を換装することで突破し、莫ばく大だいな方量観測値によって格下では不可能なレベルの観測を可能としたのだ。

　正真正銘、劣化模倣ではなく完全上位互換に発展させた《脅威》を撒まき散らかす。

「相手の『設定』を『指輪』と云う媒介に見立てて簒さん奪だつする。それが君の《脅威》か」

「原典ホンモノを不完全な欠陥品にしてしまう偽典ニセモノ──それが、あたしと云う悪魔よ。雑ざ喉こがいくら頑張ったところで、所詮は駄作。あたしのＩＮＳ領域で観測してあげた方が『設定』の魅力を最大限に引き出せるでしょ？」

「本気で言ってんの、隷属」

「試しにこの場で、あんたを簒奪してあげよっか？」

　底意地が悪い悪魔の如ごとく、アスモデウスは可お笑かしそうに嗤わらう。

「あたしは、原典のあんたよりも遥かに優れた偽典になっちゃうわよ？」

「あ？　調子乗んなよパクることしか能がないくせに偉そうな講釈垂れやがって」

　至近距離で睨にらみ合う。

　前髪はとっくに絡まる距離で、今にも額が激突しそうだった。

　視線の鍔つば迫ぜり合あい。一触即発の雰囲気の中、さらに煽あおるようにアスモデウスは烽ほう火かの瞳孔を覗のぞくみたいに蒼あおい眼めを見開く。

　背中に観測したままの天使のような翼を軽く羽撃はばたかせて、

「あたしの性能による【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】は、グラシャ＝ラボラスの『権能』を再現してるって言ったでしょ？　今しか解わからない原典の『低周波ソナー』なんかと違って、出典を完全再現した未来に起こる光景が視えてしまう予知の翼」

　その言葉だけで、アスモデウスがどれほどの《脅威アルス》か再認識させられる。

　もしも烽火がブチギレて攻撃しようとすれば、その段階でアスモデウスには察知されてしまい封殺されることだろう。

　絶対回避とは、予知と同時に無力化してしまうことなのだから。

「あんたはあたしを攻撃出来ないわ。だって、あんたは紫し門もん仮採用監理官が『療養』した最初の一人目でしょ。彼の目の前で従属特待生のあたしに対して暴行を起こせば、彼の監督不行き届き。当然ながら評定平均だって下がっちゃうわよ？」

　烽火は、黙って殺意の篭こもった目を向けることしか出来なかった。
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　この子を悪魔にしてしまった理由は、なんだったのか。

　冬の冷たい風が吹く中、紫門は学院島を歩いていた。少し前を歩く赤ずきんの格好をした少女を眺めながらコートのポケットに手を突っ込んで思案する。

　図書館で『アスモデウス』の出典を調べることで、結果的に悪魔の名を冠する少女が抱えている『設定』を知ることは出来た。だが、それは想定した中で最悪に近い──懐柔なんて程遠い知り方にも等しかった。

（こんな経緯で『設定』を知ったと云いう報告書をあげたところで、学院理事会はアスモデウスを懐柔したとは見み做なさないだろうな……）

　煽るだけ煽っておいて、アスモデウスは図書館を出て行ってしまった。天使のような純白の翼で大空に飛ばれていたら厄介だったが、幸いにも短いスカートを風に靡なびかせながら歩いていたので追い付けた。

　頭をすっぽり覆った真紅のフードが、アスモデウスの表情を隠す。

　早歩きで隣に並んでも鼻先や口元が軽く覗のぞくだけで、一体どんな顔で歩いているのか解わからなかった。ただ、その姿は少しだけ寂しそうに見えた。

（どうして君は、規制機関に隷属なんかしたんだ……？）

　相手の言動から心を読むことに関して、紫し門もんは多少の自負がある。むしろ、それであらゆる困難を切り抜けて来た。だから今回も──彼女の深しん淵えんへと一歩踏み込む。

　本人の話をまとめると、少なくとも五年前に覚醒していたらしい。

　つまり悪魔の『称号』を与えられたのは小学生。

　覚醒は比較的早期だとは思うが、それでも解っていたはずだ。悪魔の名を冠することで周囲からどう見られ、自分がどんな目に遭うのか。

　そのリスクも承知で《契約》を結び、この子は『アスモデウス』の名を与えられ、悪魔となったのだ。しかも時雨しぐれが監修した「相手の大切なものを奪う」現象などと云いう、あまりに惨むごたらしい『設定』を同一視再現フアクシミレで受け入れてしまっている。

　そんな『設定』は、ただでさえ疎まれがちな従属特待生を余計に孤立させるだけ。

　そもそもアスモデウスの素体となった子に『指輪の簒さん奪だつ者』への共感あるいは、そのようになりたいと思わせる変身願望がなければ成立しない。

（なんで君は、簒奪者の『設定』を受容することが出来たんだ？）

　その時、脳裏に浮かんだ一つのフレーズ。

（……『王子様』…………？）

　確か世界で唯一、自分と釣り合う存在とか言っていた気がする。

　しかし、赤ずきんの物語に王子様は登場しない。なんでそんなファンタジーなワードが飛び出してきたのか理解に苦しむ。

　であれば、

「……そんな今の君を見たら、君の『王子様』はどう思うだろうね？」

「は？　ドユコト？　なんであの人の話になるの？」

　立ち止まったアスモデウスが、紫門へとゆっくり振り向く。

　その真紅のフードの奥から覗く表情には、明らかに不信感と敵対心が滲にじんでいた。

　触れて欲しくない、そっとしておいて欲しいことに、土足で踏み込まれたかのような拒絶の意思表示。だからこそ確信してしまう。

　彼女の根幹には『王子様』と云う存在が絡み付いている、と。そうと解れば、選ぶべき道は一つ。もう頭の中で考えるだけは終わりにしよう。多少の薮やぶ蛇へびは覚悟して足を突っ込まない限りは、その先へと進めないのだから。

「なんでそんなこと、あんたに教えなきゃいけない訳？」

　当然の疑問。もちろん、納得させる答えなど用意していない。だからこそ、今、この場で、機転を利かせて即興で嘘うそを構築する。

「もしかしたら、こんなに可愛かわいい子が夢中になる相手に妬やいているのかもね」

「え？」

　ぽかん、と。開いた口が塞がらない。

「なっ、ちょっ……、えぇっ!?」

　あれだけ自分に欲情しない者はないと豪語しておきながら、アスモデウスは急にしどろもどろになって赤面していた。もしかしたら、他者から面と向かって好印象を抱かれることに慣れていないのかもしれない。

「そ、そうね……少なくとも、あんたなんかより五千兆億万倍もすごい人よ？」

「この前も思ったんだけれども、なんだその馬鹿げた数字は」

「だってあの人だもんっ♪」

　その目は輝いていた。

　まるで愛いとしい恋人を語る少女のように。

「あの人は、やるって言ったことは必ずやり遂げるの。自分に見返りがなくても、それで自分が追い込まれたとしても、絶対に自分よりも他の人を優先するの。あたしは何度も救われた。あの人がいるから幸せだった」

「そいつ凄すご過ぎだろ」

　それが素直な感想だった。

「本当に格好良かったんだから」

　アスモデウスは頬ほおを赤らめて言う。

　一方で、どこの御お伽とぎ噺ばなしだ……と紫し門もんは呆あきれていた。

　有言実行。それも自分ではなく、誰かの為ために全力を尽くす。

　言葉にするのは簡単だが、ポリシーを守り通す苦悩は想像を絶するだろう。きっと思い出補正だと切り捨てる紫門に対して、

「あの人は凄かったんだから！　あんたなんかと違って、優しくって謙虚で最強のくせに他人を馬鹿にしない。世界中の女の子にモテモテだったのよっ!?」

「世界中って大おお袈げ裟さ過ぎだろ……」

「だって事実だし？」

「一体いつの話だ、それ。君が《観測者アルテフエクス》として学院島に隔離される前の話か？」

「そう。だから小学校の頃の話ね」

「聞いて笑っちゃうな。家と学校と児童館がすべてで、世の中にはそれしかないと思っている小学生にとっての世界だって？　本気か。隣の学校ですら未知の世界──外宇宙の類だろ？　井いの中なかの蛙かわず大海を知らず、てことわざ……知ってるかい？」

「非モテだからって僻ひがむんじゃないわよ」

「ははは……冗談はよしてくれ。悪いが僕は君の想像以上に、ものすごくモテるぞ」

「バレンタインの日なんか、隣のクラスから渡しに来る子だっていたんだし！」

「それで世界を語るか。他の学年から渡されたこともあったさ、僕も」

「……あんたって、ひょっとして意外と負けず嫌い？」

　なんとも言えないアスモデウスの視線が、紫し門もんに直撃した。

「あんたの場合は外面が良かっただけじゃないの？　どうせ今みたいに内申点ばっかり気にして猫被かぶってた、とか？」

「ほっとけ。とことん失礼な奴やつだな」

「あー……、でもあんた絶望的に嘘うそ吐つくの下手だし……猫被るのはムリか」

　もはや憐あわれみの眼まな差ざしである。

　いや待て。確かにココア缶の件だったり、図書館に隠れた件だったり、ちょっと弁明出来ないレベルで下手な嘘をアスモデウスには吐いているが、それでポンコツ──滑稽な扱いをされるのは大変遺憾だった。だって、すべて■■なのだから。

「にしても。どうにも聞く限りじゃ完璧過ぎだろ、そいつ」

「だってあの人だもん。不出来なあんたなんかと違って、優秀で当然」

「僕が優秀じゃないだって？　それは聞き捨てならないな。こちとら世界でも屈指の難関を誇る仮採用監理官適性試験に合格してんだぞ？」

「はい？　あんたのどこが優秀なの？　勉強して入って来ただけでしょ？　ちょっとくらい頭が良いからってイキらないでくれる？」

　血の滲にじむような猛勉強をして入学した紫門にとって、この言葉は辛辣に響いた。当然ながらカチンとくる。

「言ってくれるじゃないか」

「えぇ、言ったとも」

　くすくす、とアスモデウスは揶揄からかうように笑う。

　そんなやりとりをしている中で、ずっと引っかかっていることがあった。

　最初、その疑問を解消する仮説に辿たどり着いた時──あまりに馬鹿げていると笑い飛ばそうとした。

「なぁアスモデウス。一つだけ質問をしたいんだけれどさ……」

　だが、さっきから、アスモデウスが王子様のことを過去形で語っていることに厭いやな予感を抱きながら問い掛けずにはいられなかった。

　紫門は、核心へと触れた。




「君、もしかして王子様と……もう会っていないんじゃないのか？」




　これにはアスモデウスも硬直していた。

「従属特待生は、同一視再現フアクシミレを監修した監理官と《契約》を結ぶ。そうすることで補ほ填てんされた『設定』を受け入れて、一般生徒では到底不可能な《脅威アルス》を観測する」

　なんの確信もなかった。

　論拠だって、何一つなかった。

「その際に、課せられた『義務』を果たせば『権利』を与えられる約款を交わす」

　しかし、その厭いやな予感は悲しそうなアスモデウスの表情で肥大化する。

「君の同一視再現を監修したのは、時雨しぐれ首席監理官だよな？」

「……………………………………………………」

「どんな《契約》を結んだんだ？」

　一人の少女が『アスモデウス』として存在している理由に踏み込む。

　従属特待生とて志願理由は様々だ。自分の身に宿った『因子』を役立てたい者、国家機関の戦闘要員として生きることに厨ちゆう二に的な快感を覚える者、合法的に《脅威》を撒まき散らかして他者を蹂じゆう躙りんしようが許される立場が欲しい者だっている。

　だが、脅威対策委員会に在籍するには相応の覚悟が必要だ。

　だからこそ、規制機関はご褒美を目の前に垂らして唆す。

　その手法はスカウトする監理官によって多様だが、もしも紫し門もんが目の前にいる少女を本気で隷属化させようとした場合。




　王子様を人質に取ってしまえば良い。




　規制機関は理念「特殊能力を正しく理解し、秩序を保つ」を最優先とする組織だ。

　従属特待生は任務で必要不可欠の存在にも拘かかわらず、その数はいつだって不足。確保する為ためなら多少の違法性があったとしても咎とがめられないだろう。

　だから仮に《契約》を持ちかけられた五年前。

　隷属以外の選択肢がない状況に追い込まれていたとしたら。

　自ら望んでもないのに疎外され、同胞たちからも石を投げられるような道しか選ばせてもらえなかったとしたら。

　あるいは、その辛つらい立場がアスモデウスの性格をキツくさせているのならば。

　自己防衛の為に自ら殻に篭こもってしまったのだとしたら。




「るっさいッ」




　突然の怒号だった。

　蒼あおい月のような眼めが紫し門もんを映して睨にらんでいた。

　その瞳は怒り、悔しみ、すがるような期待への依存、そして耐え忍んできた悲ひ愴そう感が入り混じった色を宿して潤んでいた。

「あたしの『設定』を探って、今度は悪魔になった動機を推理ごっこ？　あんた、監理官じゃなくて探偵にでもなればッ!?」

　そう喚わめき、アスモデウスは紫門へと掴つかみかかる。

　絞め殺すような怒気を真正面から受け、それでも紫門は後ろに引かなかった。

「あたしの大切なところに土足で踏み入って来ないでよ……っ」

　とすっ、と。

　糸が切れた人形のように、その小さな体たい躯くが紫門の胸の中へと崩れ落ちる。

　泣きつくとは明らかに違う──喩たとえるなら突然意識が途絶したみたく、その額には大粒の汗を浮かべ熱い吐息を口から零こぼしていた。





　　　　６



　アスモデウスが倒れた。

　呼吸は浅く、あまりにも辛つらそうな表情。

　すぐに病院施設を兼ねた特定因子解析研究所へと連れて行こうとも考えたが、か細い声で「やだ」と言われてしまったので気が引ける。

　このまま寒空の下に放置は論外、一ひと先まずは背負って休める場所へ。

　アスモデウスが暮らす学生寮へと向かうのが一番なのだが、どこに住んでいるのかなど知る由もない。尋ねてみるも返ってくるのは熱を帯びた息ばかり。譫言うわごとを口にしているらしく、会話なんか成立しなかった。

　悩んだ末に一番近くで休める場所──監理官宿舎へと担ぎ込んだ。

　リビングのソファに寝かせたものの、呼吸は小刻みで浅い。頬ほおは紅潮し、瞼まぶたは腫れぼったく、触れた肌は熱かった。

「…………暴走か？」

　アスモデウスが倒れる直前、紫門は明らかに彼女へと踏み込んだ。

　それで瞬間的に過剰なストレスが掛かり、精神を不安定な状態に突き落としてしまった可能性は十分に考えられる。

（やっぱり特定因子解析研究所に行くべきだったか？）

　だがＰＤＡはアラートを発していない、と考えたところで。

「似たようなものだけど、違うわ……」

　少しだけ楽になったのか、力なくソファに小さな体躯を沈めながら、アスモデウスは首を振る。

「……、補ほ填てんによる力の代償…………」

　その言葉で紫し門もんも理解する。

　自分を伝説上の存在と同一だと思い込むことで破格の《脅威アルス》を得ている従属特待生だからこそ、必然的にソレも起こりうる。

　苦々しく言葉を詰まらせてから、白状するようにアスモデウスが吐き出す。

「…………『瑕か疵し』よ」

　監理官による監修で行われる同一視再現フアクシミレ。

　従属特待生の基幹は、彼女たちが好き勝手に脳内で考えたのではなく、遥はるか昔から語り継がれた『逸話』や『権能』などを解釈した『設定』である。

　つまり、そんな数多あまたの文献の中には望ましくない内容も存在してしまう。

　たとえば不死身の体たい躯くを持つ英雄たち。

　英雄叙事詩『ニーベルンゲンの歌』の英雄ジークフリートは「ドラゴンの返り血を浴び損なった背中の一部は不死身でない」弱点が仇あだとなり、命を落とした。

　叙事詩『イーリアス』の英雄アキレウスは「冥府を流れる川──ステュクスに頭から沈められた際に、母テティスが掴つかんでいた足首だけが不死身にならなかった」弱点を突かれて死に絶えた。言わずと知れたアキレス腱けんの語源。

　仮に彼らの名を冠すると、そのあまりにも認知度が高い『逸話』は枷かせとなる。

　どんな《脅威》が直撃しようとも無傷な『設定』でさえ、特定の部位への打撃一発で気絶してしまう欠陥を生む。

　それこそが『瑕疵』と云いう弱点だった。

「あんた、あたしの出典くらいは知ってるわよね？」

　それは先ほど、図書館で琉る海みが教えてくれたことだった。

　だが、それを同一視再現によって『アスモデウス』になった少女の前で語るのは、にわか知識で専門家に初心者入門を講釈するようなもの。

　言い淀よどむ紫門の代わりに、

「悪魔学の魔道書『ゲーティア』と、旧約聖書外典『トビト記』よ」

　まるで自分のことのように少女は語る。

「あたしの『瑕疵』は、カトリック教に於おける『枢要罪』。それをドイツの最高にイカれた厨ちゆう二に病患者が十六世紀に、悪魔学で解釈したグリモワールそのもの……って言えばもう解わかるかしら……？」

　ここまでヒントをくれれば、どんな馬鹿でもネットの知識で答えに辿たどり着く。

　むしろ少しでも厨二病を患いかけた人が『アスモデウス』と聞けば、真っ先にその有名過ぎる『権能』を思い浮かべるかもしれない。

「七つの大罪、か」

「えぇ、あたしたちは出典に倣って『七罪源』と呼んでいるわ……」

　ソロモン王の七十二柱に名を連ねる悪魔『アスモデウス』は、旧約聖書の続編でも登場し、キリスト教の西方教会の一つ──最大教派であるカトリック教会から派生したグリモワールで『七罪源』の一角を担う堕天した智天使としても描かれている。

　アスモデウスが司つかさどるのは、

「……『色欲』」

　今にも消え入りそうな声だった。

「だから、その、すっごく……えっちぃことで…………、その」

　火が出るんじゃないかと不安になるほど顔を赤く染めて、最後の方は何を言っているのか聞こえないほど小さかった。

　知名度が高い存在は『設定』を監修しやすいが、認知度の高い弱点が『瑕か疵し』として生じてしまう。そんな教科書の一文だけでは至ることが出来なかった憤ふん懣まん、嫌悪感、あるいは忌避感情が湧き起こる。

「はぅ……、あたま、ぼーっとする…………」

「君が鯛焼きに悲鳴をあげた理由が、今になって、ようやく解わかったよ」

「うん……海に捨てた『指輪』は釣ったお魚から見つかって反撃されるし。ラファエルにはお魚焼かれて負けちゃうし。お魚には酷ひどい目ばっかり遭わされてる……」

「それは嫌いにならない方がおかしいよね」

「……失望した？　七十二の軍団を率いる『大いなる王』が、そこら辺にいた伝説を持たない魚で撃退される……な、んて笑えるわ、よね…………っ」

　気丈に振る舞う為ためか、彼女は小馬鹿にしたように笑う。

　だが頬ほおは紅潮、もじもじと内股を擦こすり合わせる。苦しそうな息遣いは荒く、ちょっと心配になるほど熱を帯びていた。

「おんぶ、あったかーくて、きもちかったぁ……あーゅ、ん……」

　アスモデウスは『色欲』を司る悪魔だ。

　他人との身体接触で欲情してしまう『瑕疵』を抱えているのだろう。

　だからこそ他人を拒絶し、冷たく突き放すことで孤立し、誰かの体温を感じるような状況に陥らないよう避けていたのかもしれない。

　そうとも知らずに、紫し門もんは彼女を背負ってしまった。

　思い返せば、彼女との《仮契約》でキスを迫られたのも、不慮の事故で抱き合ってしまったからかもしれない。あれで『瑕疵』が発動しかかってしまったとしたら。だから妙な色香を撒まき散らしていたと考えれば辻つじ褄つまが合う。

「……ごめん。君の『瑕疵』のトリガーを引いたのは僕だ」

「ううん、だいじょーぶ。ぼーっと……そのうち……なおりゅ……かりゃ……」

　目の前で、自分の無知が故に苦しむ少女がいるのに、どうしてあげることも出来ない無力さを呪う──それ以上に。

　ただ純粋に、なんの罪もない少女に《契約》を持ち掛け、褒美を与える代償として意味不明な『瑕か疵し』なんかを押し付けた規制機関。そんな惨むごたらしい現実に異を唱えず、無関心の盾で知らず存ぜぬと吐ぬかし、消極的な黙認に加担している世界。

　赦ゆるし難がたいと思ってしまうのは、偽善だろうか？

「あっ……、んゅ……ひゃぁあ……っ」

　こんなのヤク漬けにされたのと変わらない。

　人間としての尊厳を奪われたとしか思えない凌りよう辱じよくに等しい。

　なるべく紫し門もんに心配をかけさせまいと振る舞っているのかもしれないが、平然を装うほど逆効果。その固く結んだ口から熱い吐息と共に、艶なまめかしい声が溢あふれてしまう。欲求を抑えるように唇を必死に指で押さえているが、その目元は涙で濡ぬれていた。

　この子に『色欲』を司つかさどる悪魔の名を与えればどうなるか。

　監修した時雨しぐれ首席監理官は、どんな最悪が起こるか予測出来なかったのか？

　それとも、解わかっていて──理由なんて知らないし知りたくもないが、利己的な考えで少女がどんな目に遭うのか度外視で隷属化したのか？

　心の中にドス黒い感情が湧いて、表情も自然と険しくなる。学院理事会に出された「懐柔しろ」なんて課題すら、頭の中からすっかり抜け落ちてしまうレベルで怒り狂っていることを紫門は自覚した。

　気が付くと、紫門はアスモデウスに背を向け玄関に向かっていた。

　今の彼女は『色欲』が暴れ回っている。淫らなことしか考えられず、体たい躯くもソレ系のスイッチが入りっぱなし。そんな状態に望まずして強制的に陥っている少女を眺めているなど視し姦かんしているも同然だ。

　好きでもない相手になど見られたくない姿だろう。

　と、考えていた紫門の思考は、背中からの衝撃でぶっ飛んでしまった。

「どこ行くのぉ？」

　背後から抱き付かれたのだ。

　何事だと振り返ろうとした紫門の耳元で、艶つやっぽい声が鳴く。なんとかその腕を振り解ほどいて、紫門はアスモデウスへと向き直った。だが、

「……君はアスモデウスだよな？」

「そうよぉ？　それ以外の誰に見えるって言うのぉ？」

　強烈な違和感を覚える。目の前にいるのがアスモデウスだとは信じられないような、確かに覚える不可解。

　しかし、そこにいるのは確かにアスモデウスだった。

「ねぇ、あたしとイイコトしない？」

　甘ったるい声で囁ささやき、両腕で絡み付く。そのまま引かれてしまう。

　バランスを崩した二人はソファに倒れ込む。束つかの間ま、理解が追い付かなかった紫し門もんだったが、気付けばアスモデウスとソファの上で密着してしまい、状況だけが進む。欲望に潤んだ瞳で見つめられる中で、その濡ぬれた唇が動く。

「悶えるような絶頂を味わわせてあげるわよ？」

　妖艶──媚び態たいにまみれた口調で、挑発するようにアスモデウスが誘う。

　悪魔の囁き。指を咥くわえて、求めるような仕し種ぐさ。熱い吐息が耳に届き、理性と云いう名のリミッターをぶっ壊す。

　真紅のフードを脱ぎ、胸元で結んでいたリボンを解ほどく。シュルシュルと衣きぬ擦ずれの音が静かな室内に響いたかと思えば、ケープが床の上に落ちる。そしてブラウスの前を留めているボタンを次々外していく。その下からは肌が覗のぞき、どんどんと面積を広げていく。

　そこでようやく、紫門の思考が急速に回転して正常な判断を取り戻した。

「………ッ！　おい、正気かッ!?」

「したくないの？　あたしと快楽に溺れちゃお？　しよ？」

　もはや疑うまでもない。

　身体接触で欲情を催すどころの話ではなかった。

　アスモデウスの『瑕か疵し』は、完全に理性が吹き飛んでしまうのだ。

　こんなのは紫門が知るこの子ではない。今、目の前にいる少女は『色欲』に操られているだけの被害者に過ぎない。同一視再現フアクシミレの弊害である『瑕疵』に正気を奪われて、意志に反することをやらされている傀かい儡らいと云っても過言ではない。

　誰がこんなことを赦ゆるしたのだろうか。

　少女から本名を奪い、悪魔の『称号』と『設定』を与える代償として、こんなことを平然とやってのけてしまう偽の人格を植え付けたのは、一体どこの誰だ。

「一緒にきもちーく、なろ？」

　限界だった。

　耐えられなかった。

　今、目の前にいる少女に、こんなふざけたことを言わせた張本人──隷属させる為ために取引を持ちかけた卑劣極まるクソ野郎のド脳天に鉛弾の一つでもブチ込んでやりたい感情でいっぱいになった。

「答えろよ……」

　紫門の低い、殺意に満ちた声が唸うなる。

「君は時雨しぐれと一体、どんな《契約》を結んだんだ……こんな馬鹿げた『瑕疵』を孕はらませられてでも欲しかった『権利』って、なんなんだよッ!?」

「どーゆーこーとー？　アスモデウスとイイコトしようよぅ？　こんなに可愛かわいいあたしを抱けるんだよぅ？　こんなチャンス、二度とないかもよぅ？　いいからあたしの中にぶちまけちゃってよぅ…………寂しくてきゅんきゅんしてるのぉ……」

　アスモデウス──いや、その中身に入り込んだ『色欲』の悪魔が囁ささやく。

「あたしに手、出しちゃいなよ。どうにかなっちゃお？　辛い現実から目を逸らそ？」

　手が伸びる。

　はむり、と唇が首筋を咥くわえて。

　歯を立てずにはみゅはみゅと甘あま噛がみする。

「おいっ……、やめろっ……君には、君には『王子様』がいるんだろ……っ」

　理性を一撃で破壊し尽くす快感が全身を駆け巡る。

『色欲』の悪魔が為なせる技なのか、小さな舌の愛あい撫ぶは自制心を奪う《脅威アルス》だった。

　その最中で、紫し門もんの表情が曇った。どう考えても異質な、会話の中に交じっていた違和感の正体に気付いたから。

「おい、ちょっと待てよ。なんだって？　辛い現実から目を逸らす？」

「…………」

「君は『王子様』を待っているんだろ……？」

　突き返すような問いに、今度はアスモデウスの表情が曇る。

　長い沈黙があった。

　それは長い、本当に長い沈黙だった。

　そしてようやく悪魔になってしまった少女の口から、一つの言葉が紡がれる。




「待ってたよ」




　ぽつり、と。

　少女が弱々しく吐いた。

「五年間。ずぅーっと待ってたんだよ」

　短い言葉だった。

　でもそれは、あまりに長い時間を含んでいた。

「毎朝ちゃんと早起きしてメイクばっちり決めて、肌荒れしないように夜更かしせずに早寝して。お悧り巧こうにしていれば、あの人が迎えに来てくれるから。少しでも可愛くなれるように鏡に向かってキュートな表情を作る練習したり、苦手だったけどお菓子作りにも挑戦してみたり、雑誌でモテ可か愛わコーデとかぐっとくる仕し種ぐさとかの記事も読み漁あさったり、甘いものいっぱい食べたいの我慢してたよ……？」

　止めどなく吐露される言葉の数々。

　その言葉がフェイクにはどうしても思えなかった。あまりにリアル──年相応の恋する少女が叶かなわぬ恋路を語るみたく、今にも心が引き裂かれそうな声で言うのだ。

「時間だけは、いっぱいあったからね」

　と呟つぶやき、

「あたしがご褒美として、ふさわしいと思って欲しかったからね」

　と吐き出し、

「あの人が迎えに来てくれた時、もう一度、心の底から惚ほれて欲しかったからね」

　と悲痛な想おもいを曝さらけ出してから、

「毎日、来る日も、明くる日も。朝起きたら目の前にいてくれるかな、だったら可愛かわいいパジャマで寝なくちゃね？　独りぼっちの部屋でも我慢するよ。お昼ご飯食べている時も一緒に座れるように隣の席は空けとくの。寮に帰ったらリビングで夕ご飯作って待っていてくれるかもしれない。どんなに疲れた一日でも、厭いやなことがあっても、玄関を開けたら元気に笑顔で『ただいまー！』って誰もいない部屋に言い続けたよ？　あたし、がんばったよ。すごくお悧り巧こうにしてたよ？　だから、お願いだから、早く迎えに来てよって……」

　階段を一つずつ下るように、次第に涙声は嗚咽おえつへと変わっていく。

「でもね……お迎えに来てくれなかったじゃん」

　紫し門もんは察してしまった。

　撃鉄を下ろした拳銃を突き付けられたような気分だった。

（あぁ、この子は──僕がずっと待たせ続けている子と同じだ……）

　きっと、それをすべて正しく理解することなど出来ない。否。紫門だからこそ、安易に解わかるだなんて口を開いてはならない。

　だって。

　力なく吐き出された嗚咽は、すべて紫門にも突き刺さる言葉だったのだから。

「待つって決めてたよ……でもね、それでもね、いつ終わるか解らない果てなき希望を抱き続けて生きるのは、やっぱり苦しいよ。ねぇ、教えてよ。お願いだから、誰でも良いから答えてよ──あたしは一体いつまで待てばいいの……？」

　五年間。

　千八百二十五日間。

　一億五千七百六十八万秒間。

　それはどんなに長かっただろうか。

　その一瞬たりとも、この少女は報われることなく、期待と不安が入り乱れて押しつぶされそうになり続けていたのだ。

「もう待ってるの、ちょっと辛つらいよ……」

　大粒の涙を零こぼす少女を責めることなど出来ない。

　一体誰が出来ようか。五年もの間、待たされ続けている少女に対して。

　その想像を絶する苦痛を全部無視して、もう少しだけ待って欲しいなど……言えるはずがない。誰にもそんな権利はない。迎えに行くと言った当人でさえ、もう既に五年待たせている時点で発言権の一切を失っている。

「どうしよ、しもん……」

　ほろりほろり、と。

　紫し門もんの頬ほおに、アスモデウスが零した涙が落ちる。

「もうわかんなくなっちゃったよ……ぉ」

「どうして君は『アスモデウス』になってしまったんだ？」

「だってズルいじゃん……あたしがこんな辛つらい思いをしているのに、みんな幸せそうなんだもん……」

「そんな理由で……そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな動機で同一視再現フアクシミレを…………」

「どうしてあたしだけ、こんな目に遭わなきゃいけないの……？　ずっとお悧り巧こうにしていたよ……？　幸せな日々がずっと続いて欲しかっただけなんだよ……？　身のほどを弁わきまえないワガママなんて一つとして言ったつもりはないよ……？」

「その腹はら癒いせに、君は大切なものを奪う悪魔になったとでも云いうのか」

「そだよ。どうしてあたしばっかりこんな目に遭うの？　酷ひどいよ……あたしばっかり奪われるなんて厭いやだよ……みんなも奪われなきゃ変だよ。だから──」

　決定的な一言が告白される。




「だからあたしは『簒さん奪だつ者』になったの」




　それは懺ざん悔げにも聞こえた。

　きっと少女も、自分の思想が歪ゆがんでいることなど百も承知だろう。

　でも、それでも耐えられなかった。理想の『王子様』が近くにいたことは確かに恵まれていたのかもしれないが──それは本当に奪われるほど罪深いことなのか、と。

「バカみたいだよね……それに引き換え、紫門はすごいよね……すべての『因子』で苦しむ少女に寄り添うだなんて。苦しい思いを『宇う都つの宮みや事変』でしたはずなのに、怨うらんでもおかしくないのに。こんなあたしのことなんてバカだって思うよね……」

「六年前──僕は幸運にも生き残った。だから、二度と『宇都宮事変』のような悲劇が起こらないように願ったんだ」

「そんなの……おかしいよ…………どうして、そんな……」

「誰かを怨むことは簡単さ。でも、暴走してしまった《観測者アルテフエクス》だって、望まずして《脅威アルス》を撒まき散らかしてしまった『因子』の被害者なんだ。そのことだけは、何があっても絶対に忘れてはいけない」

　それが紫し門もん詠えい哉やと云いう存在の信念。

　数少ない生き残りだからこそ『因子』で苦しむ少女に寄り添いたい、と。

「君だって苦しかったよね」

　右手に持ったＰＤＡ。

　その画面をタップすると《接続アドホツク》が始まる。

　それだけで紫門とアスモデウスの五感が、思考が、感情が繋つながる。

「君は悪魔である以前に『王子様』を待ち侘わびているだけの女の子じゃないか。そんな君のことを『簒さん奪だつ者』だなんて──僕が見下すとでも？」

　見み縊くびるなよ、と。

　ここで紫門の表情に怒りが芽吹く。

「なんで、そんなにあんたは頑張れるのよ……」

「とある『約束』をしたんだ」

「約束……？」

「僕には幼おさな馴な染じみがいてね、いつも一緒にいたんだよ。でも、いつまでも続くと思っていた日々は、六年前のあの日を境に砕かれた。あの子が規制機関に拐さらわれたんだ」

　誰にも言うつもりはなかった。

　でも、あまりにも境遇が似ていたから。

　アスモデウスに対して、他にどんな残酷な嘘うそを吐つこうが、これだけは偽りのない真実を伝えたかった。

「あの子と再会を果たす──そう決めて統轄学院に『入学』した。こんな僕でさえ、今ここにいるんだ。君がずっと待ち焦がれているのは『王子様』なんだろ？　僕なんかより五千兆億万倍も優秀なんだろ？　だから酷なことを言っている自覚はあるけれども、君だからこそ諦めて欲しくない。僕は──君の『王子様』だって────」

　こんなものは、紫門と云う少年の願望でしかない。

　でも、それでも、この少女には諦めて欲しくないと本気で思った。

　だからこそ、




「たとえ世界のすべてを敵に回したとしても『約束』を果たす。絶対に」
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　ずっと続くと思っていた。

　訳もなく、根拠など一つとしてなかったが。

　なんの変哲もない日々故に、いつまでも続くとばかり信じていた。

　だからこそ。

　その日、とある少年にとって大切なものがこんなにも呆あつ気けなく、あまりにも唐突に終わりを告げるとは予想もしていなかった。

「超常現象規制機関の監理官だ。お前を『保護』する……、来い」

　そんな心ない言葉が響く。

　高級スーツに身を包んだ黒服の男の言葉だ。

　矛先は、たった一人の、まだ幼い少女へと向けられていた。

　ミルクティ色の明るい茶髪をボブカットに切り揃そろえた幼い少女は、小さく肩を跳ね上げて──同時に内巻きに広がった毛先が揺れる。

「お前の馬鹿げた妄想が原因で、この旅客機は墜落した。お前が全員の命を奪おうとしたんだ。それはお前自身が一番よく理解しているよな？」

　残酷な言葉が少女へと突き刺さる。

　一つの旅客機が、墜落の危機に見舞われたのは事実だった。

　予定通りの航路を飛んでいたはずの機体に突如として衝撃が走ったかと思えば、凄すさまじい勢いで高度が下がったのだ。

　もはや操縦不能であることは素人目に見ても明らかだった。

　乗客の誰もが、死を覚悟する間もなく息絶えようとしていた時。

　海面に墜落する寸前で、何もない宙で機体は完全に停止。まるで見えざる手によって掴つかまれたみたいに優しく着水させられたのだ。

　その信しんじ難がたい現象に直面して、誰もが言葉を失っていた。

　だが、数秒の静寂を打ち砕くように、機体のハッチが外側へと吹き飛ぶ。

　開け放たれたと云いうより、無む理り矢や理りに抉こじ開けられた搭乗口から姿を現したのが、この高級スーツに身を包んだ黒服の男だった。

　その傍かたわらには、白銀の金属製チョーカーを嵌はめられた女の子。

　どこかの学校の制服を着ていた中学生くらいの彼女は、黒服の男の真横にぴったりとくっついたまま指を鳴らす。

　それだけで、機内の天井から飛び出ていた幾つもの酸素マスクが格納された。見えざる手によって一瞬で元に戻されたような、あまりにも常識外れな光景に誰もが恐怖と云う感情を顕あらわにすることしか出来なかった。

「お前に拒否権などない。統轄学院へと収容する」

　男の冷酷な目には、少年のことなど映っていなかった。

　その隣の席。自らの肩を抱いて怯おびえるようにカチカチと震えていた少女を見下すと、その細い手首を乱暴に掴む。

　抵抗なんて微み塵じんも成立しなかった。大人の膂りよ力りよくに引っ張られ、まだ掛け算九九もろくに覚えてない少女の非力は均衡を保てる訳もなく──為なす術すべもない。通路を引ひき摺ずられるように連行されながら、泣いて拒む少女の訴えだけが静かな機内に虚むなしく響く。

　少年の目と交差した竜胆りんどう色の瞳から、大粒の涙が零こぼれた。

　こんな理不尽を目の前にして「はいそうですか」と頷うなずける訳がなかった。

　考えるまでもなく身体からだが動く。黒服の男の手首を掴つかみ、震える少女を庇かばうように男を睨にらみ上げた。

　だが。

「なんだ糞くそ餓が鬼き」

　残酷な事実が突き付けられる。

「こいつは、もうバケモノになっちまったんだよ」

　そこから先の記憶は曖昧だった。今まで体験したことのないような暴行の嵐。手加減の尺度など、体格差が一方的に塗り替えてしまう。

「いうこときくから……っ！」

　途切れかかっていた少年の意識は、そんな悲痛な少女の声で冴さえ渡る。

　どんなに滑稽でも構わない。どんな思いで言葉を発したかを思えば、死体のように転がっていられる訳がない。痛みに耐えながら立ち上がり、ふらつきながら手を伸ばす。

　その手が掴んだものは少女の手だった。

「待ってて……」

　朧おぼろげな記憶──でも、一つだけ明白に覚えていることがある。

　それは。

　どんなことをしても。

　誰にも赦ゆるされないことをしたとしても。

　絶対に果たすと少女に誓った『約束』だった。

　とある少年の意識が、完全に世界から途絶する五秒前。

　死んでも放すものかと繋つないだ少女の手が、するりと抜け落ちる感覚と共に。

　霞かすむ視界が潰ついえる瞬間、はっきりと口にしたのだ。幼おさな馴な染じみの少女が、涙を流しながらも柔らかそうな茶髪を揺らして懸命に浮かべた笑顔に向けて。




「……君を絶対に、必ず助けに行くから……………………ッ」
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　少女は静かに紫し門もんの吐露を聞いていた。

　まるで時の流れに取り残された二人ぼっちの世界。

　やがて、止まってしまった時計の針を無理に先へと動かすように、

「あたしだって……ッ」

　ようやく。

　止まってしまった時が、小さく動く。

　それまで紫し門もんのことを不思議そうに見つめていた彼女の口が、

「あたしだって諦めたくて諦めたんじゃないッ！」

「だったら意地でも諦めんなよッ！」

　怒号に怒号が重なる。

　ソファへと押さえ付けられたまま、紫門が吠ほえた。

　これには悪魔に憑ひよう依いされた少女も小さく肩を跳ねさせ慄おののく。

　意識を同化させた《接続アドホツク》によって紫門が楔くさびとなり、なんとか混こん沌とんとした感情の谷底から少女を引きずり上げたのだ。彼の上で馬乗りの姿勢のまま、正気を取り戻したように瞳孔に光が戻り──状況を理解したのか眼めを大きく見開く。

「……っ」

　はだけたブラウスの前を合わせるように隠して、顔を強こわ張ばらせていた。

　肩は小刻みに震えているだけで、中々声を出せずにいた。

　紫門も不用意に言葉を発せず、ただ見つめた。

　そうして。

　短くない沈黙が部屋を支配した末に、か細い声が響く。

「…………………………………………………………………………違うの」

　震えた唇で、俯うつむいたままの少女が微かすかに零こぼした。

「違うの、紫門。あたし、そんなこと思ってない……今のは『瑕か疵し』で、ちょっとおかしくなっていただけで、『色欲』が、勝手に……っ！」

　確かに彼女の言うことは一理ある。その体たい躯くを蝕むしばむ『色欲』の悪魔が紫門を誑たぶらかす為ために、甘い、都合の良い言葉を吐いた可能性は否定出来ない。同情を誘って、事実に基づいた虚構を語ったのかもしれない。

　だが。

「…………」

「紫門……？」

　縋すがるような声で、ひたすら紫門のワイシャツを強く握る。

「なんで、何も言ってくれないの……？」

　今にも引き裂けそうな声だった。

「さっきはきちゃっただけ」

　弱々しい声色だった。

「あたしは別に、諦めてなんていないから──」

　それは。

　それはまるで。

　救いを求め続けながらも、救いを求めることに疲れてしまった声色だった。

　だからこそ紫し門もんは静かに一言。

「僕には解らないよ」

　嘘うそだった。

　その少女と思考を共有して、本当の想いを知ってしまった紫門は、あまりに見え透いた無知を装って──彼女に残酷な嘘を吐ついた。

「……っ！」

　押し倒した紫門から飛とび退のき、少女は首を横に振る。

　厭いや、違う、間違い、と。目尻から涙を溢あふれさせて悪魔『アスモデウス』の名を冠した少女は寮から飛び出す。

　意識を同化する《接続アドホツク》の圏外。

　理想を待ち焦がれた少女との繋つながりが、ノイズと共に途絶える。
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　それから暫しばらくして、一段と冷え込む夜になった。

　学院島の中央に聳そびえ立つ『バベルの塔』は、ほぼすべての窓から蛍光灯が溢れて闇夜に光の輪郭を伴って浮かび上がっていた。

　数少ない灯あかりが点ついていない部屋の一つに、時雨しぐれ首席監理官の執務室がある。

　だが、部屋の主あるじが不在と云いう訳ではなかった。時雨は革張りのソファに座り、眼前に立たせている相手へ視線も向けずに問う。

「紫門とは反りが合わないか？」

「……別に」

　応えるのは悪魔の名を冠した少女、アスモデウスだった。

　そのバツの悪そうな態度で時雨も察する。普段から口を開けば煽あおって見下し、嫌いや味みを垂れ流す生意気な女子中学生がしおらしい態度を取れば、誰でも察する。それが監理官ともなれば原因を類推することなど容易なことだった。

「そんなことより……こんな時間に呼び出すなんてナニゴト。普通に眠いんですけど。まさかあたしを襲う気？　執務室にはカメラがないのを良いことに」

「馬鹿を言うな。誰がお前みたいな小娘に欲情するものか。まさか『瑕か疵し』がまだ抜けていない訳じゃあるまい」

「……っ、あんた」

「お前のバイタル情報は、常にその白銀のチョーカーで監視している。いつ、どこで『瑕か疵し』を起こされても対応可能なようにな。そんなことは知っているだろう。だから紫門の部屋でお前がやらかしたことだって」

「……っ！」

「そんな目を向けるな。監理官の宿舎はここ同様、カメラも集音マイクもない。だから一体何があったかまでは解わからない。だが、解らないからこそ、こちらも勝手に心配して事実とは反する危惧の念を抱いてしまう。言っている意味、解るな？」

「し、紫し門もんはあたしに手なんか出してないわよっ!?」

　必死に叫ぶ。

　対する時雨しぐれは極めて冷静に、

「当然だ。あってもらっては困る。それに万が一、紫門がそのような行為に至っていたならば『瑕疵』状態の少女を強ごう姦かんするような輩やからに監理官は務まらない。学院理事会で評議するまでもなく、退学勧告が即時に発令されるべき事案だ」

「……、あんた、あたしを使って紫門の適性を試したってこと……？」

「馬鹿馬鹿しい。馬鹿も休み休み言え、『色欲』に溺れた悪魔め」

「だったらなんであたしを呼び出したの？」

「フィードバックだ」

　重い単語がアスモデウスにのしかかる。

　それは、彼女が悪魔として生きる理由そのものだ。

「与えられたタスクは消化しているでしょ、あんたの想定よりもはるかに速く」

「まったく驚くべきことにな。だが、規制機関に隷属している以上、課せられた『義務』を果たすのは当然だろう。あくまでも『権利』は対価だ。己が『義務』を放棄して、褒美の『権利』だけを欲するなど笑止千万」

　時雨はＰＤＡに触れてファイルを呼び起こす。

　そこには一覧になったタスクがずらりと表示されていた。

「ゆめゆめ忘れるな」

　まるで雇用契約書を眺めるような口振りで、

「一つでも不祥事を起こせば、それまでも成果は問わずタスクは白紙になる」

　もしもこの場に第三者がいれば、時雨の放つ威圧に胃がストレスを起こして内容物を嘔おう吐としていただろう。アスモデウスも顔色を悪くしながら、話を切り上げると云いわんばかりに背を向けて殺意を込めた返事をする。

「あたしに不可能は存在しない」

　扉を開けると廊下の明かりが流れ込んできた。その照らされた横顔は、ひどく悲しそうな顔をしていた。

「ちゃんと約束は守りなさいよ」

「悪魔との《契約》を破ると思うか？」

「……その言葉、信じるからね。さよなら」

　それが最後の言葉だった。

　最後まで、最初からたったの一度も、アスモデウスの名を冠した少女が時雨しぐれと視線を合わせることはなかった──悪魔となったその日から。
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　アスモデウスが出て行った後。

　執務室で時雨はデスクに座ったままだった。

　手元のＰＤＡを眺めて、少女たちの顔写真入りリストを眺めている。

　それは、紫し門もんが喉から手が出るほど欲している実名入りの生徒名簿だった。

　その中から一人の少女を選んで、

「どうだ、俺と《契約》を結ぶ気になったか？」

　まるで旧知の仲のような気軽さで誰かへと電話を掛ける。

「そう厭いやそうな声をあげるな。お前とは昼間にも話しただろ。怨うらみ辛つらみを買っている自覚はあるが、これでも人の子なんでね。年頃の少女に露骨な嫌悪感を示されると……もっと虐げたくなっちまうのが大人の男ってもんだぞコラ？」

　時雨と云いう男が『首席監理官』の座まで登り詰めた理由。

　その一つに、これまで規制機関へ隷属させた生徒数が挙げられる。

　大前提として、同胞であるはずの《観測者アルテフエクス》から忌まれる従属特待生に、自らなりたいと志願する者は極めて少ない。

　だが時雨は、十一名もの少女を隷属させた。たった一人すら隷属させられない監理官が大多数だと云うのに、この功績は異常値そのもの。巡り合わせの運が絡むとは云え、それが十一度も続けば実力が成す必然だと結論づけられて当然だ。

　そして今、十二度目の成功を築き上げようとしていた。

「同一視再現フアクシミレの監修は終わった。あとは俺と《契約》を結べば、強きよう靭じんな観測が可能な悪魔になれる。お前への『権利』は至って単純。こちらの提示する『義務』を果たせば、お前を元いた場所へと帰してやる」

　その極甘の蜜を垂らして次なる隷属化を促す。

　条件はただ一つ、と。




「紫門詠哉を殺せ」




　氷のような声で、時雨しぐれは食器でも下げさせるみたいな気軽さで言い放った。

「お前を『日常』から引き離した悪魔を地獄へ突き落とせ。お前からすべてを奪った憎き相手への報復──今度はお前があいつのすべてを奪ってやれ」

　それだけ告げると時雨は一方的に通話を切る。

　データベースからアスモデウスの情報を呼び起こす。

　そこには素体となった少女の生い立ちや家庭環境、そして『保護』した状況が記された報告書が保管されている。糞餓鬼が一人、最後まで妨害した挙句、その後も規制機関にテロ紛まがいの爆破事件を起こし──不幸にも現場に居合わせた従属特待生一名の命を奪った記録があった。

「気の毒だが仕方ないだろう。大事な従属特待生を潰つぶされたんだ、それなりの落とし前を付けてもらわなくちゃ……わりに合わないよな？」

　その決定的な事実を、時雨は今までアスモデウスに隠し続けてきた。

　だから紫し門もんを守れなかった責任を取らせる。一つの失態ですべてを失う不釣り合いにもほどがある《契約》に倣って、彼女の成果を尽ことごとく無に還かえす。

　時雨は、真実から彼女を遠ざけなければならない。

　何な故ぜなら。

「二年前、あいつの王子様をテロリストとして殺してしまったからな」





幕まく間あい『とある少女の無む垢くなる願い』




　一夜限りでも良い。

　この地獄のような日々から逃げ出したい。

　いつか必ず叶かなうと信じていた。毎日期待して、毎日絶望して、それでも明日は来るからまた期待しての繰り返し。

　もう、とっくに泣き疲れて、涙も涸かれてしまった。

　確率も進捗も解わからず、ただ持ち続ける半端な期待が最も辛つらい。

　それならいっそ、死亡宣告でもいいから絶望を突き付けて欲しいとさえ思ってしまう。

　でも。

　それでも。

　求めてしまう。

「……、逢あいたいよ…………」





第五章『契約 -Imperium-』
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　呼吸が凍り付くかと思った。

　月夜の下、紫し門もん詠えい哉やは路上を転げ回っていた。

　まさしく就寝の準備の最中。あまりにも突然それは起こった。

　纏まとわり付くような視線を気取り、背中に悪寒が走り抜けた次の瞬間、夜の学院島を映していた窓がダンプカーにでも突っ込まれたように砕け散ったのだ。

　咄とつ嗟さにしゃがんだ紫門の頭上を、とんでもない速度で何かが通過する。破砕音と共に壁にめり込んだのは、黒々しく光るマンホールの蓋。この期に及んで調整弁の故障──放水圧力に耐えきれず起こった事故だなんて甘い幻想を抱く訳がない。

　これは意図的に紫門を狙った《脅威アルス》だ。

　危険を知らせる脳内アラートが一撃で緊急事態だと判断する。

　このまま室内に篭こもっていても第二、第三の砲弾が撃ち込まれることだろう。ベッドや机など遮蔽物としてはなんの役にも立たない。玄関に向かって走っても、廊下で襲撃者に対して背中を晒さらすことになる。左右になど飛とび退のけず──直撃は必至。

　だから選ぶべきは、襲撃者が割り尽くした窓から飛び降りて脱出すること。

　戸惑っている暇なんてなかった。頭から落ちないことを意識して、着地の瞬間に膝をバネのように曲げた。

　だが、着地硬直中の紫門の背中に容赦なく《脅威》は襲いかかる。

「…………ッ！」

　もう姿勢なんて気にしていられない。

　倒れることも厭いとわず、紫門は前転するように路上を転げた。

　ここでようやく襲撃者を視認する。十一月の澄んだ空気の中、暗がりから歩み出てきた少女の姿を、光り輝く眩まぶしい月明かりが曝さらけ出した。

　まるで氷のような少女だった。

　触れたら熱で溶けてしまいそうなほど儚はかなく、天使のような整った顔のくせして、華きや奢しやな全身は病的なほど細くて悪魔を思わせる。光と闇では確実に後者の属性を持つ、堕天使のようなオーラを纏っていた。

　冷たい風が全身を殴るが震えている暇なんてない。目の前にいる少女は明らかに《観測者アルテフエクス》であり、何な故ぜか知らないが紫門に対する敵意が尋常でない。その目を見れば明確な殺意で溢あふれていることなど一目瞭然だった。

　仮採用監理官連続襲撃事件──次の標的に選ばれてしまったのか、と思案した。

　だが、そうではないことを少女の正体を知って気付く。

「……、嘘うそだろ………？」

　病的な悪魔を思わせるほど美しい少女の傍かたわらには、マンホールの蓋。

　あたかも見えざる手に弄ばれるように、月明かりを乱反射させて円盤状の物体はくるくると回りながら少女の周囲で停滞していたのだ。

　紫門は、その少女のことを知っていた。

　髪や瞳の色は変貌していたが、それでも確信する。

　見たことがあるとか、話しかけたことがあるなんて程度ではない。

　その少女に対して、紫し門もんは《観測者アルテフエクス》になってしまった現実を突き付けた。

　そう。今、路上に転げた紫門の前に立ち、マンホールの蓋を砲弾みたく飛ばす少女の正体は、二日前に新しん宿じゆくで邂かい逅こうした新たな《観測者》だ。

　その彼女に、一ヶ月前から始まった連続襲撃事件は引き起こせない。

　だからこそ次の疑問が生じた。

「ちょっと待ってくれ、どうして君が……」

　冗談じゃなかった。

　一体何がどう拗こじれて再び戦うのか。

　しかも今回は、悪魔の名を冠する少女を従えていない。

　どうしてなんの力も持たない高校生が、凶悪な《観測者》と渡り合えるだろうか。

「君の身柄は、特定因子解析研究所が預かっているはずだろ？」

　今までの生活との離別。身に宿ってしまった《脅威アルス》に対する恐怖。統轄学院への強制的な『入学』手続き。様々なストレスを抱えてしまいがちな新入生たちだからこそ、監理官による精神的なケアを行うことを目的として。

　真なる目的は、彼女たちの性能を検査──格付けなのだが。

「七十二時間は隔離されているはずだろ？　なのに、なんで……どうして君が自由に出歩いているんだッ!?」

　少女は応じない。

　紫門の制止も虚むなしく《脅威》が振るわれる。

　またもや顔面のあった位置を、マンホールの蓋が豪速で通過した。

　少しでも身を引くタイミングが遅れていたら、間違いなく頭蓋骨は焼き菓子よりも簡単に砕け散っていたことを掠かすめて散る前髪が物語っている。

「あなたには死んでもらいます」

　ようやく、紫門が新宿で『保護』した少女が口を開く。

「償ってもらわなくちゃ、わりに合わないでしょ……だから殺します」

「一体なんの話をしているんだ、君は？」

「はい……？」

　すっと対たい峙じする少女の目が細くなり、その瞳の奥に紫し門もんの唖あ然ぜんとした顔を映す。

　どこにでもいそうな、ファッション雑誌の服をそのまま真ま似ねてみたような少女は、もう存在しなかった。

　そこにいるのは他でもない。

「あなたが私から、すべてを奪ったんでしょうがぁあッ！」

　鬼の形相で怨うらみ言を吠ほえ散らかす彼女は。

　カーキ色のモッズコートを召し、何な故ぜか背中や袖に白いペンキで魔法陣や怪しい文言が書き殴られ、金獅じ子しを彷ほう彿ふつとさせるような黄金のファーをあしらった大き過ぎるフードを肩から引っ提げていた──まさしくそれは厨ちゆう二に病を拗こじらせた《観測者アルテフエクス》だった。

「私から『日常』を奪って、迎えるはずだった明日を奪って、家族や学校も友達も全部奪っておいて、こんな地獄に私を連れて来たあなたが何も失わずに、のうのうと生きているなんて……絶対におかしい」

　痛憤の矛先は、紫門へと向けられていた。

　だが迷惑千万この上ない、実に自己中心的な主張だった。

　紫門は規制機関の命令に従い『保護』した。もしも失敗していれば、覚醒時における暴走によって、新しん宿じゆくの街を消し飛ばしていた可能性さえある。大きな意味で云いえば、正しいことだ。被害を一人の少女の人生だけに留とどめ、多くの人を救ったのだから。

　だがしかし、

「あなたが私の人生をめちゃくちゃにしたッ！」

　彼女からしてみれば、紫門が目の前に現れたことによって、これからも変わらず続くはずだった『日常』が崩壊したとも云える。それはあまりにも歪ゆがんだ主張だが、そうして他責することでしか、少女は新たな明日へと一歩を踏み出せなかったのかもしれない。

「なんでほっといてくれなかったの……？」

　天使の顔をした悪魔の少女が、か細い声で囁ささやく。

「こんな地獄に来たくなかった。なのに、あなたが無理やり連れて来た。なんで？　どうしてこんなひどいことするの？　なんの為ために？　成績？　評定平均？　あなたの内申点稼ぎなんかに私を巻き込まないでよ。解ったら責任取って私に殺されろッ！」

　最初から説得の余地なんてなかった。

　襲撃者は端はなから紫門を殺す気しかなかった。

　まるで、そうすることでしか正解にたどり着けない問題でも解くように。

　圧倒的な《脅威アルス》が紫門へと殺到する。紫門の背後から、総勢十にも及ぶマンホールの蓋が飛来したのだ。まるで爆弾が爆薬と共に金属片を吐き出すように、月夜の路上はドス黒い凶器で埋め尽くされた。

　至極当たり前だが、紫門は《観測者》ではない。

　どんなに紫し門もんが拒んだところで襲撃者の観測は止まらない。

　このまま立ち尽くしていようが、振り返って避よけようとしようが関係ない。

　覆い尽くすみたいに広がった鈍器の数々が面となって押し寄せる。この狭い路地ではどう足あ掻がいても紫門を捉えるだろう。

　その一発ですら当たれば致命傷となる《脅威アルス》を目の前にして。

　紫門の行動は至ってシンプルだった。

「──っ!?」

　紫門は襲撃者の真正面に向かって一歩だけ進んだ。

　ただ、それだけ。振り返りもせず襲撃者を見据えたままだった。

　たったそれだけのことで、迫り来る十ものマンホールの蓋はすべて紫門に当たらず追い抜くように通り抜ける。そのまま豪速で襲撃者の傍かたわらを抜け、彼女の背面にあったブロック塀へと激突──コンクリートを粉砕した。

　信じられない光景を見せ付けられたような表情で、襲撃者は目を見開く。

　対して、

「誰が君を『保護』したと思っているんだい？」

　耳元で囁ささやくように、紫門は揺るぎない瞳で襲撃者の少女の真横に立つ。

「君が『カテゴリ２』の念動型であること、その最大観測領域が半径十五メートルであること、最大観測重量が五十キロ程度であること、そして主に『投げる』現象を観測すること。君のＩＮＳ領域のすべてを僕は知っている」

　立ち尽くす少女へ一方的な通告を渡す。

「だから必ず安全地帯が存在することも見抜いているよ。射出ポイントと君を結んだラインだけは絶対に凶器が通らない。自分に向かって投げたら大おお怪け我がだからね。何か一つでも訂正箇所はあるかい？」

　捕らえた時を繰り返すように。

　なんの力も持たない高校生でも『因子』の特徴さえ掴つかめば対応可能だと、それが仮採用監理官として学年首席に君臨する優等生の実力だと誇示するように。

「諦めて。君の《脅威》じゃ、僕は倒せない」

　優しい声色で諭す。

　そして、こうとも告げた。

「それに僕を殺したところで君の《脅威》は消えない」

　現実を正しく認識出来なくなっているのなら、そんな悲しい妄言から救い出してやることも監理官の役目だから。

「君の『日常』を奪った？　お説ご尤もつとも。僕を怨うらみたいのなら怨めば良い。殺したければ何度でも挑めば良い。でも本当に君はそれで解決すると思っているのかい？　しないんだよ、残念ながら何一つとして。だって君は向き合わなくちゃいけないからだ。自分が《観測者アルテフエクス》になってしまったことに……だけじゃない」

　紫し門もんは今一度、その残酷過ぎる現実を真正面から叩たたき付ける。

「君はこれからの人生を《観測者》として生きなければならないんだよ」

　だが。

「ふふふ、あははは……っ」

　乾いた笑いが襲撃者の少女から溢あふれた。

　それは自暴自棄になった者が零こぼす失意の声ではなかった。

　明白な悪意が込められた、殺意に満ち溢れた決して諦めることのない声だった。

「あなたを殺せば、私は『日常』に帰れる。私が大好きだった、これから迎えるはずだった日々の続きに帰ることが出来るの」

「何を根拠に──」




「だってあの人は、そう約束してくれた」




　意味など微み塵じんも解わからなかった。

　だが、世界は紫門の理解が追い付くまで待ってくれるほど優しくない。
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「だから奪い返すことにしたよ。あなたが私からすべてを奪おうとしたように、今度は私があなたのすべてを奪ってあげるから」

　そうして、決定的な事実が露呈する。

　まるで天使のような顔をした悪魔のオーラを纏まとう少女は、確かに言った。

「初めまして《小さな王の鍵ゲーテイア・序列四十五位：ヴィネ》です。今からあなたを殺します」
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　我が耳を疑った。

　目の前にいる少女が信しんじ難がたいことを口にした。

「《小さな王の鍵》……？」

　それは、規制機関の隷属を意味する言葉ではなかったか？

　それは、悪魔の名を冠する少女たちが属する集団ではなかったか？

　それは、監理官によって監修された『設定』を受け入れ、同一視再現フアクシミレを補ほ填てんされた者のことではなかったか？

「どうして君が悪魔の『称号』を？　いや、それ以前に──」

　最大の違和感が、あった。

「どうして君が従属特待生になれた？」

　訊きかずにはいられなかった。

　従属特待生とは《脅威アルス》を駆逐する生徒のことだ。その性質上、格付けのボーダーラインは高く──せめて『カテゴリ４』でなければ存在意義を果たせない。

　どうして『カテゴリ２』が脅威対策委員会に？

「…………まさか」

　ぞわり、と。

　紫し門もんの全身を悪寒が駆け抜ける。

「君のＩＮＳ領域……、特定因子解析研究所で計測したら幾つだったんだ？」

　紫門の予測。

　心的外傷後ストレス障害。

　自己愛に満ち溢あふれた想像の世界に入り浸るきっかけさえあれば、誰だって《観測者アルテフエクス》と化すリスクがある。そして理想的な心象が及ぶ限界Ideal Notion Scopeは覚醒した瞬間に確定されるものではなく、常に流動的で格付けすらも変えてしまうことだってある。

　案の定、

『特定因子反応・区分Ideal Notion Scope hidden indicator：カテゴリ６』。

　ＰＤＡの画面に映し出された、あまりに残酷な事実。

　この少女は、誰よりも元の場所に帰ることを心の底から願っていた。

　皮肉なことに『日常』へ帰りたいと云いう強い希望が逆にストレスとなって、彼女をさらなる《観測者アルテフエクス》へと覚醒させてしまったのだろう。

　奇くしくも、それはアスモデウスと同じ格付け。

　かつて『バケモノ』と罵った相手と、同格の悪魔に成り果ててしまった。

「私はただ帰りたいだけ……」

　と少女は、弱々しくも確たる意思を持って呟つぶやく。

「それを叶かなえてくれるって、あの人は言った。あなたを殺せば私はお家うちに帰れるって約束してくれたんだッ！」

「だから《契約》したって云うのかッ！」

「私は『日常』を取り戻したい。ただそれだけなの……邪魔しないでよ！」

「ならどうして……君は悪魔になってしまったんだ？　規制機関に隷属するなんて君が望んでいる世界とは真逆の位置じゃないかッ？」

「知らないっ、知らないっ、私は何も知らないっ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ、と紫し門もんは心の底から思った。

　だが、なんと叫ぼうが悪魔の名を冠した少女には届かない。

「あなたを殺す力まで与えてくれたんだから、とっても感謝しなきゃ」

　悪魔と化してしまった少女──ヴィネは、月が浮かぶ夜空へと片手を掲げた。それだけで途と轍てつもない観測が起こった気がした。

　ざざざ、ざざザザザザ、と。

　まるで何かを遠くの海上から引き寄せているみたいな重低音。

　巨大な鉄の塊が、水を掻かき分けて進む音が徐々に大きく──迫り来る。

　次の瞬間、とんでもない水柱が海の方から上がる。海底に眠っていたメタンハイグレートが一斉に爆発したように、轟ごう音おんと水みず飛沫しぶきが学院島を襲った。

　そして紫門は確かに見てしまった。

　ヴィネの折れてしまいそうなほど華きや奢しやな掌てのひらの延長線上で、夜の闇に染まった空に超大型コンテナ船が月の光を浴びながら浮遊しているのを。

「なん、だ、よ……冗談だろ？」

　あまりにも馬鹿げた規模スケールの《脅威アルス》を前にして立ち尽くす。

　見えざる手によって海から引き上げられた超大型コンテナ船からは、未いまだに大量の水飛沫が降り注ぐ。あんなものが学院島へと自由落下で叩たたき付けられでもしたら。ただのメガフロートは板チョコみたく簡単に割れてしまうに決まっている。

　不思議な現象よりも、結果を想像しやすい明らかな《脅威》だった。こうなってしまえば仮採用監理官だろうが関係ない。あとはヴィネが見えざる手を放すだけで、終わる。地球の重力によって超大型コンテナ船はメガフロートへと激震を齎もたらし、そこに暮らす者も巻き込んで海中へと引きずり込むことだろう。

　もはや疑いようがなかった。

　同一視再現フアクシミレによって自らを悪魔だと誤認でもしていなければ、こんな大規模かつ非人道的で恐ろしい《脅威アルス》など成立しない。

　その時。

　くすくす、と。

　場にそぐわない愉たのしそうな笑いが響いた。

　天使のような悪魔の少女は、初めて悦よろこびの感情を見せた。

「何がおかしい？」

　勝利を確信しているのか、はたまた単純に高揚して気が大きくなっているだけか、ヴィネは面白おかしそうに口を開く。

　この事件の真相は『日常』を奪われた少女による復ふく讐しゆう。

　そんな単純な構図では済まされなかった。

「可哀かわい想そうに。あなたが殺されるせいで、あのバケモノの努力は水の泡だそうですよ？」

「……………………、は？」

　何から何まで訳の解わからないこと続きだった。

　それがここにきて、さらにその度合いは一気に加速する。

「どうしてここでアスモデウスの名前が出てくる？　僕が殺されるとアスモデウスの努力が水の泡って、どう云いうことだよ？」

「そのままの意味です。アスモデウスにはタスクが課せられているそうです。項目にして二万タスク。彼女はそのすべてを完遂させるために従属特待生として生きる道を選んだと聞きましたけど」

　と、一旦区切って。

「タスクを一つでも失敗すると、どうなると思います？」

　もはや限界だった。

　悪意に満ちた誘導尋問に脳が理解することを拒む。

（アスモデウスが僕と《仮契約》させられた本当の理由は……そう云うことか）

　あまりにも信しんじ難がたい結論に、紫し門もんは脳が沸騰しそうになる。

　もしも《仮契約》を結んだ仮採用監理官が、何かしらの事件に巻き込まれて死亡したらどうなるか──考えるまでもない。

（不祥事の責任を取らせることが目的か……ッ！）

　失った生徒が統轄学院史上最高の成績を残す優等生ならば、重大なペナルティを課すには十分過ぎる口実として成立するだろう。昨日の集団暴走に発展した『鎮圧』任務に関しても、紫門が失敗して負傷することを勘定に入れられていた可能性すらある。

　だとすれば。

　すべての辻つじ褄つまが合う気がしてきた。

　ならば必然的に、一つの疑問が再び浮上する。

「アスモデウスを屈服させた《契約》って、なんだよ」

　悪魔の名を冠した少女にとって、とても価値があるものとは何か。

　いつも不機嫌そうな少女が唯一笑顔を見せたのは。

　世界でたった一人を語っていた時だけだ。

「答えろよ、知ってんだろ？」

　アスモデウスは五年前から脅威対策委員会に属している。

　となれば当時、彼女は小学校低学年。ひらがなだらけの作文に、掛け算九九すらままならない未熟な年頃だっただろう。そんな自分の身に意味不明な力が宿り、恐怖に怯おびえていた少女が望むことは推論なんかするまでもなく理実灼然ことわりいやちこ。

「アスモデウスの《契約》、それは──」

　絶対的優位を確保したヴィネは、驕おごった態度で吐き捨てる。

　その無む垢くな、欲望と呼ぶにはあまりにも純情過ぎるお願いを侮辱するように。

「かつて生き別れてしまった『王子様』と逢あえる権利です」
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　水平線上にあったはずの超大型コンテナ船が夜空に浮かぶ。

　この異様とも云いえる現象を見上げていたのは、紫し門もんだけではなかった。

　脅威対策委員会《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番：アスモデウス》も、月に照らされた超大型コンテナ船を見上げて溜ため息いきを吐つく。

　その背中には、天使のような純白の翼【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】。

　過去と未来を視みる『権能』を同一視再現フアクシミレした結果、起こり得る事象を事前に察知する回避に特化した『設定』が補ほ填てんされた翼。だからこそ次に引き起こされる惨劇を誰よりも早く予知していた。

　学院島上空まで持ち上げられた超大型コンテナ船。

　それが引っ繰り返され、積載してあったコンテナボックスが紫門の頭上へと無作為に降り注ぐ光景を、アスモデウスは既に観測していた。

　だからこそ動く。

　紫門詠えい哉やに死なれては困るから。

　それが《契約》に盛り込まれた内容だから。

　アスモデウスが上空へ飛ぶと同時、予知通りの光景──超大型コンテナ船が裏返されて積み荷は紫門に向かって殺到する。

「【統べる王の指輪アニユラス】、典拠《七罪源ペカトウム・怠惰アケデイア：ベルフェゴール》」

　空中から急降下する最中、彼女は『指輪』を放棄した。

　まるで地上に撃墜された堕天使のように、翼を失って落下する先は紫し門もんの目前。その指先には新たな『指輪』が光り輝いていた。

　突然の介入者に、ヴィネは目を見開くことしか出来なかった。

　夜空から稲妻のように降り立ったアスモデウスが、墜落の直前まで翼で纏まとっていた下降気流。その莫ばく大だいな風圧がダウンバーストとなり、ヴィネの病的なほど細い体たい躯くを破砕されたブロック塀の向こう側へと吹き飛ばす。

　そんな光景には目もくれず、

「【偽ギ典テン：この私が手を下すまでもないよなはたらきたくないでござる？】」

　アスモデウスは軽く手を振っただけだった。

　まるで椅子に踏ん反り返った怠慢の王が、下々の者に指示を下すように。

　ただそれだけで、上空から降り注ぐ夥おびただしい量のコンテナボックスに異変が起こる。

　すべてのコンテナボックスの動きが、止まった。まるで見えざる手によって掴つかみ止められたみたいな光景だった。

　これだけでも目を見張るものがあるが、アスモデウスの《脅威アルス》は収まらない。

　次の瞬間には空中で完全停止したコンテナボックスが、花火のように上空へと打ち上がり元の場所に格納されたのみならず、引っ繰り返っていた超大型コンテナ船が正常な向きで海面へと引きずり降ろされたのだから。

　かなり強引だが逆再生の世界。

　つまり、アスモデウスの背後で硬直する紫門は無傷だった。

「アスモデウス……、どうして」

「あたしはあんたと《仮契約》を結んでいるのよ？　勝手に死なれたら困るから、その窮地に駆け付けるのは当然でしょ？」

「……ありがとう、正直なところすごく助かった」

「で？　なんであの子は、あんたを殺そうとしてんの？」

「解らない」

　それは紛まぎれもなく嘘うそだ。

　紫門はヴィネからすべてを聞かされていた。どうやらアスモデウスのタスク達成を邪魔したい人間がいることを、図らずも知ってしまった。

　だが、アスモデウスにどう説明すれば良い？

　その悲し過ぎる真相を明かさずに、

「昨日、僕が対応した『保護』任務は時雨しぐれ監理官に引き継いだ。この状況を意図的に仕込んだのは彼である可能性が高い……僕が襲われることで君の性能テストを兼ねている可能性すらある」

「あの痩型狸たぬき親父おやじ……ッ」

「ありえない話じゃないだろ、相手はあの時雨しぐれ監理官だ……彼の元に行くぞ」

「追及したところで、のらりくらりと嘘うそを吐つかれて終わるだけでしょ」

「確かに、状況証拠を並べたところで絶対に認めないだろうね。でも、体裁だけは整えるに決まっている。今現在、彼女の行動は時雨監理官の指揮監督下にあるのだから、自分にとって不都合な事実は隠しつつ事態を収束させるだろうさ。万が一に備えて、責任問題に発展しない解決策の一つや二つ事前に用意しているのが時雨って奴やつだろ？」

「あの子をこの場で撃破しちゃう方が早くない？　なんでわざわざ時雨の顔を拝みに行かなきゃいけないのよ」

　事情を知らないアスモデウスは、あくまでも無む垢くに首を傾かしげる。

　そんな彼女を煽あおるように、

「出来ないのか？」

「何度言わせる気なの？　あたしに不可能は存在しない」

　アスモデウスは光り輝く小さな円環を素早く換装して、再び背中に天使のような純白の翼を出現させたと同時──紫し門もんの手を掴つかんで上空へと舞い上がる。

　怒り狂ったヴィネの声は、とっくに後方へと遠ざかった。

　だが、学院島のそこかしこから飛来物。自動販売機から電柱から看板までもが巡航ミサイルのように押し寄せて来る。

　それでも【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】の前では《脅威アルス》にならない。

　迫り来る有象無象の弾道が、アスモデウスにはすべて視みえているのだから。満天の星の下、飛来物によるスクランブルが無尽蔵に吹き荒れる。そんな嵐の中でさえアスモデウスは純白の翼を器用に動かし華麗な回避運動ですべて躱かわしてみせた。

「そのまま突っ込めッ！」

「言われずともっ！」

　目指すは学院理事会の摩天楼──『バベルの塔』。

　その二十五階にある時雨首席監理官の執務室。アスモデウスは一切の減速なしに、純白の翼で身を守るように二人を覆ったままガラスを突き破る。

　だが。

　そこには、信しんじ難がたい光景が広がっていた。

「嘘でしょ……？」

　照明が落ちた薄暗い執務室。

　その真ん中で、時雨首席監理官は血溜まりに沈んで絶命していた。
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「何が……、起こっているのよ？」

　それは心からの言葉だった。

　執務室内に充満していた血の匂いが容赦なく鼻を刺す。

　ピクリとも動かない身体からだが物語る──時雨しぐれは既に死亡している、と。

　変わり果てた時雨を目の前にして、アスモデウスはその場で凍り付いていた。

　ふらふらと、おぼつかない足取りで彼女は時雨へと近づく。執務室の床を舐なめるようにうつ伏せで倒れる彼の表情は窺うかがえないが、自然死でないことだけは専門の知識がなくとも誰の目から見ても明白だった。

「ねぇ、冗談よね……？」

　震える声が絞り出すように紡がれていた。

「大丈夫……？　こんなの趣味の悪い冗談でしょ？」

　だが、時雨は返事をしない。

「嘘うそ、よ……ナニコレ……………全然笑えないんですけど？」

　しゃがみ込み、血ち溜だまりに片手をついて、体たい躯くを乗り出すようにして、もう一方の手をゆっくり時雨の首元へと伸ばす。その小刻みに震える細い華きや奢しやな指先が物言わぬ時雨の首へと触れて。

「────っ!?」

　小さく肩を跳ね上げた。

　その瞬間、悪魔の名を冠した少女の根底が揺らぐ。

　アスモデウス──否、本当の名前を奪われてしまった少女は、ただでさえ色白の肌が月明かりに照らされて完全に血色がなく青ざめていた。

「時雨が……死んじゃった………？」

　力なく吐き出される言葉に、紫し門もんは頷うなずくことすら躊躇ためらわれた。

「ねぇ、答えてよ。あたしと交わした《契約》は、どうなっちゃうの？」

　恐る恐る唇が動く。

「命令に従ったでしょ？　タスクだってもうすぐ二万項目だったでしょ？　あんたと結んだ《契約》で、あたしは悪魔になったのよ……？　五年間、あたしはあの人に逢あいたくて隷属したのよ？　答えて、答えてってば…………っ」

　それきり言葉は途絶えた。

　まるで全身の力が抜け落ちてしまったみたく、衣装に血が滲にじむことも厭いとわず、悪魔の名を冠していた少女は倒れ込む。

　だが、感傷に浸っている暇などなかった。

　今は亡き時雨を前に立ち尽くす二人を、再び《脅威アルス》が襲う。

　ガッシャーン、と。突入の際に蹴破ったのとは別の窓が砕け散り、マンホールの蓋が飛来した。

　その弾道は、力なく項垂うなだれる少女の側頭部を直撃するコースだった。

　背中に【偽ギ典テン：刺客なき反響翼アンチキル・エコー】を出現させている彼女ならば、事前に飛来する事実を知っていただろう。

　にも拘かかわらず、その少女は回避するどころか指先一つ動かさない。見かねた紫し門もんがおかしいと感じて、抱き付くようにタックルをかます。それで間一髪。マンホールの蓋は二人を掠かするように執務室を突っ切って、壁を爆砕して止まった。

「死ぬ気か君はッ!?」

　切羽詰まった声で紫門が怒鳴る。

　しかし少女は、魂が抜け落ちてしまったように虚うつろな目をしていた。

　その瞳に紫門を映してはいるが、ちゃんと見えているか怪しい。むしろ《脅威アルス》に殺されかけたことに気付いているかすら疑わしかった。

　パキパキ、と。

　小さな光の円環に小さな音が響く。

　時雨しぐれ首席監理官と《契約》を結ぶことで、悪魔化していた少女の望みは「王子様に逢あう権利を与えてもらう」こと。

　それが、もう永久に叶わぬ願いだと自覚してしまった時。

　悪魔の名を冠し続けた少女は、悪魔であり続けることを放棄した。

　少女を悪魔にしていた《契約》が、背中の翼と共に音を立てて砕け散ったのだ。

　翼と『指輪』の残骸が、無数の光の欠片かけらとなって執務室に舞い落ちる。まるで仄ほの暗ぐらい空間で蛍が飛ぶように微かすかな光を帯びた粒子が停滞していた。

　ぱきり、と。

　ガラスの破片を踏む音がした。

　割れた窓から、ヴィネが踏み込んでいた。

　その瞳は怒りに滾たぎる者の目──紫門を見据えていた。執務室内に広がる惨状に目を見張ることもなければ、さして興味も示さなかった。

「あれ、くたばってる？　なんで？　でもどうでもいいです、そんなこと。彼を殺せば私を『日常』に返してくれるって約束してくれたんだから、きちんと殺せば約束は守ってくれるんでしょう？　その為ための《契約》でしょう？　あはは、ははっ」

　完全に壊れてしまっていた。

　瞳孔は開き切り、背にした月光を浴びてヴィネは毒々しさを増す。

　時雨が死んでいると云いう現実が、どんな意味を齎もたらすか。正しく認識すら出来ないほど完膚なきまでに壊れていた。

「もういい加減、とっとと私に殺されて下さいよ」

　その言葉に動いたのは紫し門もんだった。

　床にへばりついてしまった少女を抱きかかえ、紫門は廊下へと飛び出す。

　背後の執務室から溢あふれた悪魔の声が暗い廊下に響く。

「かくれんぼ、ですか？」

　まるで意趣返しを愉たのしむかのような声色で。

「奇遇ですね、あの時とは鬼が逆になっていますよ。見つけたら、きっちり殺してあげますから……せいぜい素敵な悪わる足あ掻がきを」
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　正直な話、手詰まりだった。

　命からがら執務室から逃げ出したものの、紫門に具体的な策などない。

　文字通りの絶体絶命。腕の中の少女は無気力に項垂うなだれるだけで、再起の兆しなどまったく窺うかがえなかった。

　かと云いって見捨てるのも論外だ。ヴィネは紫門に対して個人的な怨うらみを持ち暴走しているが、この少女に対しても同じ感情を抱いているのだろう。無抵抗を良いことに鈍器を見えざる手で操って無限のリンチが起こりかねない。

　こうして廊下を全力疾走している最中も、背後から飛来物が紫門たちを追い越すように突き抜けていく。

　そんな時、脳内に誰かの声が響く。

『いけませんね紫門仮採用監理官こんな深夜に。ヘカテは眠いです』

　声の主は《観測者アルテフエクス》に特化したレーダーを司つかさどる少女だった。

『一緒に行動しているのは《序列三十二番》ですね？　とっくに門限を過ぎているにも拘かかわらず夜遊びとは感心しません。生活指導は管轄外ですが宿舎への即時帰宅をヘカテは促します。ヘカテは怒ると怖いですよこらー』

「部屋で就寝の支度をしていたら襲撃に遭ったんだよッ！」

　背後の闇から《脅威アルス》が迫る気配は依然として絶えない。だが、テレパシー越しのヘカテには緊急性が伝わっていない様子だった。

『ヘカテの声が心地よくて咎とがめ囁ささやきＡＳＭＲなどと云う変態の極地に到達してしまった気持ちはお察ししますが冗談はお控え下さい。ヘカテがＩＮＳ領域を測位可能であることをお忘れですか？　紫門仮採用監理官の周囲に首輪が接近した記録は《序列三十二番》の他には確認されていません』

「そんな馬鹿なことがあるかッ！」

　だって、現に紫門はヴィネに襲撃された。幾度も《脅威》に晒さらされ、今もなお命を狙われ追いかけ回されているではないか。

　しかし『因子』を感知するはずのヘカテは、一連のことを把握していない。

　これは一体、どう云いうことだと困惑しそうになる。

（いや、待てよ……？）

　ヘカテは「首輪が接近した記録はない」と言った。

　それは《観測者アルテフエクス》が着用を義務付けられているＧＰＳ付きチョーカーのことだ。

　あくまでもヘカテは『因子』を感知する《脅威アルス》の持ち主であって、彼女が性能や座標軸などの正確な情報を提供出来るのは、少女たちの首輪に登録されたデータを参照しているからだ。

　つまり座標データさえ弄いじってしまえば、彼女でさえも騙だますことが可能ではないか？

「ならば教えてくれよ……なんで二日前に僕が新しん宿じゆくで『保護』した子が、学院島を自由に出歩いているんだ？　君の権限なら、データ上では彼女が特定因子解析研究所にいることを確認出来るはずだよな？　その上で測位してみろよ、彼女の『因子』が本当にそこにいるかどうか──君の《脅威》でッ！」

『…………少々お待ち下さい』

　珍しく捲まくし立てるように怒鳴る紫し門もんの声を受けて、ヘカテも声のトーンが下がる。そして数秒の沈黙を経ると、まるで中身が切り替わったかのように、

『現在確認中です』

　ヘカテの対応が変わった。

　それで確信する。何かしらの力が働いている、と。

「ヘカテ。君の《脅威》で捉えた『因子』を保有する少女の位置と、首輪のＧＰＳが示す位置に差異があるんだろ？　記録上は、特定因子解析研究所にいることになっているんじゃないのか？　それが識別照会センターとしての回答なんだろ？」

『ヘカテに回答権はありません申し訳ございません現在確認中です』

「時雨しぐれ首席監理官に情報開示の許可を求めてんなら無駄だぞ、だって彼は執務室で殺害されていた。知らなかっただろ？　カメラもマイクもない執務室内で殺害されれば、椅子に踏ん反り返って報告だけで判断している学院理事会は知る由もないからな」

『……それは本当ですか』

「仮採用監理官襲撃事件──標的に監理官が含まれるようになって、その最初の被害者に時雨首席監理官が選ばれたみたいだ……」

『現在確認中です』

「伊だ達てや酔狂でこんな発言をする訳ないだろうがッ！」

　非常階段を全力で駆け上がり、紫門はあらゆる手段を考える。

　いつまでも逃げ回ることなんて不可能だ。狂気に陥ったヴィネは、紫門を殺すまで止まらないだろう。規制機関も根底から対応に困り「現在確認中」の一点張り。

　ならば残された手段は一つだけ。




　紫し門もんが単独で、従属特待生もなしに《観測者アルテフエクス》を無力化させるしか活路はない。
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　辿たどり着いた先は屋上だった。

　夜の学院島を一望出来る最も空に近い場所で、紫門は迎え撃つことにした。

　勝率なんて絶望的。

　でも、紫門詠えい哉やは諦めない。

　何な故ぜなら、彼は『約束』したのだから。

　勝手に諦める権利など最初から持ち合わせていなかった。

「もう、いいよ」

　か細い声が聞こえた。

「もう終わりにしちゃお……？」

　腕の中で名もなき少女が発した言葉だと認識するのに、紫門は数秒の時間を要した。

「ふざけてんのか？」

「ふざけてなんかないわよ」

「待ってるんじゃなかったのかよ」

「五年間、もう待った。でもなんの音沙汰もない」

　その言葉は震える体たい躯くによって紡がれ、涙で濡ぬれていた。

「逢あいたかった。だから、あたしも頑張った……。あの人と逢う為ためになんでもするって決めたから時雨しぐれと《契約》して、悪魔になったのよ。辛つらかったけど、いつか必ず逢えると信じて我慢したの。報われると思ったから、きっと神様が見ていてくれて、ご褒美をくれると思ったから……辛くても挫くじけずに続けてきたの…………」

「…………」

　この少女が二万項目にも及ぶタスクを完遂させてまで欲しかったご褒美は、普通に生きていたら当たり前に続いていくはずの権利だった。

　ただ、どうしようもなく逢いたい人がいた。

　学院島に連行され、心細かった少女の目の前に垂らされた甘い蜜。

　そんなものを見せられたら手を伸ばさない訳がない。そうして本名は奪われ、生い立ちを無視して『アスモデウス』だなんて悪魔になってしまった。

　毒に塗まみれた蜜だとしても、ただ『王子様』に逢いたかった少女からすれば、神からの救いに見えたかもしれない。交渉も渉外も駆け引きすら知らない──汚れなき少女に、汚い大人は特大の返し針がついた楔くさびを撃ち込んだのだ。

　赦ゆるされるはずがない。

　そんなこと、赦されて良い訳がない。

　その果ての終局が、こんな悲しい終わり方であって堪たまるものか。

　無む垢くなる少女を道具のように扱い、自分たちに都合の良い取引を持ちかけた挙句、用済みになったのか不都合が出たのか知らないが、こんな形で一方的に終わらせようとするなんて、たとえ相手が神様だとしても絶対に間違っていると断言出来る。

　自然と握りしめた拳に力が篭こもった。

「ヘカテ……たった一つで良い。この質問に答えてくれ」

『当該案件は時雨しぐれ監理官によって機密情報に指定されています』

「そんなことはどうだって良いいんだよ。今ここで僕が死んだら、きっと間違いなく確実にこの子も殺される。権利を与えてもらう為ためだけに五年間も悪魔として生きたのに、何一つ与えられることなく死ぬんだぞ。こんな悲劇を見過ごせるかよ」

『それは……』

「だから、少しでも赦せない良心が燻くすぶっているのなら──力を貸してくれ」

『ヘカテは……ヘカテだって……』

「君なら──体内の『因子』を感知出来る君なら、僕を襲った《観測者アルテフエクス》が本当に従属特待生なのか、どんな現象を観測するのか──すべての情報を知っている。それを教えてくれ。頼れるのは君しかいないんだ」

『一つだけ答えて下さい紫し門もん仮採用監理官。ヘカテが……ヘカテがその情報を渡せばこの状況を覆せますか。《序列三十二番》の窮地を救うことは出来ますか』

「いいや、アスモデウスだけじゃない」

　紫門は断言する。

「一人残らず全員救う」

　悪魔の如ごとく美麗な少女のことを思い叫ぶ。

　何な故ぜなら彼が目指すは、すべての《脅威アルス》で苦しむ少女に寄り添う監理官だ。

「直面した現実が辛つら過ぎて、でも誰に文句を言ったら良いのか解わからなくて、それで暴走に至ってしまっただけなんだよ。だから僕はヴィネも救う」

『……偽善が過ぎると死にますよ』

「約束しよう、僕は誰一人として見捨てない」

　今、失われようとしているものをヘカテは知っている。

　ヘカテも『識別照会センター』の要として君臨こそしているが、一介の従属特待生に過ぎない。アスモデウスやヴィネのように、何かしらの『権利』を欲した代償として隷属を選んだだけの少女なのだ。だから、こんな結末が痛ましく映ったのだろう。

『ここから先は独り言です』

　想おもいが届いた瞬間だった。

『ヘカテは紫し門もん仮採用監理官との口論の最中に誤って保有している全情報を共有してしまいました。当該情報漏ろう洩えいを察知したヘカテは慌てふためくあまり情報封鎖することもなく始末書の作成に移行してしまいます。通信終了──ご武運を』

　そうして念話が強引に切られた。

　きっとヘカテとて、お咎とがめなしとはいかないだろう。

　どんなペナルティを課せられるのか、紫門には知る手段がない。

　だが、だからこそ、紫門は心を鬼にして考えるのをやめる。勇気を持って下したヘカテの選択。その覚悟を無下にしたくないからこそ、今は目の前の《脅威アルス》から悪魔としてさえ生きることを放棄している少女を守ることだけに専念する。

　手の中のＰＤＡが小さく震え、ヘカテから襲撃者の情報が共有された。




「ゲーム・オーバーの時間ですよぉ？」




　冷たい風が吹き抜け、背後から悪魔の声が響いた。

　紫門は抱きかかえていた少女を下ろすと、静かに立ち上がる。まだ振り向かない。血だらけになった少女の目は虚うつろで、生きる希望すら見失いかけている。その光景を瞼まぶたに焼き付けて覚悟が決まる。ようやっと紫門はゆっくり振り返る。

　そこにあったのは絶対に負けられない戦い。

　月光が降り注ぐ、地上一〇〇メートルの屋上でヴィネは嗤わらっていた。

　片足を半歩後ろに引き、もう片方の足を軽く曲げて、両手は腰の高さで何かを摘つまむような仕し種ぐさと共にお辞儀をする。すると見えざる手によってモッズコートの裾が広げられ、まるでそれは大げさなカーテシーのようだった。

「死に場所として素敵ですね」

　ニコリとも笑わず、ヴィネは嗤い続けていた。

　だが紫門とて、このまま大人しく殺されるつもりはなかった。

　今、手の中にはヘカテが決死の覚悟で授けてくれた情報つるぎがある。だからこそ襲撃者の『設定』を把握し、完璧な対策を構築する。

「たかが悪魔に……、僕の『約束』を反ほ故ごにされてたまるかよ」

　襲撃者は『カテゴリ６』の《小さな王の鍵ゲーテイア・序列四十五番：ヴィネ》だ。

　同一視再現フアクシミレによって、見えざる手の強化が計られているらしい。

　曰いわく、悪魔『ヴィネ』は立派な要塞を建造し、敵の強固な城壁を破り、嵐を起こして敵艦隊を難破させる『権能』を持つ。故に、ヴィネの《脅威》は、攻守ともに優れた大規模なポルターガイスト現象の観測として補ほ填てんされた。

　大前提として、いくら監理官とは云いえども《観測者アルテフエクス》には決して敵かなわない。

　だからこそ従属特待生を引き連れて任務を遂行する訳であって、単体での遭遇は文字通り生命の危機に直結する。

　だが、紫し門もんは気付いてしまった。

　たった一つだけ、この場を凌しのぐ反撃があることに。

　絶対的に優位だと信じて疑わない──つまり《脅威アルス》が直撃する寸前、自らの勝利を確信したタイミングでしか通用しないだろうが。

　戦闘幇ほう助じよ行為《接続アドホツク》。

　リミッターを解放する為ための《接続》を、正反対の意図で行う。つまり妄言としか呼べない観測に対して『還かえるべき現実』を叩たたき込むことで、




（強引に《脅威》を捻ねじ曲げ、ＩＮＳ領域を掌握することだって可能なはずだ）




　チャンスは一度きり。

　本当に可能なのか解わからない。

　だが、迷っている猶予は一刻もなかった。

　たとえそれが切羽詰まった中で唐突に思い付いた悪手だとしても、理論上可能なのか疑わしい無謀や、空前絶後レベルの愚行だとしても──やらなければ死ぬ。無残に血の染みを残して現世から消えるだけ。

「ようやくこれで、こんな悪夢が覚めます……」

　両手を夜空に向かって広げるヴィネは、勝利を確信する。

　それもそのはず。なにせ上空には巨大な石油タンカーが浮遊していた。

　全長三〇〇メートルにも及ぶ鉄塊。鈍器としては世界最凶クラス。あまりにも馬鹿げた規模スケールの《脅威》が一隻のみならず────五隻。

　大規模なポルターガイスト現象。

　暴威としか云いようのない絶望を観測して。

　凶悪な《脅威》を有するヴィネは凍り付いた顔で嗤わらいながら。

「全部壊れちゃええええええええッ！」

　涙を流しながら叫ぶヴィネに呼応するように、紫門どころか学院島をも殺すに値する絶大な《脅威》が『バベルの塔』を目掛けて突き進む。

　もしも失敗すれば、紫門の身体からだは木っ端微み塵じんに消し飛ぶ。

　石油タンカーが大爆発を起こし、学院島は火の海と化すだろう。

　大惨事。生き残れる見込みなどない。だからこそ動かない。全神経を《脅威》へと集中し、鉄てつ槌ついのように天から降る石油タンカー五隻が目と鼻の先に迫るまで動かず、気取られないようにＰＤＡの画面をタップして──

　そして。

　ヴィネが確殺の美酒に酔よい痴しれる。

　心を頑かたくなに閉ざすことなく、その先で起こる殺さつ戮りくに嗤わらっていた。

　直後、

「…………ッ!?」

　空間が凍いて付いたみたく、紫し門もんに迫っていた凶器が止まる。

　ようやく《接続アドホツク》による反撃が行われていることに気付いたヴィネだったが、もう既に遅い。戦闘幇ほう助じよ行為のラインが一度でも確立してしまえば、観測を齎もたらすＩＮＳ領域は監理官の制御下に置かれる。

　ある程度の接近、そして予想外のタイミング。

　この二つを成立させる為ために命を張った紫門が得たアドバンテージは絶大。

「妄想の世界に逃げるのもいい加減にしろ、ヴィネッ！」

　だが。

　ポルターガイスト現象は否定しきれず。

　石油タンカーが見えない壁に衝突したかのように空中で止まるだけ。

　それどころかＩＮＳ領域の掌握なんて程遠く、意識がヴィネに呑まれつつある。

　考えてみれば当たり前のこと──アスモデウスとの《接続》だって、かなり加減してもらっていたじゃないか。

「私の中に、土足で踏み込んで来るなぁアアアアアアッ！」

　紫門の視界では、見えざる手がテクスチャ・バグでも引き起こした映像のようにノイズ混じりで浮かび上がっていた。石油タンカーを止めるのが限界で、元の位置に戻させるだけの精神力は残っていなかった。

「……ッ！」

　脳に激痛が走る。まるで世界が根底から引っ繰り返ったかのような、今まで信じて疑わなかった常識が木っ端微み塵じんに消し飛ばされそうな感覚。立っていることすら辛つらかった。紫門の脳裏には、ヴィネが観測しようと試みる悲惨な結末──壊滅した学院島の情景がサブリミナル効果みたく現実の世界へ瞬間的に幾重にも挿入される。

　それは絵画のような世界だった。

　人類が高みを目指したあまり神の怒りに触れ、倒壊する塔の如ごとく。

　五隻の石油タンカーが神の鉄槌よろしく『バベルの塔』を破砕し、大爆発。引火した石油が滝のように学院島全域へと降り注ぐと同時、爆風と衝撃が統轄学院のすべてを無に還かえす。誰一人として生き残った者など存在しない悍おぞましい世界。

　そんな地獄絵図のループ。

　事象を否定しては、再び起こる繰り返し。

　たった数秒の間にも拘かかわらず、統轄学院は軽く千回ほど滅びた。

　最悪の《脅威アルス》と『現実』が交互に入り乱れ、紫し門もんの意識を片っ端から壊す。

　ヴィネが望んだ観測によって、物理的な被害が齎もたらされるよりも先に、紫門と云いう一人の高校生は精神的に死を迎えようとしていた。

　万策尽きた。

　もはや自我が破壊されるだけ。

　それでも、諦める訳にはいかなかった。

　果たしてこの観測は、ヴィネが本当に望んだことなのか。

　誰かを怨うらんでしまう感情が解わからない訳ではない。これからも続くはずだった『日常』を奪われた腹はら癒いせに、湧き起こった破壊衝動──学院島を壊したいと云う願望に、理解不能の難色を示すほど紫門は冷徹ではない。

　むしろ、痛いほど解る。

　何な故ぜならば、根底の部分での願望は紫門と何一つ相違ない──ただ純粋に取り戻したいだけ。そんな当たり前の感情なのだから。

「どうして、そこまで……？」

　そんな紫門を見て、倒れていた少女は弱々しく呻うめいた。

「何をどうやって……、もう幸せなんて何一つ残っていないのに」

「逢あわせてやりたいんだよッ、君を『王子様』にッ！　僕があの子を必死に探しているように、その『王子様』ってのも絶対に君を探しているッ、だから──」

　それは包み隠さない本音だった。

「……いいよ、もういいの」

「なんでだよ」

「だって」

　悲痛な言葉が紡がれた。

「こんなにっ……、待ってるのにっ……、お迎えに来てくれないのは……っ」

　悪魔の名を冠していた少女が。

　蒼あおい瞳から溢あふれた大粒の涙を頬ほおに流しながら──斯こう言った。




「バケモノになっちゃったあたしになんて、もう逢いたくないからじゃないの……？」




　それを確かめるのが怖くなってしまった。

　だから、思い出は綺き麗れいなまま終わらせようとして。

　その少女は諦めて、独りで静かに心の底から泣いていた。

　本当は悪魔になんかなりたくなかった少女が、たった一つだけ欲した『権利』を手に入れる為ために選んだ荊いばらの道。

　それをこんな悲しい結末で終わらせるなんて、

「──絶対に認めねえぞッ！」

　紫し門もんは途切れそうになっていた意識をなんとか繋つなぎ止めて叫ぶ。

「逢いたいに決まってんだろ、ざっけんなッ！」

　認識がヴィネによって蝕むしばまれ、激しい頭痛に苛さいなまれているにも拘かかわらず。

　紫門は自我を途絶させることなく必死の思いで耐え忍んで。

　泣きじゃくる少女へと手を差し伸べた。

「待てど暮らせど君を迎えに来ない『王子様』がいるんだって？　なら、こっちから迎えに行ってやろうぜ──」

　ありったけの想おもいを込めて、

「僕と《契約》しろ、アスモデウスッ！」

　その言葉を聞いた少女は、少しだけ目を見開く。

　だがそれも一瞬で、すぐに覇気が失うせる。死んだ抜け殻のように、ただ自嘲めいた笑みを浮かべるだけ。

「あたしに《契約》を……またあたしに悪魔になれって言うの……？」

　悪魔であることを放棄した少女は、怯おびえるような口調で問う。

「もう厭いやだよ。こんな想いをずっとするくらいなら……、いっそのこと全部終わらせて楽になりたいの…………」

「嘘うそばかり吐ついてんじゃねえよ、僕の目を見て言ってみろ。本当は『王子様』に救い出してもらえる最高なハッピーエンドを望んでいるんだろ？　一人で歩くのに疲れちまったなら僕が一緒に歩いてやるッ、先に進むのが怖くなったら僕がその手を引いてやるッ、挫くじけそうになったら僕が背中を押してやるッ！　残念だけれども今の僕じゃあの子を見つけられないし『王子様』を探す権利だって君には与えられない。そう、今の僕じゃ駄目なんだ。だから僕は、評定平均ランキング第一位を死守するッ！」

「それがあたしとなんの関係があるの？」

「専属特待生」

　紫門詠えい哉やはより強く手を差し出して、はっきりと宣言した。

「上級監理官クラスになれば、アクセス権限が高次階層になるのはもちろん、直属の従属特待生──専属特待生を一名選出する権利を得る。僕は君を専属特待生に指名する。君は広域調査権を得て、誰に縛られることもない自由時間が与えられる」

　つまり、

「僕なら君を『王子様』に逢あわせてあげることが出来る」

　それは、孤独の海に沈んだ少女が心の底から欲した言葉だった。

「すべてを諦めて、君が統轄学院を『卒業』するまで、このまま屍しかばねのように過ごそうが自由だ。でも約束しよう、僕は必ず在学中に正規の監理官になる。前代未聞だろうが前例がなかろうが関係ない。なんの為に前人未到の記録を叩き出し続けていると思ってんだ」

「そんな……」

「逢わせて証明してやるよ。君の『王子様』は君のことが大好きだって」

「……あんたがあたしに課す『義務』は？」

　その瞳は疑いに満ちていた。

　心の底からの善意で動いてくれる人間なんて存在しない。人が抱える心の醜さは、規制機関の隷属となってから目を背けたくなるほど見せ付けられてきたのだろう。

　かつて時雨しぐれとも同じ《契約》を結んだ。

　その代償として、二万項目のタスクを背負うこととなった。

「悪魔との《契約》なんだから、互いに『義務』を課さなければ成立しないわ」

　怯おびえるような声で、名を失った少女は起き上がる。

　紫し門もんの手を取るのが心の底から怖かった。

　それでも希望に縋すがるように、

「時雨があたしに二万項目のタスクを課したように、あんたは監理官として従属特待生であるあたしに『義務』を与えなければならない。あたしに何をさせたいの？　なんでも素直に従う手駒になれとでも？」

　紫門詠えい哉やの目的は明白だった。

　それは散々彼が口にした言葉だった。

　規制機関に拐さらわれた幼おさな馴な染じみを必ず助けたい。

　その為ために評定平均ランキング一位を死守するとも宣言しているのだ。であれば、従順で強力な手駒を確保しておきたいと思うのが当然だろう。

　なのに。

　その条件とは、




「諦めるな」




　ただ、それだけだった。

「君の『王子様』と再会を果たして、涙で顔をぐしゃぐしゃにするまで、絶対に二度と君は何一つとして諦めるな。それが君に課す、ただ一つだけの絶対遵守の『義務』だ」

「…………」

　ぽかん、と。

「あんたバカじゃないの？」

　まるで心の底から呆あきれるような口調で、

「ほんとに、あんたバカなんじゃないの……」

　だが、

「僕は本気だよ」

　紫し門もん詠えい哉やは淀よどむことなく即答。

　普通に考えれば、従属特待生に課す『義務』なんて、紫門にとって都合の良いもので良かったはずだ。それこそ時雨しぐれ監理官のように、自身の内申点稼ぎに利用出来るよう二万項目にも及ぶタスクなんて馬鹿げた条件でも良かったのだ。

　しかしながら紫門は『権利』を盾に不利な『義務』を無理強いしなかった。

　だからこそ。

　もう、一度だけ。

　ここで少女は命を捨てる覚悟をしたのだから──最期だと思って。

「ほんとバカでしょ」

　と呟つぶやいた上で。

「じゃあ、あたしからの『義務』は──必ず見つけること。絶対に見つけなさいよ。あんたを待っている子のことを。それだけでその子は、きっと世界で一番幸せなヒロインになっちゃうわ。だから、見つけなかったら、あたし絶対に赦ゆるさないから」

　名もなき少女が、在りし日の少年の手を掴つかむ。

　その手を、少年は固く握って放さない。かつて絶対に放すものかと心に誓ったのに、放してしまった結果が今の地獄。だからこそ《接続アドホツク》で自我が根底から破壊し尽くされてしまいそうになりながらも、力強く握り返して引き寄せた。

「当然だ、絶対に見つけてやる」

　幾つもの想おもいを込めて。

　優しく、でもしっかりと頭を撫なでる。

　抱き寄せた少女の瞳は、涙で濡ぬれていた。

　でも、その眼めから憂いは失うせ、《脅威アルス》を撒まき散らかす悪魔の眼光が疼うずいていた。

　重なり合う二人の足元に魔法陣が浮かび、とある悪魔の『紋章ペンタクル』となり、やがて光り輝く円環は彼かの者たちを包み込んで収束するように爆はぜた。

　悪魔との《契約》が成立した。




　そこには《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二番：アスモデウス》が再臨していた。
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「ああああああああああああああああああああああッ！」

　頭を抱えて、ヴィネは悶もだえ苦しむ。

　もはや善悪の区別どころかあらゆる境界線を見失いつつある。

　紫し門もんとの《接続アドホツク》で『還かえるべき現実』に縫い付けられていなければ、乖かい離りし過ぎた自らのＩＮＳ領域から抜け出せず廃人になっていただろう。

　既に一刻も猶予はない。

　すべてを終わらせるように言葉が紡がれる。

　他でもない、紫門と《契約》を結び現界したアスモデウスによって。

「【統べる王の指輪アニユラス】、典拠《北欧の世界樹・怒りて臥ふす蛇：ニーズヘッグ》」

　指先に、光り輝く小さな円環が灯ともった。

　それは相手の大切なものを奪う──簒さん奪だつ者の《脅威アルス》だった。

　だが、その凶悪な『設定』に少女は負い目を感じない。何な故ぜならそれは、彼女が本気で守りたいと思った者に圧倒的な勝利を齎もたらす観測なのだから。

　自分の為ためだけではなく、誰かの為にも。

　その意志の表れか──月明かりを照らし返す金糸のような髪が、毛先から極彩色の光を放ちながら煌きらめく。

　極彩色の髪が散布するのは、七色に輝く色彩を帯びた粒子。

　紫し門もんと新たな《契約》を結んだことで、その精神に変化が起こったことを象徴するかのように、それまでとは一線を画する変容を遂げた。

　美しく、神々しい。

　そんな形容でさえ今の彼女には、不釣り合いかもしれない。

　十一月の寒空に爆発的な勢いで光の粒子を放出する姿は、排熱機構を得たことで高出力に拍車が掛かった戦略兵器を思わせる。

「私はッ、私はただッ、私はただ大好きだった人たちに──ッ」

　もはや感情が溢あふれ過ぎて言葉にならない叫びが、ヴィネの口から吐き出される。

　その目からは涙が溢れていた。世界は理不尽なことで溢れていて、現実はいつだって辛つらいことばかり。追い求める理想に手を伸ばそうにも、数多あまたの困難が行く手を阻んで挑む気概すら奪い去ってしまう。

　もしも立場が逆だったならば。

　紫門が《脅威アルス》を撒まき散らかす側だとしたら。

　縋すがる寄る辺を見失って、きっと同じ凶行に及んでいたかもしれない。

　だからこそ紫門は、その決定的な言葉を悪魔の名を冠する少女に突き立てる。

「退屈な現実なんか最高の理想で潰つぶしてやろうぜ、アスモデウスッ！」

　その言葉に彼女の眼光が妖しく揺れると同時──華きや奢しやな指に填はめられた『Nidhogg』の文字が刻まれた『指輪』が激しい光の軌跡を残す。

「【偽ギ典テン：我は望む。瘴しよう気きの根源たる『フヴェルゲルミル』よ請しよう来らいせり──】」

　夜空を覆い尽くすように、十一もの魔法陣が曼まん荼だ羅ら模様に波及する。

　それはまるで天蓋いっぱいに広げられた千変万化の結界。

　アスモデウスの詠唱によって《脅威》が炸さく裂れつする。

「【──今ここに十一の奔流となりて喰くらい尽くせエーリヴァーガル『怒る雫スヴオル』『臥す霤ヴイーズ』『叩く霖グンスラー』『穢す霧フイヨルム』『嗤う霜フインブルスル』『斬る霙フリーズ』『裂く霰スリーズ』『殴る雹ユルグ』『討つ霪シユルグ』『嬲る霈レイプト』『弑す靄ヨル』喰らえ喰らえ、もっと喰らえッ！】」

　ついに紫門の《接続アドホツク》による介入が限界を迎え、鎖アンカーが千切れたように五隻の石油タンカーは学院島へと豪速で振り落とされる。

　対して。

　歌うように放たれる言葉に呼応して、放たれるのは氷爆。

　十一の魔法陣から極大の氷が噴き上がり、それぞれが氷の大蛇と化す。

　夜空に浮かぶ五隻の石油タンカーに向かって、複雑に絡まり合いながら【フヴェルゲルミル】が十一の奔流となって迫る。

　双方が接触した途端に空間ごと凍いて付いた。

　絶対零度による擬似的な時間停止とでも表現しようか。

　統轄学院に破壊を齎もたらそうとした《脅威アルス》が、より凶悪な《脅威》によって完全に動きを封じられたのだ。

　北欧神話に於おける死者の世界──極寒冥府ニヴルヘイムにて塒とぐろを巻くニーズヘッグは、終末の日ラグナロクを生き延びる。そんな怪物の棲すむ泉が源となった死の奔流ともなれば、時の流れすらも喰くらい尽くす《脅威》を発現した。

　そんな光景を目の当たりにし、ＩＮＳ領域が爆発的な暴走を起こす。

「私をっ、私の『日常』をっ、私が生まれた世界をっ、奪ったものを返してぇえッ！」

　激震が走った。

　観測の対象となった学院島そのものが、激しい縦揺れに見舞われた。

　それで、ヴィネの小さな身体からだがよろめいた。

　彼女が立つのは無機質な屋上の端だ。

　その背には、何もない。

「あっ」

　足を踏み外した。

　悪魔の名を冠してしまったもう一人の少女が、紫し門もんたちの視界から消えた。

　いくら《観測者アルテフエクス》とは云いえ、その体たい躯くは生身の人間だ。地上一〇〇メートルの高さから落下して無事で済むはずがない。

　迷わず、紫門は屋上を駆け、命綱もなしに飛び降りる。

　紫門詠えい哉やは、自らの命を本気で狙っていた相手にも手を差し伸べる。

　その行動にヴィネは目を見開いていた。まるで信じられない映画の結末を眺めているかのように、当事者意識のない表情で紫門を眺めていた。

「手を伸ばせッ」

　なんで、と少女の唇が動いた気がした。

　だから紫門は落下する最中でも、はっきりと断言する。

「今回はアスモデウスを救う為ために立ち上がったけれども、いつか必ず君の隣にも立って一緒に戦ってやる。君は、ただ取り戻したいだけなんだろッ!?」

　それでもヴィネは地上へと吸い寄せられながら、手を伸ばしきれずにいた。

　──悩んでいた。

　その手を、今まで殺そうとしていた自分が掴つかんでも良いのか、と。

　このまま地面に叩たたき付けられ死ぬ方が、よっぽど自分に相応ふさわしいのでないか、と。

　本当は解わかっていた。紫門と云う人物に一切の過失はないことを。でも怨うらみを抱かずには前へと一歩も進めなかった。だからこそ躊躇ためらっていたのだ。救いの手を掴む権利が自分にはないとヴィネは──




「取り戻したいならッ、未来を掴つかむことを諦めちゃダメだッ！」




　ヴィネと《接続アドホツク》していた紫し門もんだからこそ、心の声を拾う。

　彼女が心から抱えていた苦しみに最も近い場所から触れることが出来た。

　その姿は、普通に考えれば偽善的だった。一体何を間違えれば、自分を殺そうとしていた相手に救いの手を差し伸べる？

　しかし紫門詠えい哉やと云いう人物は、紛まぎれもなく本気だった。でなければ命綱もなしに地上一○○メートルからの飛び降りなど敢行しない。この局面で自らの命を懸けてまで偽善を突き通すなど、それこそ本物の悪魔でも選ばない暴挙だろう。

　悪魔になってしまった少女の口が小さく動く。

　ごめんなさい、と。

　ほんとにわずかに少しだけ。

　ヴィネの手が迷いながらも紫門の方へ。

　その手を──手首を掴んで、強引に手繰り寄せた。

　次の瞬間、地表まであと一〇メートルまで迫った地点で、落下する二人は真横から何者かに掻かっ攫さらわれる。

　その影は、天使のような純白の翼を広げていた。

　上空まで一気に飛ひ翔しようして、そのまま屋上へと舞い戻る。

　紫門の腕の中には気を失ったヴィネ。その息遣いは穏やかで、悪魔の名前なんて似合わない──まるで疲れ果てて眠りに落ちたごく普通の少女のようだった。

「あんた死ぬ気？」

　容赦なく紫門へと小生意気な声が突き刺さる。

　紫門と《契約》を結んで再び悪魔の名を冠することにした少女は、まるで新たな覚悟を力強く示すように毛先が極彩色に耀かがよう金髪を靡なびかせていた。

　もう二度と、諦めることが許されない。

　そんな《契約》を結んだ『指輪の簒さん奪だつ者』は、小悪魔な笑みを浮かべる。

　放棄された『指輪』が華きや奢しやな指先から抜け落ちて、光の粒子となって泡のように星空へと昇って霧散した。

「無む茶ちやし過ぎよ。あたしが間に合わなかったら……とか考えなかったの？」

「ありえないね」

　と、彼は全否定する。

「だって、君はもう二度と諦めない」

　少女は口を開くが、言葉が出なかった。

　唖あ然ぜんとした。かつて《契約》を結んだ相手では、考えられなかった返答に。

「僕は絶対に『約束』を果たす。空想の世界に引き篭こもって、這はいずり逃げ回る訳にはいかないんだよ。現実を直視すれば心が折れそうにもなるけれども……それでも、くだらない現実なんか最高の理想で塗り潰つぶす──そう決めたんだ」

　それは悪魔の名を冠する少女には、あまりにも辛辣に響いたのだろう。

　見たくないことから目を背け、見えないものを見えたと思い込んで自らに優しい世界を構築する《観測者アルテフエクス》にとって、逃げ出したい現実から目を背けずに挑み続けている少年の姿はあまりにも眩まぶしく映ったに違いない。

　だからこそ訊きいてしまう。

「ほんの少しも不安はないの……？」

　それはきっと、心の底からの問いかけだった。

　辛つら過ぎる現実から目を逸そらさず、理想に向けて走り続ける覚悟。その不安を払拭してくれると思ったから。

「ないよ」

　在りし日の少年は答える。

「だって、隣にいてくれるんだろう？　不可能なことなんて存在しない君が」





終章『たとえ世界のすべてを敵に回したとしても』




　一つの謎が残る。

　それは、誰が時雨しぐれ首席監理官を殺害したのか。

　隔離されているべき《観測者》に下った特定因子解析研究所からの外出許可、不自然な機密情報の指定、従属特待生として成立させる《契約》。すべて時雨の名義で承認が下されており、彼が意図的に何かしらを企んでいたことは明らかだった。

　学院理事会は状況からして、一つの結論を導き出していた。




　時雨首席監理官の監修ミスが招いた悲劇。




　紫門からの事情聴取を元にまとめた最終報告書によると。

　時雨首席監理官は《小さな王の鍵ゲーテイア・序列四十五番：ヴィネ》の素体となった少女を執務室へと招き、補ほ填てんした『設定』を与えて同一視再現フアクシミレを試みた。

　だが、伝説上の存在との同一視再現は、高い負荷を《観測者》自身に及ぼす。

　いくら心的外傷後ストレス障害で『カテゴリ６』と化していても、覚醒時は『カテゴリ２』だった今回の素体では、あまりに現実と乖かい離りし過ぎた監修に拒絶反応が起こってしまったのだろう。

　結果として、素体のＩＮＳ領域は暴走に至る。

　解析研究所から連れ出す為ため、首輪の一部機能を停止させていたことが祟たたり、アラートは発動せず。

　錯乱した少女によってポルターガイスト現象が発生。時雨しぐれ首席監理官が所有する拳銃が複数回暴発し、弾丸が胸部と頭部を貫通し即死。図らずも人間を殺害してしまったことで素体の心的外傷後ストレス障害は加速し、完全に自制心を失う。

　自らを捕らえた紫し門もん監理官を復ふく讐しゆう目的で襲撃するも、脅威対策委員会《小さな王の鍵ゲーテイア・序列三十二位：アスモデウス》によって未然に阻止──終結。

　これが『時雨事案』の顛てん末まつ。

　だが、果たして本当にそうなのだろうか。

　その真実を知るのは、今は亡き時雨首席監理官と彼の命を奪った真犯人だけ。




　時間は遡り、学院島の中央に聳そびえ立つ『バベルの塔』。

　カメラも集音器もない教務棟の執務室で、時雨は革張りの椅子に座っていた。

　強きよう靭じんな《脅威アルス》を可能とする少女に『アスモデウス』の称号を与え、彼女にまつわる『設定』を監修した張本人である。

　従属特待生として使い倒す為、時雨は少女に対して交渉を持ちかけた。

　それは、とある少年の恒久的な安全保障。そして一定の成果を収めた場合、彼との再会の機会を設ける内容だった。一般生徒では、どちらも手に入れることの出来ない破格の『権利』で隷属化させた。

　だが、当然ながら破格の代償は大きい。

　課したタスクは二万項目。一日一項目でも五十年以上。

　その膨大な数に、か弱い少女の心は途中で折れるものとばかり思っていた。

　しかしアスモデウスは彼の予想を裏切り、一日に十項目以上。それを毎日欠かさず五年間も続けているのだった。

「バケモノめ……会わせようにも、あいつ殺しちまったからなぁ」

　時雨は悪わる怯びれもせずに呟つぶやく。

　それが優しさだ、と言わんばかりに。

　相手は既にこの世にいないのだから無理だ、と他ひ人と事ごとのように。

「何が『王子様』だ。俺が監修した従属特待生を殺した糞くそ餓が鬼きじゃないか。タスクを完了した末に『報復で殺処分された』と死んだあいつの墓前で涙の再会を果たすより、自分の落ち度で今はまだ知らない方がずっと幸せだろ？」

　と、その時。

　コンコン、と慎つつましく扉が叩たたかれた。

　こんな深夜の来訪者には心当たりなどない。とは云いえ、居留守をする必要もないので入室の許可を与えた。

「誰かと思えば。どうしたこんな時間に？」

　入室してきた人物は、時雨しぐれのよく知る人物だった。

　だが、違和感が一気に加速する。何な故ぜなら目の前にいる人物が、一言も発さずに無害な笑みを顔に貼り付けているだけなのだから。




　言葉ではなく、紫門詠哉が放ったのは銃弾だった。




　鮮明な血が時雨の胸部に広がる。

　突然の発砲に理解が追い付いていなかった。起こった現象の意味が解わからず、自らの胸部に広がる赤い染みに時雨が目を落とす。

「なんの真ま似ねだ……、紫し門もん」

「僕に課せられたのは『アスモデウスの懐柔』です」

　それは常に模範であろうとする──人を撃ったとは思えない態度だった。

「その課題を確実に達成する為ために、あなたを利用させてもらおうと思いまして。具体的には──死んで頂けませんか、時雨首席監理官」

　微み塵じんも悪わる怯びれる様子など見せず、

「今のアスモデウスを支えているのは、あなたと結んだ《契約》です。ならば、それが既に果たされない現実だと突き付けてしまえば必ず絶望する。どんな『義務』を課したか存じ上げませんが、あなたのことだ。きっと残酷な《契約》だったでしょう。あなたの死に直面すれば、対価が永久に失われたと自暴自棄になる……そこで僕が新たな《契約》で救ってあげようかと。アレは僕に縋すがるでしょう」

「上出来だ、紫門。これまで幾度となく、懐柔の課題は行われてきたが《契約》ごと奪い取ろうとしたヤツは……お前が初めてだ」

「お褒めに与あずかり光栄です、本当に」

「確かに俺との《契約》が不履行となれば、自暴自棄になるだろうな。だが、お前に出来るのか？　あいつの心の闇は、お前が想像している以上に深いぞ。不幸を撒まき散らかすことで現実逃避を選んだバケモノと、どうやって《契約》を結ぶ気だ？　生半可な『権利』では受け入れない。それどころか、俺との《契約》で『義務』に対して疑心暗鬼になっている。今のお前に、どんな『権利』を与えられると云うんだ」

「必ず受け入れますよ、アレは」

「それに──それだけじゃねえだろ？　それは怨うらみが篭こもった復ふく讐しゆう者の目だ」

「流石さすがですね時雨しぐれ首席監理官。実は僕、あなたとは統轄学院に入る前に一度だけ、お会いしたことがあるんですよ」

　ここでようやく、

「お前が連れ去ったあの子は、どこだ」

　彼は、その正体を明かす。

　硝煙が立ち込めるサイレンサー付きの拳銃を片手にしながら、偽りの『紫し門もん詠えい哉や』を名乗り続けていた少年は騙かたるのをやめた。

「お前……、誰だ？」

　ギロリ、と。

　時雨の視線が少年を射抜く。

　短い言葉で執務室内の空気が一撃で凍り付いた。肺を撃ち抜かれた人間の立ち振る舞いとは思えないほどの威圧感を発揮する。

「だが今の台詞せりふで、おおよその事情は解わかった。つまり過去に身内を『保護』され、連れて行ったのはお前だ、と迷惑極まりない的外れの他責を俺に定めて、規制機関まで乗り込んで来やがった大馬鹿者ってことだな？」

「それだけじゃない」

　少年は遮った。

　今、この場にいる『彼』は。

「お前は、従属特待生を使って僕を殺した」

「じゃあ今、俺の目の前にいるのは亡霊とでも言う気か？」

　馬鹿馬鹿しい、と時雨は吐き捨てようとして。

　その表情に初めて動揺が生じた。

　同時に少年は答えた。

　そうだ、と。

「僕は亡霊だよ。僕は取り返しのつかないミスを犯した。だから、お前の差し金で従属特待生に襲われて命を落としたんだよ」

　この少年は、幼おさな馴な染じみを救おうと躍起になった過程で一つの過ちを犯した。

　それは事故だった。紛まぎれもなく、悪意のある罠わなに陥って──一人の従属特待生の命を奪う痛ましい結果に至った。

　その報復として、彼は従属特待生に殺された……ことになっている。

　だが、暗殺を命じられた悪魔は、彼の命を奪わなかった。

「悪魔と取引したんだ」

「そう云いうことか。情に絆ほだされたか、言い包くるめられたか知らないが……見逃した挙句、俺に虚偽報告した職務怠慢の屑くずがいるようだ。道理で『紫門詠哉』と云う名前や戸籍に心当たりが微み塵じんもない。本当のお前は俺の中では既に死んだことになっているんだから」

「死んだはずの男が生きていたなんて、復ふく讐しゆう劇じゃよくあることだろ？」

「俺を怨うらんで規制機関に乗り込んだ執念だけは認めてやる。だが、状況が詰んでいるとは思わないか？　俺の遺体が見つかれば、たとえ『紫し門もん詠えい哉や』に動機がなくても、こんな時間に教務棟にいれば容疑が向く。そもそも銃弾の線条痕はどうする気だ」

「ご心配どうも。取引した悪魔が優秀でね。彼女、偽装のスペシャリストなんだよ。偽りの身分や、この拳銃だって調達してくれた。お前に貸与されている拳銃とデータ差し替えも済んでいるそうだよ。それに……この僕を誰だと思っているんだい？」

「あ……？」

「僕は関わっていない。そう言えば誰もが疑いもせずに信じてくれるさ」

　少年は嘗なめ続けてきた苦汁をまとめてすべて吐き出すように、

「この日の為ために、僕は優等生を演じ続けてきたんだ」

　氷よりも冷たい声で淡々と言い放つ。それは誰がどう見ても『紫門詠哉』の台詞せりふではなかった。対して時雨しぐれは、

「優等生？　笑わせるな。お前は俺と同じ穴の狢むじなだろ」

「女子中学生に『色欲』なんて馬鹿げた『瑕か疵し』を背負わせて、自由意思を奪うお前みたいなチキン野郎なんかと一緒にするなよ」

「バレていないと思ったか？　雷の狙撃の種明かしでもしようか」

　そのフレーズに、少年の表情は恐ろしい形相と化す。

「電磁パルスＥＭＰ攻撃」

　悪夢のような悪寒を抱かせる声色で、時雨は悪行を暴くように答えた。

「太陽フレアの『設定』で、煌こう焚たき烽ほう火かに電磁パルスＥＭＰの可能性を示唆したよな。電磁場を制御する観測は出来ずとも、乱すことなら容易だろう。つまり雷の狙撃が威力減衰されると解っていたからこそ、お前は身を呈して沖おき泉いずみ琉る海みを守った」

　それは一いちか八ばちかの賭けに思えるかもしれない。

　だが、煌焚烽火は咄とつ嗟さにやり遂げた。それが出来てしまうほど、あの問題児は天才だと少年は知っていた。

「夏休みの事件──煌焚の命を救った時だって同じだ」

　烽火が紫門に絶対の信用をおく理由に至っても、時雨は見破っていた。

「敢あえて自分が死ぬかもしれない危険な状況を作り、そこに煌焚を巻き込み、裏で周到に用意していたくせに、さも咄嗟に思いついた博ばく打ちを躊ちゆう躇ちよなく選んだように振る舞って彼女の命を救った。そうだろ？　リスク０で従順な駒を手に入れるチキン野郎」

「……だったらなんだって云いうんだ」

「お前の本質は、絶対的安全地帯を確保した上で、それを悟らせず巧みに命懸けを演出して信頼させる──まさしくペテン師」

　優等生を騙かたった少年の正体を、時雨しぐれは容赦なく暴露する。

「健けな気げを通り越して気の毒だ。電磁パルスＥＭＰで雷の狙撃を弱体化させておきながら、その事実を一切言わず、対価を求めず、従順であり続ける。そんな煌こう焚たきの無償にして最大級の好意をのらりくらりとかわしつつ、だが絶対に裏切らないことを確信している」

　まるで同族を喜ばしく歓迎するような態度だった。

「次の標的はアスモデウスか。手駒として使い潰つぶす気か？」

「僕は『約束』を果たす為ためならば……自分が悪魔になることだって厭いとわないさ」

「笑わせるな。格好付けているところ悪いが、お前は結局のところ他責の対象を探しただけだ。怨うらんで復ふく讐しゆう劇と称して身を投じて、ようやっと生きる糧を貪っているだけだろ。そんな奴やつがダークヒーローを気取ってんじゃねえよ。みっともねえ」

　時雨の口調が、変わる。

　もはや首席監理官ではなく、言葉の暴力で他人を屈服させる悪魔のように。

「つーかよ、他ひ人と様さまに発砲しといて尋問の一つも満足に出来ねえのか？」

「どうせお前は口を割らない」

「試しもせずに、やる前から諦めるんだな？」

「この場でお前の手足を撃ち抜いて、あの子の居場所を吐けと脅迫したところで、お前はどうせ覚えちゃいないだろ。だから時間の無駄──」

「なぁ、そのどうせってのやめろよ」

　時雨の低い声が、少年の声を掻かき消す。

「そんな逃げ腰だから俺に奪われたんじゃねえの？」

「……だったら覚えているか？　お前が、僕の元から拐さらった、あの子のことをッ！　確かに旅客機を墜落させたのはあの子の《脅威アルス》だったかもしれない。でも、だからって、なんだって音信不通の処遇になっちまうんだよ……ッ！」

　ダムが決壊したみたいに。

　意図的に堰せき止められていた感情が、暴れ回った。

　もはや少年は抑えられそうになかった。時雨を目の前にして、その指先が引き金を引き絞るのも時間の問題だった。

「旅客機だぁ？　墜落事故まで起こした案件なんて……？」

　と、そこで。

「くくく、ははっ、マジかよ」

　何かに気付いたように時雨は目を見開く。

「おいおいおいおい、こんなことってあるのかよ。冗談キツイぜ。冥土の土産代わりに教えてくれよ。お前、探し続けた相手を見つけたところでどうする気だ？　お前が探し求めていた子は、お前の想像を遥かに超えた苦痛を味わって豹変しているかもしれねえ。もしかしたら待ちくたびれて、とっくに心が折れているかもしれねえのになんで『まだ待ってくれている』なんて甘ちゃんの幻想に毒されてんだ？」

　その言葉は、どんな刃やいばよりも鋭かった。

「世の中には『シロ』か『クロ』しかねえんだよ。『出来たか？』と云いう質問に対して『ここまでは出来ました』なんて、答えになってねえからな？　それは『出来ていない』って云うんだよ、覚えとけ糞餓鬼」

　この場に立つ為ために多くのものを犠牲とし、尋常でない苦しみを要したことなど時雨しぐれとて解わかっているだろう。

　だが、だからこそ、在りし日の少年の心を根底から抉えぐる言葉の数々が炸さく裂れつする。

「お前は言い訳してんだよ。ここまでは出来たんだから、何もしていない訳じゃないんだって。でもよ、待っている側からすりゃ関係ねえよなぁ？　寝て惚けて音信不通で放置してんのと何が違うってんだ？」

　言い逃れる余地など微み塵じんも残されていなかった。

　次の瞬間、ド直球ド真ん中のド正論が、容赦なく在りし日の少年に牙を剥むく。

「少しでも『努力』したと云うなら、具体的にどんな『努力』をしたのか──ずっと独りぼっちで未だに待たせ続けている相手の前で語って聞かせてみろよ」

　もはや限界だった。

　明白な殺意が、殺害へと切り替わる──その直前で。

「お前、六年間、何してたんだ？」




　おい。

　ちょっと待てよ。

　イマ。コイツ、ナンツッタ？




「どうして六年前だって？」

　一気に血の気が引くのを少年は自覚した。

　だが、時雨はただ笑い転げて、最上級の侮蔑を浴びせる。

「肺に風穴開けといて笑い殺す気か？　優等生を演じることしか能がない中身空っぽの糞餓鬼。ここまで言われて悔しくないのか？　悔しいよなぁ!?　ならどうすんだ？　他ひ人と様さまに銃口向けておきながら引き金も引けないチキン野郎」

　指先が震える。

　全身が怒りで震える。

　もはや、激げき昂こうを抑えられる気がしなかった。

　在りし日の少年は、かつて大切な少女を拐さらった挙句、自分のことを殺した男のことを撃ち殺す以外の選択肢など思い至らなくなった。

「一生足あ掻がいてろ、────くん」

　同時。

　驚くほど乾いた音がした。

　あれだけ耳障りだった声は嘘うそのように消えて──時雨しぐれ首席監理官は、絶命した。




「紫し門もん……ねえ紫門ってば」

　その声に『紫門詠えい哉や』を騙かたる少年は、我に戻って顔を上げる。

　こちらを覗のぞき込む赤ずきんの格好をした少女──アスモデウスが目の前にいた。

　場所は高等部の校門前。学院理事会からの事情聴取を終えてから登校し、四時限目を終えて下校しようとしていたところだった。

「中等部校舎からすっ飛んで来ただろ。悟られまいと服を大慌てで整えて、前髪も手鏡見ながら梳とかしたのかもしれないけれどざ──後ろ髪、乱れているよ」

「るっさい……そんなことより、どうしたのよ？　すごく怖い顔をしていたけど……」

「ちょっと考えごとをしていてね。大丈夫、とっくに終わったことだから」

「そう？　あんまり難しい表情ばっかりだと眉間に皺しわがデフォになっちゃうわよ？」

　アスモデウスは笑う。紫門の額へと人差し指を当て、ぐりぐりと押し込みながら明るく戯おどけた表情を浮かべていた。

　そんな二人を、遠巻きに数多あまたの生徒たちが眺めていた。

　明らかにアスモデウスに対する視線が刺とげ々とげしい。そんな無数の容赦ない視線に晒さらされ続けても、アスモデウスに動じる様子はなかった。

　むしろ、従属特待生であることを誇るように胸を張っていた。

　これは疑うまでもなく──時雨が監修した悪魔の少女を懐柔し終えていた。

「あんたは『宇う都つの宮みや事変』で失った大切なものを取り戻すんでしょ？　そんな顔で迎えに来られても怖くて逃げ出されちゃうわよ」

「……あぁ、そうだね」

　アスモデウスは三つばかり大きな勘違いをしている。

　一つは、少年の正体。

　彼の偽名『紫門詠哉』は、六年前の『宇都宮事変』で死亡した赤の他人。年齢が同じこと以外に接点は皆無だ。アスモデウスは彼の本当の名を知らない。

　もう一つは、少年が交わした『約束』の内容。

　どうやら『宇都宮事変』の被害者と云いう偽りの身分から邪推したらしく、再会を誓った少女はそれが原因で消失してしまった……と思い込んでいる。当該事変に約束の相手どころか、彼自身すらまったく無関係である真実を知らない。

　被害の規模スケールから特Ｓランク機密──覚醒と同時に暴走検体と化した少女が、その後どうなったのか、紫し門もんはもちろんのこと、いくらアスモデウスとてアクセス権限を与えられていなかった。これを利用しない手はない。

　そして、最大の勘違いは『時雨しぐれ事案』の真相。

　アスモデウスを懐柔する為ためだけに時雨を殺害し、結果として彼女から『王子様』を遠ざけた──そればかりでなく、絶望を突き付けた上で新たな希望を餌に《契約》を結ぶ目もく論ろ見みを立てた真犯人が、目の前に存在することすら知らずにいるのだ。

「あたしは、あんたと《契約》を結んだ従属特待生よ」

　嬉うれしそうにそんなことを言うアスモデウス。

　その蒼あおい瞳に映る『紫門詠えい哉や』は、彼女にとって絶望の窮地から救ってくれた恩人なのだろう。

「あんたが『王子様』と逢あわせてくれるのなら、評定平均稼ぎの手伝いくらい喜んで引き受けてあげるわ。感謝して崇あがめ奉たてまつってくれちゃってもいいからね？」

　最低だ、と。

　とても悪いことをした、とは思っている。

　自分の行いが、どんなに謝っても赦ゆるされないと自覚している──赦されるべきではないとさえ考えている。

　だが彼は、これからも『紫門詠哉』を演じ続けるだろう。

　たった一人の少女との『約束』を果たす為に、他の大勢を犠牲にするのは断罪されるべき悪かもしれない。でも、そのたった一人の少女にとっては、とても大切な掛け替えのない世界で一つの『約束』なのだ。その為になら、どんな手段も厭いとわない。

　だからこそ彼は心に刻む。

　すべての『因子』で苦しむ少女に寄り添う、と。

　結果として死に至らしめてしまった少女に対する罪科でもある。

　最も重要な『約束』が果たされるまでは──否、果たされたならば尚なおのこと、力を貸してくれた少女を誰一人として見捨てず最後まで隣に立つ。

　それが結論。

　少年は『約束』を果たす為にアスモデウスを騙だます。

　どんなに言い訳を重ねたところで、エゴでしかないことなど解わかっている。

　己おのが理想の為に、他者を騙して使い倒す──最も忌むべき対象と同じことをしているじゃないか。

　であるならば、それすら承知で奪還を成し遂げよう。

　これは邪道。どう考えたって正義の道ではない。良心の呵か責しやくなんて呑のみ込んで、時雨なんか比じゃないレベルの悪を極めて『紫門詠哉ヒーロー』の■■ペルソナを被かぶり続ける他ない。

「で？　仮採用監理官が《契約》を結ぶ──しかも『カテゴリ６』の悪魔と、なんて前例のない異例中の異例をやってのけた学年首席サマは、これからどうやって評定平均を稼ぐつもりなのかしら？　手当たり次第に高位級《観測者アルテフエクス》を倒しまくる感じ？」

「君はその物騒な思考回路をどうにかしようか……」

　無邪気に尋ねるアスモデウスに彼は『紫し門もん詠えい哉や』として応じる。

「仮採用監理官襲撃事件。僕と君が《仮契約》を結んだきっかけだけれども、依然として解決の糸口は見えてないそうだよ」

　学年首席を守らせる、なんて表向きの理由で《仮契約》が結ばれたが……この襲撃事件には不審な点が多い。普通なら《脅威アルス》を観測した者は、首輪によって特定されるはずなのに、どう云いう訳か痕跡がないと云う噂うわさだ。

　そんなこと通常は起こりえない。

　可能だとすれば、首輪の一部機能の停止──時雨しぐれがヴィネに施したように。

　だからこその疑念。二人の《仮契約》の口実となった襲撃事件すら、時雨が仕込んだことかもしれない。

　時雨の悪虐を暴いて、自らの点数稼ぎに利用する。

　これも復ふく讐しゆう。死してもなお、彼の名声を地の底まで叩たたき落とす。

「あんた……やっぱり監理官じゃなくて探偵になったら？」

「因子事案の解決も監理官の立派な業務だよ。それに……どんな理由があるにせよ、すべての『因子』で苦しむ少女に寄り添うのが僕の信条だからさ」

「まったく。格好つけちゃって」

　アスモデウスは頬ほおを赤らめ、そっぽを向く。そんな彼女の無む垢くなる仕し種ぐさに……胸がズキンと痛む。きっと、これから先も同じ想おもいで苦しみ続けるだろう。

　だが、それが欺ぎ瞞まんを謀った彼が背負うべき贖しよく罪ざいだ。

「このあたしが『共犯者』になってあげるんだから、絶対に見つけなさいよ？」

「僕は『約束』を果たすよ」

　この物語は、間違っても英雄譚たんなどではない。

　一つの『約束』の為ために結んだ──叛はん逆ぎやくの優等生と悪魔を冠する少女の共犯契約。

　すべてを欺き『紫門詠哉』を騙かたる狼おおかみ少年は、赤ずきん姿の小悪魔少女を《契約》と云う絶対遵守の鎖で従えて呟つぶやく。

「君を絶対に、必ず助けに行くから──」




　たとえ世界のすべてを敵に回したとしても。




　そんな彼の前に、

「みーつけた」

　一人の少女が行く手を阻むように立ち塞がった。

　近寄ろうとしない生徒の群れから躍り出た闖ちん入にゆう者しやに困惑する。

　だが、何な故ぜだか、心の何ど処こかで強烈な既視感デジヤヴを在りし日の少年は覚えた。

　柔らかそうなボブカット──ミルクティ色の茶髪。悪戯いたずらが好きそうな竜胆りんどう色の瞳。一人として、余すことなく庇ひ護ご欲を掻かき立てられ虜とりこにされてしまいそうな笑み。




「やっと逢あえたね。ずっと待ってたんだよ？」





to be continued.
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あとがき




　初めまして。ひなちほこ、と申します。

　本書『特殊能力統轄学院　叛はん逆ぎやくの優等生と悪魔を冠した少女の共犯契約』を手に取って頂きありがとうございます。本当に、ありがとうございます。こちら第十五回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞させて頂いた作品の改題・改稿となっております。

　冗談みたいな本当の話──実は私、第十四回の新人賞にも応募していました。

　結果は、夢破れ三次選考通過止まり。最終選考一歩手前まで進んだ喜びと同等か其それ以上に悔しい思いをしました。だからこそ「絶対に『理想』を叶かなえてやる！」と云いう、主人公の紫し門もんたちと気概を同じくして第十五回に挑ませて頂いた次第でございます。

　読者の皆様にも成し遂げたい『理想』があって、そこへ到達する為ための気勢を紫門やアスモデウスがお届け出来たならば感無量、作者冥利に尽きます故。

　それでは謝辞を。私の趣味嗜好を汲くんで尽力して下さった担当編集様、選考から出版までに携わって下さったすべて方々。そして素敵な美麗イラストで作品に命を吹き込んで下さったシエラ様。もちろん読者の皆様も。万物すべて此これ我が師、です。

　これからも小悪魔アスモデウスを見守ってやって下さい。

　最後に──もしもあなたが監理官なら、どんな『設定』を監修しますか？





電子書籍特典　書き下ろし短編

【トンデモ科学とインチキ魔術】





　統轄学院は一般的な学校に比べて、自習となる機会が多い。

　クラス担任が規制機関の職員である以上、事案が発生すれば学院を留守にしてしまう都合上仕方のないことではあるが、これは生徒からすれば喜ばしいことであった。

　妄想を具現化する能力《脅威》に目覚めた少女たちが、果たして大人しく机に向かって教科書とにらめっこしたり、板書ノートの清書に勤しんだり、便覧やレジュメを読み返すとでも本気で考えているのだろうか、クラス担任は。

　必然的に教室内は無法地帯。今日も今日とて、物議が起こる。

　その内容は、実に彼女たちらしい。

「やっぱり烽火様的には錬金術アルケミーは科学だと思うんだよねー。卑金属を貴金属へと変換する術は原子核物理学が引き継いで、ついに水銀を原子核崩壊しちゃえば金に核変換されることを証明しちゃったし。そもそも自然科学の礎でしょ？」

「金の錬成は副産物。大いなる作業アルス・マグナの究極は『賢者の石』の精製によって不老不死を獲得すること。物質を自在に操ることを目指した魔術の一流派」

「るみちぃの頑固」

「烽火ちゃん解らず屋」

　むむむむむっ、と両者睨み合う。派手系ＪＫ煌焚烽火は柔らかそうな頰を膨らまし、対する無表情ＪＫ沖泉琉海は少しだけ眉間にシワを寄せている。




「しぃっちは「どっちと思う!?」紫門くんは」




　まさかの飛び火である。

　おかしなことに巻き込まれてしまった。

　完全に貰い事故レベルの議論に、紫門詠哉も困り果ててしまう。

　妄想力を爆発させて己が信じる世界を全力展開することに関しては、不満も不服申し立てもしないが、せめて授業の復習と予習に精を出していた善良たる優等生に絡むのは勘弁してくれと思わずにはいられない。

　しばらく考えて紫門は、

「まぁ、昔は一つの学問だった……てことじゃダメか？」

「ありえないっ！　ありえないよっ、烽火様はガッカリだよ、しぃっち！」

「酷い……傷付いた…………魔術をトンデモ科学と同じ括りにしちゃうなんて」

「科学がトンデモ？　それは聞き捨てならないよ、インチキ魔術の方がよっぽど胡散臭いじゃんか★」

「なんですと……っ」

　まるで手品を初めて見た子供のように、琉海は口を半開きにして仰天していた。きょとんとしながら手にした古びた洋書を盾のように構える。烽火は烽火で、どこからともなくフラスコを取り出してペン回しの要領でクルクルと回転させて対峙した。

　そもそもさ、と烽火は指を鳴らす。

「錬金術の発展なくして、今の烽火様たちの生活は成り立たないじゃん。中世ヨーロッパの研究によって化学や医学、薬学が生まれたのは事実だし。るみちぃが使ってるコスメだって源流を辿れば、錬金術を極めたお医者様によって製造されたって知ってるよね？」

「それはインチキ科学が崇高なる魔術の領分を犯したから。つまり手柄の横取り。良くないことしてくれた、ほんとに。大いなる作業は神にも等しい智慧の体得であって、そこに至る為に『賢者の石』の精製は必須課題だった。烽火ちゃんが言った『エキスの抽出』だって工程の副産物。究極的には万物を自在に操る為の智慧へと至る行為そのもの。かの有名なアイザックさんも犠牲者の一人」

「万有引力を発見したニュートン先生のこと？」

「いぐざくとりー。アイザックさんのお家は火事になっちゃって、大いなる作業に関する資料は焼失しちゃったから残念。神にも等しい智慧を得る為に彼は『賢者の石』と『万能の薬』の発見に励んでいた。だからこそ金の価値が暴落することを恐れたイギリス王室によって焚書された……っ！」

「オカルトのみならず陰謀論まで……これだからインチキ魔術は困ったねー。ニュートン先生の頭脳を以ってしても錬金術が難解だっただけじゃないの？」

「大いなる作業の真髄に迫ったはず。だって魔術書『ポーツマス文書』がある……っ！」

　琉海が掲げた古びた洋書。そのタイトルを彼女は高らかに宣言した。

　再び、両者は睨み合いの姿勢へと突入する。

「埒が明かないね、魔術師るみちぃ」

「烽火ちゃんの科学信仰がここまでだとは思わなかった。悪い電波の悪影響？」

　とは云え、別に彼女たちは本気で相手を論破しようだとか、ましてや貶めてやろうとしている訳ではないようだ。それは紫門の目から見ても明らかである。

　単に、自らの博学をひけらかしたいのだ。

　彼女たち《観測者》は、自らの『設定』に基づいた現象を引き起こす。であれば、当然ながら欲するのは知識であり叡智であり、より権威付いた歴史的資料なのだ。自分の知らなかった見地を吸収しながら、彼女たちはより優れた『設定』の構築に励むだろう。

「科学サイコー★」

「魔術こそが最上の至高……っ！」

　そんな議論を、ずっと頭上でやられた紫門詠哉。チャイムが鳴り、世界平和について考えさせられる自習の時間が終わりを告げた。
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